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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰り返される──。
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プロローグ









　聖誕暦一三六六年、獅子宮レオの月。

　アンサリヴァン騎竜学院の関係者にとって、この時期といえば夏休みに尽きる。

　例年、生徒の大半は帰き省せいし、二ヵ月に及ぶ長期休暇を満喫する。当然、学院内は閑かん散さんとするのだが……。

　どういうわけか、今年は違った。

　夏休みに入ってもなお、自分の意志でアンサリヴァンに留とどまり、自己研けん鑽さんに励はげむ生徒たちが大半なのである。

　そんな生徒たちの熱意に押され、レベッカは選抜合宿のときと同じように、教官役を務つとめるようになった。

　シルヴィア、ルッカ、ジェシカ、そしてレイモンとマックスも、教官補佐役として、たびたび駆かりだされている。

　鍛たん錬れんに励む学院生たちの想おもいは、次の言葉に集約されるだろう。

　──いざとなれば、自分たちもアヴァロン聖竜皇騎士団と一緒に戦い、この学院を、この街を、この国を、そして……この世界を護まもりたい。

　魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の台頭に危き惧ぐを覚えた学院生たちの熱意は、アッシュたちにも確かに伝わっていたのである。





　　　　◇






「サヴォナローラの演説が世界にどんな悪影響を及ぼすのか心配だったけど、俺たちの学院は大丈夫だな」

　アッシュは、男子寮アポロ舎の自室から、グラウンドの訓練風景を眺ながめつつ、誇ほこらしい気持ちを覚えていた。

　教官役のレベッカに導みちびかれ、今日も特訓に励む騎竜学院生たち。

　実技講習の何倍にも相当する学生たちが模擬演習に励む光景は、遠目にも壮そう観かんだった。

　ドラゴンたちの咆ほう哮こうや、魔導攻撃による炸さく裂れつ音の烈はげしさが、演習の密度を雄ゆう弁べんに語っている。

　夏休みに入ってからというもの、毎日のように騎竜祭が開催されているような空気は、学生寮にまで届いていた。

「学院生だけじゃないわよ。騎士国の人々だって、あのふざけた演説に惑まどわされることなく、とても落ち着いてるしね。なんだかんだいって、騎士国ってすごいと思うわ」

　アッシュのすぐ脇で、微笑を浮かべるエーコ。窓まど枠わくに頰ほお杖づえをつきながら、訓練風景をまぶしそうに眺ながめている。

「だよな。帝国政府なんて、あっという間に崩ほう壊かいしたっていうのに……なんだかんだいって、騎士王パラデインオズワルドの人徳かもなあ」

「う～ん、それはないと思うけど」

　アッシュの言葉に、肩をすくめるエーコ。

「でもまあ、ヴェロニカやミラベル、シルヴィアがみんなから慕したわれているのは確かね。なんとなくだけど、それくらいはあたしにもわかるわ」

「ああ。それは同感だ」

　相づちを打ちながら、アッシュはさりげなく、エーコの横顔を眺めやった。

　肌に心地よいそよ風が、その桃銀色ピンク・シルバーの髪をさらさらとなびかせている。

　真夏の陽ひ射ざしは、竜族の証あかしである二本の角つのをつやつやと輝かがやかせている。

　──なんていうか……どんどん成長してるよな。

　エスパーダ動乱で負傷して以来、なかなか気の安まらなかったアッシュだが、治療の甲か斐いあって、経過は順調だ。医師の許可さえもらえたら、皆と一緒に、グラウンドで汗を流せるようになりたいと思う。

　そんな今、こうしてエーコとふたりきりの時間を過ごしていると……急に、ある想おもいがむくむくと湧わき上がってきた。

「エーコ」

　アッシュは真顔になると、可か憐れんな相パ棒ルの名前を呼んだ。

「えっ？」

　意表をつかれたのか、エーコは驚いたようにアッシュを見た。そして、アッシュの表情に気づいた途端、急に頰を染めた。

「…………」

　もじもじとして、居心地が悪そうな様子。

　とはいえ、なにかを求めるような顔でもある。

　ふたりの間に流れる空気は、いつしか砂糖菓子のような甘さを帯おびていた。

「エーコ」

　アッシュは本能の赴おもむくまま、エーコの髪を撫なでる。

　ふわふわとした感触は、とても懐なつかしい感じがした。療りよう養よう中は、こうして触ふれる機会もほとんどなかったな……と、今さらのように気づく。

「んっ……」

　エーコは緊張しているのか、アッシュの指先に合わせて、ぴくっ、ぴくっ……と身体を反応させる。やがて、「もう我が慢まんできない……」とばかりに目を閉じると、顔を少しだけ上向けた。

　──エーコ……！

　ここが窓際であることも忘れて、アッシュはエーコの想おもいに応えようと、顔を少しずつ近づけていく。

「兄さ～ん！　もうすぐ生徒会の会議が始まりますよー！」

　その瞬間、男子寮の庭先から、耳に馴な染じみすぎるほど馴染んだ声が飛んできた。

「──!?」

　アッシュは我に返ると、エーコから距離を置いた。

　まだ胸がドキドキと高鳴っている。

「…………」

　それはエーコも同じようで、慌てふためいているのは明らかだった。

「兄さんもエーコさんも、早く降りてきてくださ～い！」

　窓から庭を見下ろすと、案あんの定じよう、リンダがぶんぶんと手を振っている。

「あのな、リンダ。律りち儀ぎに教えてくれた心意気には感謝するけど……そもそもリンダは生徒会役員じゃないだろ!?」

　なんとか冷静さを取り戻し、アッシュはリンダをたしなめる。

「今は夏休みなんですし、妹が兄に付き添うのに問題はありません！」

　反論するリンダの肩先では、まるでぬいぐるみのような外見のパーシヴァルが、ぱたぱたと浮遊している。ユーモラスな雰ふん囲い気きを漂ただよわせているが、今にも自らの重みで落下してしまいそうな危あやうさも感じさせる。相変わらず、珍妙なドラゴンだった。

「まったく……」

　アッシュは苦笑を漏もらしてしまう。

　──それにしても……。

　ふと、アッシュは引っかかるものを覚えた。

　すっかり周囲に馴染んだ感のあるパーシヴァルだが、冷静になって考えてみると、やはり謎だらけの存在だ。

　──飼かい主ぬしの命が危機にさらされた瞬間に誕生した……という点では、パーシヴァルはエーコと同じなんだよな。なにか特別な力を持っているんだろうか？　ナヴィーに聞いても、ちゃんと教えてくれないしな……みだりに竜族の情報を公開するのは好ましくないって理由は、確かに理解できるんだけど。

「ほら、パーシヴァル！」

　あいにく、ゆっくりと考察する時間を与えてくれるほど、リンダは甘くなかった。パーシヴァルの身体をギュッと両手で挟はさむと、

「兄さんのいる窓辺まで、リンダを連つれていってください！」

　と、命令したのである。

　リンダをぶら下げた状態で、じわじわと高度を上げていくパーシヴァル。

　健けな気げにも飼かい主ぬしの意い向こうに従うつもりのようだが、見るからに危なっかしい。

　一見、パーシヴァルは平静を装っているようだが、その挙動を見れば、四苦八苦しているのは明らかだった。

「こらこら、危ないって！　今すぐそっちに行くから！」

　アッシュはエーコの手を握にぎると、廊下に飛びだす。

「…………」

　背後から、エーコの嘆たん息そくが聞こえた気がした。





　　　　◇






　午前十一時ジャスト──学院生徒会の本部、ジュリアス館の会議室。

　生徒会役員を中心とする顔ぶれが、一堂に会していた。

　生徒会の役員会議であると同時に、アヴァロン聖竜皇騎士団の会合でもある。そして、そのどちらでもないリンダが同席していることを、今さら咎とがめるような者はいない。

「──山さん麓ろく都市ウェントワースで開催された選抜合宿のさなか、我々がアンネゲルト艦隊と一戦交まじえてから、かれこれ二ヵ月が経過したわけだが……」

　はきはきとした声で司会進行役を務つとめているのは、シルヴィアだ。

「ゼファロス帝国に逃げ帰ったアンネゲルトは、今も〈革命の聖女レヴオルヒルデ〉として、革命政権の中ちゆう枢すうにいるそうだ。とはいえ、自慢の愛機ブリュンヒルデを失ったことで、以前ほどの勢いは見られない、との情報も入っている。これは貴重な戦果といえるだろう」

　シルヴィアの言葉に、一同は力強くうなずいた。

「無論、戦果はそれだけに留とどまらない。アンネゲルトに囚とらわれていたルクレツィアを救出できたし、ブリュンヒルデの動力源として搾さく取しゆされていた、冥竜王モルドレッドを仲間に加えることもできた。以前は宿敵だったモルドレッドだが、今は人じん畜ちく無む害がいだし、エーコと同じく少女の姿をしている。なによりもアーニャの相パ棒ルとなったのは、我々にとっても嬉うれしい結果といえよう」

　──そういえば……。

　アッシュはさりげなく、会議に集まった面々を眺ながめやった。

　この手の会議が開かれると、決まって顔を出していたルクレツィアだが……今日は出席していない。

　ルクレツィアだけでなく、その従者を務めるリラの姿もなかった。

　リラはタンタロス族ながらも、帝国の皇女であるルクレツィアの人柄に心しん酔すいしている少女だ。

　この二ヵ月の間に、皆ともそこそこ打ち解けた感があるが……同胞であるアーニャに対しては、なにか思うところがあるらしい。

　どういうわけか、リラは露ろ骨こつにアーニャとの会話を避さけている様子なのだ。

　その事実はアッシュの耳にも入っていて、少しばかり気き懸がかりだった。

　──そういえば、アーニャも見あたらないな……確か、アルバイトだっけ。

　そう、アーニャはアルバイトの真っ最中ということで、会議には参加していない。晴れて相パ棒ルとなったモルドレッドもまた、アーニャと一緒に働いている。

　当初、生まれたての幼よう竜りゆうにも等しいモルドレッドが、ちゃんと学生食堂で働けるのかどうか……危あやぶむ声もあったのだが、店のマスコット役として、そこそこ上う手まくやっている。店長にも、すっかり気に入られたらしい。

　事実、モルドレッドのメイド服姿は大評判で、それ目当てに来店する生徒も珍めずらしくないそうだ。

　前世の記憶を完全に喪うしなった影響なのか、モルドレッドはいまだに人語を話すことができないのだが、職場ではアーニャが上手くフォローしているとのこと。アーニャに任せておけば、まず心配は要いらないだろう。

　なんといっても、アヴァロンとネハレンニアの因いん縁ねんに終しゆう止し符ふが打たれたのは素晴らしいことだし、歴史的に見ても、その意義は大きい。

　アッシュがあれこれと考えていると、シルヴィアは次の話題に移っていた。

「──気がかりなのは、やはり魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の動向だな。姉上、なにか判明したことはありますか？」

　シルヴィアの言葉を受けて、今度はミラベルが口を開く。

「盟主サヴォナローラを乗せた旗き艦かんレクス＝ゴライアスについてだけど……相変わらず、目撃情報は一件たりとも入っていないわ」

　ミラベルの声こわ音ねは、真夏の熱気に清せい涼りようをもたらす風のように、凜りんと響いた。

「あれほど巨大な魔ま導どう艦かんよ。長期にわたり、王国や騎士国の情報網に引っかかることなく潜せん伏ぷくを続けるのは、さすがに困難なはずだわ」

　手もとの資料をぱらぱらとめくりつつ、ミラベルは言葉を継ついだ。

「可能性としては、やはり帝国のどこかに潜伏しながら、補給を受けているんじゃないかしら。革命政府といっても、その実態は〈デミウルゴス〉の傀かい儡らい政権だし」

　その可能性は高いだろうと、アッシュは思った。

「しかし、どうしてゼファロス帝国で革命を起こす必要があったのか……そこだけは今も不明だな」

　と、レベッカが腕組みをしながら、独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

　つい先ほどまで、教官として生徒たちを指導していたレベッカは、今も騎竜服ドラグスーツを着たままだ。その肌からは湯気が立ち上っているかのようで、なんとも艶つやっぽい。

「囚とらわれの身となったラクエル猊げい下かが、どのような扱いを受けているのか……一刻も早く突き止めねばならんというのに、このままでは動きようがない。どうしたものか……」

　レベッカにしては珍めずらしく、難しい顔をしている。

　──そうだ、ラクエルは……無事なのか？

　アッシュは思わず拳こぶしを握にぎりしめると、行方ゆくえの知らないラクエルに想おもいを馳はせる。

「わざわざ拉ら致ちしたくらいなのだから、無事なはずよ」

　と、アッシュを安心させるように、ミラベルが声をかけてきた。どうやら、アッシュは自分でも気づかぬうちに、自分の気持ちをつぶやいていたらしい。

「サヴォナローラの演説によれば、ラクエルは賢竜王インボルクを復活させるのに必要な、五大星具のひとつ──少なくとも賢竜王が復活するまでは、丁てい重ちように扱われるはずだわ」

　ミラベルの説明に、アッシュは納得する。確かに、その通りだと思う。問題なのは、賢竜王が復活してしまったら、ラクエルはどうなるのか……ということだ。

「そろそろ、我々も防戦一方ではなく、攻勢に出るべきかもしれないな」

　と、レベッカが重々しい口調で告げた。

「もし、我々のほうから〈デミウルゴス〉に切りこむとすれば……やはり〈七翼将〉の中で唯一、居場所の目め処どが立っているアンネゲルトが狙ねらい目だろうが──」

「さ、さすがに……帝都バレンボイムに突入するのは、厳しいんじゃないかと……」

　レベッカの大胆な発言に異を唱えたのは、マックスだった。戦せん々せん恐きよう々きようとした顔をしている。

　アッシュも同感だった。エーコをはじめ、竜族の力を最大限に行使すれば、確かにアンネゲルトを拘束することは可能かもしれない。

　だが、革命政府も必死で抵抗するだろう。その過程で、なんの罪もない帝都民に被害が及んでしまったら、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「──どうやら、不肖の妹が話題に上っているようだな」

　そのとき、なんの前まえ触ぶれもなく、会議室の扉が開け放たれた。

　戸口に現れたのは、ゼファロス帝国の第五皇女、ルクレツィアだった。背後には、従者のリラと、猛もう獣じゆうムイシュキンまでが控ひかえている。

「ルクレツィア!?」

　アッシュが思わず声をあげてしまったのは、別段、ルクレツィアたちの登場に驚いたからではない。

　問題なのは、ルクレツィアの服装だった。

　襟えりもとにはリボン。袖そで口ぐちには騎竜学院の校章。

　そう、ルクレツィアは学院の夏用制服を着ているのだ。

　皇族の正装に軍服の要素を加か味みした、いつもの衣装を見慣れていたせいか、そのギャップは大きい。

「むっ？　なにをまじまじと見つめているのだ？　やはり、似合っていないのか？」

　残念そうに、表情を曇くもらせるルクレツィア。

「……！」

　と、従者のリラが、じろりとアッシュを睨にらみすえた。

　アッシュが思わず震ふるえあがったほどの眼光である。

　いや、リラだけではない。

　猛もう獣じゆうムイシュキンまでが、瞳ひとみを爛らん々らんと光らせているではないか。

　リラとムイシュキンに急せき立たてられるように、アッシュは慌ててフォローを入れた。

「いやいや！　似合ってる！　ものすごく似合ってるのは間違いないんだけど、意外だなと思ってさ」

　決して社交辞令ではなく、それはアッシュの本心でもあった。

　事実、ルクレツィアは見事に制服を着こなしている。普段の凛々しい雰ふん囲い気きに、可か憐れんさがプラスされたかのようだ。

「本当に、似合っているのか？」












「もちろんさ、ルクレツィア」

　アッシュが即答すると、ルクレツィアはホッと胸を撫なで下おろした。

　ルクレツィアの新しい一面に、アッシュは思わず見とれてしまう。

「…………」

　その途端、アッシュは左右からエーコとシルヴィアに足を踏まれてしまい、

「……!?」

　思わず声をあげそうになったが、かろうじて堪こらえた。

「アッシュ？」

　怪け訝げんそうにアッシュを眺ながめやるルクレツィア。

「い、いや、なんでもないから。それより、どういう風の吹き回しなんだ？　ルクレツィアが学院の制服を着ているなんて……」

　アッシュが訊たずねると、ルクレツィアは真顔に戻った。

「うむ。この二ヵ月間、なるべく人目に触ふれぬよう配はい慮りよはしていたのだ。できる限り艦内で生活するよう、心がけたりもした。だが……」

　ルクレツィアは、やや大おお袈げ裟さなくらい溜ため息いきを漏もらしてみせた。

「やはり、じっとしてはいられぬ性分でな。それに、騎竜学院に対する好奇心も強まる一方だ。どうにもこうにも、学内を探検したくてたまらなくなったのだ。それで先日、学院長のミラベル殿に相談してみたら、この制服を用意してくれたというわけだ」

「なるほどな……その格好なら、ルクレツィアが学院内を歩いていても、そんなに目立たないってわけか」

　アッシュは納得した。と同時に、安心感も覚えた。

　アンサリヴァンに戻った当時、ルクレツィアは見るからに憔しよう悴すいしていたのだ。ずっと山中で逃亡生活を続けていた上に、あわやアンネゲルトの手で処刑されそうになったのだから、無理もない。

　だが、今ではもう、ルクレツィアは立ち直っている。とても、国を追われた皇女には見えなかった。打ちひしがれるどころか、いずれ自らが女帝として即位する未来を、微み塵じんも疑ってはいない様子なのだ。

　──強いな、ルクレツィアは。

　アッシュはしみじみと、そう思う。

「ところで、アッシュ。貴公にひとつ、頼みがあるのだが」

　と、ルクレツィアは腰に手をあてながら、威い風ふう堂どう々どうと告げた。

　問答無用で、相手を跪ひざまずかせてしまいそうな気迫さえ漂ただよわせている。

「な、なんだ……？」

　不覚にも、アッシュは少し気け圧おされてしまった。

「今の私は、ゼファロス皇家の血を引いているだけの娘にすぎぬ。ゆえに貴公らの作戦に口出しをするつもりはない。無論、貴公らがこの私の手を借りたいというのであれば、全力を尽くす所存だがな」

「……回りくどいぞ、ルクレツィア。単刀直入に頼む」

　と、シルヴィアが口を挟はさんだ。

　あのエスパーダ動乱を通じて、シルヴィアと親交を結んだルクレツィアは、別に気を悪くした様子もなく、ニッと微笑を浮かべた。

「これはすまぬ、シルヴィア。我が頼みとは他でもない。これから先、貴公らがアンネゲルトを生いけ捕どりにするようなことがあれば……その処しよ遇ぐうについては、姉の私に一任してはもらえないだろうか──ということだ」

　ルクレツィアの目は真剣そのもので、有無をいわせぬ迫力を秘めていた。

　ならばこそ、アッシュは簡単に相づちを打つのではなく、正直に応じた。

「気持ちはわかるけど、アンネゲルトを生け捕りにできるかどうかなんて、とても約束はできない。俺たちと〈デミウルゴス〉が激突した結果、どのような事態が引き起こされるのか……予想もつかないんだ」

「うむ。それも、そうか。すまんな、アッシュ。私としたことが、無理をいった──」

　やや伏し目がちになったルクレツィアに対し、アッシュは言葉を続けた。

「だけど、もしアンネゲルトとまた巡めぐり会うようなことがあれば、真っ先にルクレツィアの言葉を思いだすよ。それだけは、約束する」

「ああ、それだけで充じゆう分ぶんだ。貴公の心こころ遣づかいに感謝する」

　ルクレツィアは丁てい重ちように礼を述のべると、頭を下げた。

　その直後、校庭のほうから「どぉおおおおん！」という衝撃音が響きわたった。

　ジュリアス館の建物も、その余波を浴びたのか、軽く揺れたほどである。

「なっ、なんだ!?」

　アッシュは慌てて席を立つと、窓に張りついた。

「〈デミウルゴス〉の襲撃じゃないでしょうね!?」

　エーコも窓辺に駆かけ寄ってくる。

　果たして、アッシュたちの視界に飛びこんできたのは──

　校庭に着陸した、一体の翼竜ストラーダだった。

　その体たい軀くを中心に、校庭はクレーターと化している。

　周辺には、砂さ塵じんが朦もう々もうと舞い上がっていた。

「あの人は、確か……」

　アッシュが記憶の糸をたぐり寄せていると、騎手は窓辺のアッシュたちに向けて、ピシッと敬礼してみせた。

「第一級宮廷郵便士、オルエッタ・ブランであります！　アッシュ・ブレイク様宛あてのお手紙を届けにあがりました！」





"Prelude to Summer ～A.S.B.1366.08～" is closed.








第一話　アルバ村からの手紙









「こら、オルエッタ！　お前という奴やつは！」

　窓際からオルエッタを見下ろすなり、真っ先に叫んだのはシルヴィアだった。胸の前で握にぎりしめた拳こぶしを、ぷるぷると震ふるわせている。

「いつもいつも、校庭にどれだけ穴を穿うがったら気がすむのだ!?」

「も、申し訳ございません、シルヴィア殿下～！」

　平へい身しん低てい頭とうするオルエッタ。以前にも、こんなやり取りがあったなあ……と、アッシュは苦笑を漏もらした。

「あの悪あく癖へきさえなければ、宮廷郵便士として申し分ないのだけれど。わたくしがエスパーダ聖法大学院に留学していた頃も、あちこちを掘ってくれたわね」

　と、今度はミラベルが窓際に立ち、率そつ直ちよくな感想を述のべたので、

「あわわっ！　ミラベル殿下まで……!?」

　オルエッタは顔面蒼そう白はく、だらだらと冷や汗を流している。

「それはともかく、アッシュ宛ての手紙とは？」

　シルヴィアが訊たずねると、

「たっ、ただいま、お持ちしますので！」

　オルエッタは慌てふためきながら、ジュリアス館の玄関に駆かけこむのだった。




「こちら、アルバ村からの速達便となります。厳密には、宛あて名なはアッシュ様とリンダ様のおふたりになっていますね」

「アルバ村？　ということは……」

　アッシュは封筒を裏返し、差出人の名前を確認する。

　差出人は、アリーシャ・ブレイク。

　アッシュの予想通り、差出人は母だった。

「お母さんが速達便だなんて、珍めずらしいですね」

　リンダが不思議そうにつぶやく。

　アッシュも同感だった。あのおっとりとした母親が、速達便を利用するとは……。

「いや、待てよ？」

　ふと、アッシュは新たな疑問を覚えた。

「どうしてオルエッタさんほどの人が、わざわざ母さんからの手紙を？」

　そう、オルエッタは第一級宮廷郵便士。

　本来ならば、騎士王パラデインからの親書などを配達するのが役目である。

　こう見えて、オルエッタは公務員の中でもエリートなのだ。そんな彼女が、このような私信を届けに来るなど、考えてみれば奇妙なことだった。

「あ、それはですね。今やアッシュ様といえば、現在の国際情勢において、最重要人物のひとり！　一般の郵便局ではなくて、宮廷郵便局が配達を担当することになった──という次第であります！」

「そ、そうですか……。わざわざ、ありがとうございます」

「いえいえ！　このオルエッタ、できることといえば配達くらいですけど……陰ながらアッシュ様を応援していますので！　それでは、失礼いたします！」

　ピシッと踵かかとをそろえて敬礼すると、オルエッタは窓まど枠わくをひらりと乗り越えた。

「!?」

　一同が目をみはったときにはもう、そのしなやかな身体は宙に舞っていて──アッシュの視界からも消えてしまう。

「ちょっ、ここは二階ですよ!?」

　アッシュは慌てて叫ぶと、窓から身を乗りだした。

　幸いにも、心配は無用だった。

　オルエッタは空中で、愛竜の背に受けとめられていたのだ。すかさず手た綱づなを握にぎりしめると、そのまま蒼そう穹きゆうの彼方かなたへと飛び去っていった。

「オルエッタさん……か。なんていうか、生き生きとした人だなあ」

　アッシュは惚ほれ惚ぼれとした心地で、オルエッタを見送ったのだが──。

「ちょっと、いつまで見み惚ほれているのよ？」

「鼻の下が伸びているぞ、アッシュ？」

「兄さんったら、学院の皆さんだけでは飽き足らず、宮廷郵便士さんにまで!?」

　たちまち、エーコ、シルヴィア、そしてリンダから睨にらまれてしまった。

「いやいや、そういうわけじゃないぞ！」

　アッシュがたじたじとなっていると、

「ところで、アッシュ。速達便ということは、なにか急ぎの用件ではないか？　我々は気にしないから、今すぐ確認するといい」

　レベッカが気を利かし、助け船を出してくれた。

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

　アッシュは席に着くと、封を切った。




　エーコとシルヴィアをはじめ、誰もが好奇心いっぱいの視線を注いでくるので、少し落ち着かなかったが──。

　アッシュはリンダとともに、母からの手紙を読み終えた。

　いつもの母なら、あれこれと取り留めのない話題を書き連ねた結果、便びんせんの枚数がかさんでしまうのが常なのだが……今回は違った。

　その文面は至いたってシンプルなもので、便せんも一枚で終わっていたのだ。

　要約すると、「今すぐ帰き省せいしてほしい」、「アッシュとリンダに会わせたい人がいる」の二点に尽きた。

「母さんがこんな手紙を送ってくるなんて……珍めずらしいな」

　アッシュが感想を漏もらすと、リンダはうなずいた。

　基本的に、母は放任主義だ。「帰りたくなったら、いつでも帰ってきてね」と書くことはあっても、こんな風に、強い調子で頼んでくるのは初めてのことだった。

「ですね。とはいえ、入学して以来、兄さんは一度も帰省していないんですよ？　お母さんも寂しく思っているはずです！　今年からは、リンダも家を出たわけですし」

「そ、それをいわれると、反論のしようもないけど。気になるのは、俺たちに会わせたい人がいるってことだよな。一体、誰のことだろう？」

「ま、まさか……再婚相手、とかでしょうか？」

「いやいや、母さんに限ってそれはないだろ？　それと、父さんと母さんは、厳密には結婚していないから、再婚という表現は間違っているぞ」

「んもう！　細かいことはどうでもいいです！　いっておきますが、お母さんは村一番の美人さんなのですよ？　いい人が現れたって、別に不思議じゃないと思います！」

　リンダにしては珍めずらしく、強い口調だった。

「えっ!?　そうなのか……？」

　アッシュは意外な感に打たれた。

　自分の母親が美人といわれても、ぴんと来なかったのだ。

「はぁ～。これだから、兄さんは鈍感というか……」

「……？」

　リンダのぼそぼそとしたつぶやきは、あいにく、アッシュの耳には入らなかった。

「で、あんたはどうするつもりなの？」

　一同を代表するように訊たずねてきたのは、エーコだった。

「今はこんな状況だし、のんきに帰き省せいしてる場合じゃない。母さんには悪いけど、帰省するのは〈デミウルゴス〉と決着をつけたあとだな」

　アッシュが答えた途端、

「待て、アッシュ」

　シルヴィアが前に進み出た。

「むしろこんなときだからこそ、故郷の母君に会ってくるといい。そもそも、入学してから一度も帰省していないとは……まったく、呆あきれた奴やつだ」

「姫様？」

　アッシュはハッとした。

　シルヴィアは、幼少の頃に母を亡くしている。どんなに会いたいと望んでも、もう母親には会えないのだ。

　そんなシルヴィアの言葉だからこそ、アッシュは重みを感じた。

「相変わらず〈デミウルゴス〉に目立った動きは見られない。今のうちに帰省しておくという選択肢は、わたしも有りだと思うぞ」

　レベッカも、シルヴィアの意見に賛同した。

　いや、シルヴィアとレベッカだけではない。誰もがアッシュの背中を押すように、力強くうなずいてくれたのだ。

「みんな……ありがとう」




　かくして──アッシュとリンダは夏休みを利用して、帰省することに決めた。

　エーコとパーシヴァルも、各おの々おのの相パ棒ルとして、もちろん同行する。

「うっふっふ……アッシュ様の里帰りとあらば、これはチャンスですわっ！」

　と、ずっと大人しくしていたジェシカが、勢いよく立ち上がった。

「是が非でも、未来のお義か母あ様さまにご挨あい拶さつしなくてはっ！」

「──!?」

　その言葉に、たちまち女性陣は息を吞のんだ。

　特に、エーコとシルヴィアとルッカの表情が、緊張を帯おびている。

「落ち着け、ジェシカ。まあ、〝お義か母あ様さま〟云うん々ぬんはともかく、護ご衛えいはついていたほうが良いかもしれないな」

　ジェシカをなだめつつ、冷静な意見を口にしたのはレベッカだ。

「なにをいってるの？　このあたしが一緒なんだから、護衛が必要とは思えないけど」

　と、エーコが鼻を高くしながら、レベッカに反論する。

「確かに、竜となったエーコは強い。聖地アルバレスでの修行を経験したことで、聖都エスパーダを壊かい滅めつの危機から救った。それに、一度は我々を翻ほん弄ろうしたブリュンヒルデを、あっさりと撃げき墜ついしてみせたのも事実だ」

「ふふ～ん」

　エーコはますます誇ほこらしげに胸を張ったが、

「だがな、油断は禁物だ」

　レベッカは戒いましめるように、表情を引きしめた。

「アヴァロン聖竜皇の力は確かに大きいが、君の魔力にだって限界はある。そもそも、あまりに大きすぎる力であるがゆえに、濫用は避さけたいところだ。君の力は、いざというときのために温存すべきだろう。君の力に頼ることなく敵を一掃できるなら、そちらのほうが理想的だ」

「確かに、それはいえてますね」

　アッシュも、レベッカの意見には賛成だった。

「まあ、そういうことなら……」

　不承不承ながらも、エーコは納得してくれた。

　となれば、誰かに護衛役を頼む必要がある。

　どうやって決めるべきか……アッシュが考えあぐねていると、

「それでは──次の議題は『アッシュとリンダの里帰りに同行するメンバーを、誰にするか？』だ。あくまでも平和的に、話し合いで決めるぞ！」

　シルヴィアが妙に気合の入った口調で、宣言するのだった。




　話し合いの末、護衛役はシルヴィアとルッカ、ジェシカの三騎に決まった。

　そこで会議は終了かと思われたのだが──。

「いっそのこと、モルドレッドも同伴させたほうがよいかもしれんな」

　と、レベッカが新たな提案をした。

「現状、モルドレッドは自分の意志で竜化ドラグナイズすることができない。今はまだ、無力な少女にすぎないのだ。万が一、〈デミウルゴス〉がモルドレッド奪だつ還かんを目もく論ろんだ場合、やはりエーコがそばに付いていたほうが安心だろう」

　レベッカが自分の考えを述のべると、今度はミラベルが口を開いた。

「モルドレッドを連つれて行くなら、アーニャも同行させるべきね。転生したモルドレッドは内ない向こう的てきというか、今のところアーニャにしか懐なついていないわけだし。それに、アーニャなら魔導艇デユランダルの操縦もできるわ」

　レベッカとミラベルの意見に、異議を挟はさむ者はいなかった。現在、アーニャとモルドレッドは学生食堂ラ・テーヌでバイト中なので、この件は後ほど本人たちに伝えることになった。

　かくして、今度こそ会議はお開きかと思われたのだが──。

「ふむ。なかなか面白そうだな。よし、決めたぞ。私もロスヴァイセで同行しよう」

　突然、ルクレツィアが堂どう々どうと宣言したので、一同はきょとんとした。

「おっと、なにも好奇心だけが理由ではないぞ？　実はな、リラを我がロスヴァイセの専属パイロットとして、鍛きたえている最中なのだ。騎士国内での航行なら、ちょうど良い訓練飛行になるだろう」

「さすが、ルクレ様。リラからも、お願い、する」

　ルクレツィアの言葉を受けて、リラは皆の前でぺこりと頭を下げた。常日頃、アッシュに対しては妙に刺とげ々とげしい態度の少女なのだが、今は神妙にかしこまっている。

「まあ、そういう事情があるなら……構わないか」

　特に断る理由もなかったので、アッシュはルクレツィアの要望を受うけ容いれた。

　──単純な里帰りのはずだったのに、大おお所じよ帯たいになってしまったな。それに、考えてみたら、とんでもない顔ぶれだぞ？

　そんなことを考えたら、アッシュは内心、ハラハラしてしまう。

　アヴァロン聖竜皇のエーコ。騎士国の第四王女シルヴィア。帝国の第五皇女ルクレツィア。ルッカもいずれはエクブラッド人自治区の統領となる身だ。さらにはネハレンニア冥竜王たるモルドレッドも……辺境地帯のアルバ村にとっては、史上初の珍事となるだろう。

　なお、ミラベルとユニス、レイモンとマックス、そしてレベッカは、各おの々おのの目的のために、学院に残ると決めた。

「ここしばらく、いろいろとあったから。学院長としての仕事が溜たまっているの」

　ミラベルが溜ため息いき交じりにつぶやくと、さらにユニスが「姫様にお仕えするのが、わたくしの務つとめですから」と、迷いなく告げた。

「ま、俺は自主トレに励はげむとするさ。聖竜マエストロになったブリギットを乗りこなすには、もっと修行が必要なんでな」

　一方、レイモンが自分の決意を口にすると、

「ふん。珍めずらしくレイモンがやる気を出しているからな。僕はこいつのトレーニングに付き合ってやるさ。それと、学院に残っている生徒たちの自主訓練にも、できる限り付き合おうと思う」

　マックスは「やれやれ」といった態度ながらも、本心は満まん更ざらでもなさそうだ。

　ただしレベッカだけは、自分が帰き省せい組に加わらない理由について、ずっと言葉を濁にごしたままだった。自分の意見をはっきりさせないなど、レベッカにしては珍めずらしいことだ。

　そんなアッシュの疑問を代弁するかのように、ルクレツィアが訊たずねた。

「レベッカが同行しないのは意外だな。私はてっきり、レベッカは親衛隊長のようなポジションかと思っていたのだが」

「確かに意外ですわね。なにか企たくらんでいたりしますの？」

　ルクレツィアに続き、ジェシカも疑問を口にする。

「こらこら、人聞きが悪いぞ？」

　レベッカは苦笑すると、ジェシカをたしなめた。

「実はな……。エスパーダ聖庁での一件以来、ずっと考えていたのだ。わたしはしばらくの間、武者修行のためアンサリヴァンを離れようと思う。少なくとも、今のわたしでは……彼女の足もとにも及ばんからな」

　レベッカの告白に、アッシュはハッとした。

「もしかして、ウルスラ団長のことですか？」

「正確には、元団長だな。いずれ、我々は〈デミウルゴス〉と正面からぶつかり合うことになるだろう。そのときは必ず、彼女も〈七翼将〉のひとりとして戦列に加わるはずだ」

「それは間違いないですね」

　アッシュは厳げん粛しゆくな気持ちでうなずいた。

「彼女自身は、アッシュとの直接対決にしか興味はないと明言していたが……そうはさせん。ウルスラ・Ｌ・セルウィンは、このわたしが必ず倒す。アッシュの前には、このレベッカ・ランドールが立ちふさがっているのだと、彼女に思い知らせてやるつもりだ」

　そこまで語ると、レベッカは再び苦笑を浮かべた。

「まあ、単なる意地といわれれば、それまでなのだが」

　以前、レベッカはウルスラと対戦したことがあった。

　レベッカがロートレアモン聖竜騎士団への入団を断ったため、業を煮やしたヴェロニカが御前試合を命じたのである。

　ウルスラが提案したハンデのおかげで、レベッカは辛うじて勝利をもぎ取った。

　だが、実質的には──「ウルスラの足もとにも及ばなかった」というレベッカの分析は正しい。

　その事実を真っ正面から受けとめた上で、レベッカは修行を決意したのだ。

　なかなかできることではないと、アッシュは思う。

「う～ん。修行に励はげむなら、聖地アルバレスが最適なんだけど……あたしが結界を壊しちゃったから、もう使えないと思う。悪いことをしたわね……」

　と、エーコががっくりと肩を落とす。

「気にするな、エーコ。あのとき、君が結界を壊してまで駆かけつけていなければ、聖都エスパーダは焦しよう土どと化していたのだ。当然、我々も無事ではすまなかっただろう」

「レベッカ……」

「大丈夫だ、エーコ。わたしはわたしのやり方で、ウルスラを越えるための方法を見いだしてみせるさ──というわけで、一足先に失礼させてもらうぞ」

　思い立ったが吉日とばかりに、レベッカは颯さつ爽そうと退室した。

　そんなレベッカの、凜りんとした背中を見送りながら、

　──母さんには悪いけど、アルバ村に長居はできないな。里帰りは早めに切り上げて、俺も自分を鍛きたえ直さないと……！

　怪け我がのせいで鈍った身体に活を入れるように、アッシュは決意するのだった。





"A Letter from Mother～A.S.B.1366.08～" is closed.








第二話　はるか北へ、深緑のアルバ村









　──アルバ村。

　地図で見ると、騎士国領のほぼ北端に位置する寒かん村そんだ。

　例年、夏場は涼しいが、冬になると大雪に見舞われる。その点、帰き省せいするにはぴったりの季節といえた。

　会議の翌日。午前七時ジャスト。

　魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセは、予定通りに出航した。

　そして、離陸から一時間ほどが経った頃──。

　アーニャはデュランダルの操縦に専念しつつ、一緒に飛行しているロスヴァイセにも気を配っていた。

　──今のところ、リラの操艦に危なっかしい点は見られないわね。

　ルクレツィアが太たい鼓こ判ばんを押しただけあって、リラの操縦士としての腕前は完成の域に達しつつあった。この調子なら、問題なくアルバ村に到着できるだろう。

　──それにしても……。

　ここ最近、アーニャはちょっとした悩みを抱えていた。

　当初、同じ山岳民族タンタロスということで、アーニャはリラと仲良くできればいいなと思っていた。それはリラも同じだったようで、最初こそ打ち解けていたのだが……とある出来事をきっかけに、リラはよそよそしくなったのである。

　──あたしが元族長だってことを打ち明けたのが、まずかったみたいね……。

　そう、アーニャが自分の過去を明かしたのを機に、リラの態度は一変したのだった。

　リラは山岳民族の中でも、特にマイナーな部族の出身だ。「族長アーニャ」の名前は知っていても、顔までは知らなかった。

　山さん岳がく地方では、「名誉の戦死を遂とげた」と信じられているアーニャが、よもやアヴァロン聖竜皇騎士団で活動していようとは、リラにとっては寝耳に水だったろう。

　リラがアーニャに対し、複雑な感情を抱いだいたのも無理はない。

　こうして命を拾ったにもかかわらず、アーニャは山に帰還することなく、アッシュたちと行動を共にしている。

　昨今、山岳民族でありながら、山を下りて暮らす者は珍めずらしくない。リラ自身、その経緯はどうあれ、今や下山者のひとりである。

　だが、リラと違って、アーニャには「族長」という身分があった。

　数多あまたの部族がひしめき合う山岳民をひとつに束ね、統率する立場だ。

　呼び名こそ「族長」だが、実質的には「王」に近い。

　それほどの地位にあったアーニャが、山の外で生きることを決めた。

　きっとリラには、そんなアーニャの選択が許せないのだ……。

　とはいえ、このままの状態でいるわけにはいかない。

　ルクレツィアが合流したことで、今後、リラと一緒に行動する機会も増えるだろう。

　感情的な擦れ違いがきっかけで、チームワークにほころびが生じてしまったら元も子もないのだ。

　なんとかして、リラと仲直りしたい。だが、今のリラには取りつく島もないため、アーニャには自分の気持ちを伝える手段がないのだ。

　──困ったわ……。

　思わず溜ため息いきが漏もれたそのとき、アーニャは手もとの制御盤に目を留めた。

　そこには、様々な通信機器が設置されている。中には、文章を送ることができる電信機もあった。

　──これだわ！





　　　　◇






　一方、魔ま導どう艦かんロスヴァイセの操そう舵だ室しつ。

「上達したな、リラ」

　艦長席にゆったりと腰を落ち着けたルクレツィアは、先ほど自分で淹いれた珈琲コーヒーを味わいながら、リラに称賛の言葉をかけた。

「リラ、まだまだ未熟。もっと、もっと訓練して、上う手まくなる」

　しかし、リラはまだまだ上を目指しているようだ。

「うむ。その意気や良し！」

　ルクレツィアは満足げに微笑ほほえむと、足もとに控ひかえている猛もう獣じゆう──ムイシュキンの背を撫なでてやった。

「ふぉお～ん」

　見るからに凶暴そうなサーベルタイガーだが、こうしてされるがままになっている姿には、愛あい嬌きようが感じられる。

「ふふっ。愛ういやつめ。ここか？　それとも、ここがいいのか？」

「ふおおおおおお～ん！」

　ムイシュキンは気持ちよさそうに、身をくねらせている。以前は飼かい主ぬしのリラにしか従わなかったムイシュキンだが、今やルクレツィアにもすっかり懐なついていた。

　──アッシュたちに救われてから、もう二ヵ月になる。よもや、こんなにも穏やかなひとときを過ごせるようになるとはな……。

　いつしか、ルクレツィアは物思いにふけっていた。




　祖国で勃ぼつ発ぱつした革命は、ルクレツィアの日常を完かん膚ぷなきまでに破壊した。

　皇帝の暗殺を皮切りに、多くの皇族が処刑された。

　当然のように、ルクレツィアも標的になった。

　そして、革命の中心には──妹のアンネゲルトがいた。

　アンネゲルトは皇族でありながら、革命派の指導者になった。無論、皇族としての身分は破棄した。

　そうした革命騒さわぎの渦か中ちゆう、一度はアンネゲルトに鹵ろ獲かくされたロスヴァイセを奪だつ還かんできたのは、不幸中の幸いといえるだろう。すべては、アッシュたちが尽力してくれたおかげである。

　ただし、ロスヴァイセの運用を担当していた士官たちは逮捕されてしまったので、操そう舵だ士しをはじめ乗組員をどうするかを、改めて考えねばならなかった。

　一応、ルクレツィアは自艦の操縦技術を習得済みだったので、「ならば、この私自らが操縦するしかあるまい」と思っていたのだが、そこでリラが名のりをあげた。

　もしかしたら、同郷のアーニャが魔導艇デユランダルを操縦しているのを見て、刺激を受けたのかもしれない。

　──そういえば……妙だな。

　当初、リラの実技指導にはアーニャも加わっていたのだが、ここ最近、リラはアーニャを避さけているように見えた。

　ちょうど良い機会だと思い、ルクレツィアはリラに訊たずねてみることにした。

「なあ、リラ。最近、アーニャに対して素そっ気けなく振る舞っているようだが……なにかあったのか？」

「……ルクレ様には、関係ない」

「待て、関係ないことはないだろう？　リラは私の従者なのだ。なにかを抱えているのなら、遠慮なく相談すればよい」

「…………」

　リラはしばらく沈黙を保ったあと、

「実は……」

　ようやく重い口を開こうとしたのだが──。

　ちょうどそのとき、コックピット周辺の制御盤が短い音を鳴らした。




「電信か？」

　ルクレツィアの問いかけに、リラは「そうみたい」と返した。

「この艦に連絡を入れてくる者といえば、アッシュたちしか考えられんな。どれ、私が読んでやろう」

　ルクレツィアが立ち上がろうとした気け配はいを察したリラは、

「リラが読む」

　そういって、魔ま導どう式ディスプレイに表示された電文に素早く目を通した。

　ルクレツィアの予想通り、発信元はデュランダルだった。

　ただし、発信者はアッシュではない。

　──これは……アーニャからだ。

　そう、そのメッセージは、アーニャが個人的に、リラに宛あてたものだったのだ。




　送信者＝アーニャ／デュランダル

　宛先＝リラ／ロスヴァイセ




　コノ戦イガ終ワッタラ、モルドレッドヲ連つレテ山ニ帰ル。

　元族長ノ自分ニ何ガデキルノカ、真剣ニ考エル。

　貴女あなたニ約束スル。




「あいつ……」

　簡かん潔けつな文章だったが、アーニャの気持ちは伝わってきた。と同時に、自分の頑かたくなな態度は、アーニャを随ずい分ぶんと悩ませていたのだろう……と、リラは気づいた。

「どうした、リラ？　アッシュたちはなにをいってきたのだ？」

　ルクレツィアが怪け訝げんそうに訊たずねてきたので、リラは慌てて答えた。

「大したことじゃ、ない。ただの、業務連絡」

「そうか？　ならばよいが……では、先ほどの話の続きだが──」

「だいじょぶ。もう解決した」

　小首をかしげるルクレツィアをよそに、リラはデュランダルを操縦しているアーニャに向けて、ただ一言、

　──了解。

　と、返信した。





　　　　◇






　一方、魔ま導どう艇ていデュランダルでは──。

　アーニャが操縦に専念している間、アッシュ、エーコ、リンダの三人が、モルドレッドの世話を担当することに決まった。

　ちなみに、シルヴィアはランスロットとともに、甲かん板ぱんから索敵中。ルッカとジェシカは、厨ちゆう房ぼうで昼食の準備を始めている。

　つまり、手が空いているのは、アッシュとエーコとリンダだけなのだった。

　早速、アッシュたちは艇内の一室を訪れた。

　そこは、アーニャとモルドレッドが寝室として使っている部屋なのだが、

「むぅ～」

　ベッドの上で三角座りをしたまま、モルドレッドは拗すねていた。まるで、大切な玩具おもちやを取りあげられた幼児のようだ。

　アーニャと引き離されてしまったのが、やはり気に入らない様子である。

　──この子がモルドレッドの転生した姿だなんて……いまだに信じられない気分だな。

　アッシュはそんな感かん慨がいを抱いだきつつ、モルドレッドを眺ながめやった。

　十代半ばの、清せい楚そな雰ふん囲い気きの少女である。

　どこか気品を感じさせるのは、冥竜王の血筋ゆえだろうか。

　髪は鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろで、腰までまっすぐに垂たらしている。どことなく、カサンドラ王女の艶つややかな黒髪を彷ほう彿ふつとさせた。

　ほっそりとした肢し体たいを包んでいるのは、学生食堂〈ラ・テーヌ〉の制服だ。

　モルドレッドは、その可愛かわいらしいデザインが気に入ったようで、普段着にしている。ぱっと見た感じ、小さなメイドさんといった印象だった。

　ただし、頭部には二本の角つのがしっかりと生えている。

　エーコのまん丸な角とは違い、モルドレッドの角はやや湾わん曲きよくしている。

　その形状は、あの禍まが々まがしい冥竜王の面おも影かげを、うっすらと宿していた。

　とはいえ、日頃の言動ときたら、無む邪じや気きな幼児そのものだ。

　事実、まだ言葉もろくに話せない。バイト先の〈ラ・テーヌ〉でも、労働力としては期待されておらず、もっぱらマスコットとして扱われている。

　なにはともあれ、アーニャが操そう舵だ室しつに詰めている間、モルドレッドを独ひとりにするのは可哀かわい想そうだし、勝手に艇内を散策でもされたら危なっかしい。

　要は、幼児を放ってはおけないのと同じような心境なのだった。

「そうだ、モルドレッド。お腹なか、空すいてないか？」

　アッシュは笑顔を浮かべると、サイドテーブルの上に焼き菓子を並べた。

　子どもの頃、アッシュはリンダの面倒を見ていたので、幼児の扱いなら慣れたものだ。

　それに、エーコがクレープを好むように、モルドレッドも菓子には目がないはず──という考えもあった。

「……う～！」

　だが、モルドレッドは菓子になど目もくれず、プイッと横を向いてしまったのだ。

「さすがは冥竜王、なかなか気難しいな。小さい頃のリンダなら、お菓子をあげれば機嫌を直してくれたのに」

「ちょっと、兄さん!?　それって、リンダが単純な子どもだったということですか？」

　焼き菓子を目の前にした途端、目を輝かがやかせていたリンダだったが、アッシュの言葉には敏びん感かんに反応した。

「いやいや、そこまではいってないぞ？　手のかからない、良い子だったという意味だ」

　アッシュは慌てて弁解する。

「まったく調子が狂うわね。ミルガウスとして活動していた頃とは、大違いだわ。あの頃みたいな、邪悪な気け配はいも感じられないし」

　と、エーコがモルドレッドをまじまじと見つめながら、つぶやいた。

　確かに、今のモルドレッドからは、以前のような邪気は感じられない。ミルガウス時代はギラギラとしていたのに、今では楚そ々そとした風情ふぜいすら感じられる。

　そんなモルドレッドとの距離感を、エーコは今も計はかりかねているようだ。

　一度は握手を交わしたものの、モルドレッドがエーコに心を開くには、まだまだ時間がかかりそうだった。モルドレッド自身、あの握手がどれほど大切な意味を持つのか、まだ理解できてはいないだろう。

　急に決まった帰き省せいだったが、エーコとモルドレッドが友好を深めるのに、いい機会かもしれない──アッシュがそんな風に考えていると、視界のすみをなにかが横切った。

　白くてまん丸な物体が、コロコロと床ゆかを転がっていったかと思うと、ぴょんと跳ねて、モルドレッドのそばに着地したのだ。

　パーシヴァルだった。つい先ほどまで、リンダの足もとで大人しく控ひかえていたのだが、モルドレッドに興味を抱いだいたのだろうか。

「……？」

　モルドレッドが、不思議そうにパーシヴァルを見やる。

　パーシヴァルはつぶらな瞳ひとみで、モルドレッドをじっと見つめ返した。

　──パーシヴァルか。案外、モルドレッドの気を引けるかもしれないな。

　アッシュは心の中で、パーシヴァルに期待を寄せる。

　事実、菓子にも興味を示さなかったモルドレッドが、パーシヴァルには反応したのだ。

　と、モルドレッドは両手を伸ばし、パーシヴァルの身体をゆっくりと抱きあげた。そして、様々な角度からパーシヴァルを観察する。

　抱きあげられたまま、パーシヴァルは愛あい嬌きようを全開にしていたのだが──。

　──かぷっ！

　次の瞬間、モルドレッドはパーシヴァルのお尻を丸かじりしていた。パーシヴァルのまん丸な身体を見ていたら、肉食獣としての本能を刺激されたのかもしれない。












「……！」

　普段、幼よう竜りゆうとは思えないほど泰たい然ぜんとしたパーシヴァルだが、これには驚いた。声にならない叫びをあげると、全力でモルドレッドを振り切った。が、勢い余って、天井、床ゆか、壁の順に、ポンポンと跳ねてしまう。まるで、弾力性に富とんだボールのようだった。

　最終的に、パーシヴァルはリンダの背後に隠かくれてしまう。そのまま、出てこようとはしなかった。モルドレッドにお尻を囓かじられたのが、よほどショックだったのだろう。

　──まあ、焦らず、ゆっくりと見守っていくしかないなあ……。

　アッシュは溜ため息いきを漏もらすのだった。





　　　　◇






　およそ九時間に及ぶ飛行の果てに、魔ま導どう艇ていデュランダルは、騎士国の再北端に接近しつつあった。

　ルクレツィアを乗せた魔ま導どう艦かんロスヴァイセも、デュランダルに遅れることなく、堂どう々どうと飛行を続けている。

　長距離飛行は初めてというリラを気遣い、アッシュたちは食事を兼ねて、二度の休憩タイムを挟はさんだのだが、リラ自身はけろりとして、「気遣い無用」と断言したものだ。

　そろそろ時刻は十六時を回り、太陽も傾きつつある。

　アッシュたちは操そう舵だ室しつに集合し、アルバ村周辺の地形を確認していた。

「ちゃ～！」

　と、モルドレッドが喜色をあらわにして、アーニャに飛びつこうとしたのだが、

「ちょっ!?　まだ操縦してる真っ最中なんだから、アーニャの邪魔をしちゃ駄目！」

「エーコのいう通りだ！　もう少しの辛しん抱ぼうだぞ、モルドレッド」

　エーコとシルヴィアが慌てて、モルドレッドを左右から制止した。

「うむぅ～！」

　ジタバタとあがくモルドレッド。欲求不満が溜たまっているようだ。

「そうだわ！　ルッカ、あんたの出番よ！」

「……了解」

　エーコに促うながされ、ルッカは音もなく動いた。モルドレッドの角つのを、かぷっと甘あま嚙がみしたのだ。

「はふぅあ～……」

　効果は覿てき面めんで、モルドレッドは脱力した。どうやら、モルドレッドも角が弱点らしい。

「よく思いついたな、エーコ」

　エーコの機転に、アッシュは感心した。

「ま、あたしも成長してるってことよ」

　エーコは得意満面である。

「おお……そろそろ見えてきたぞ」

　と、シルヴィアが窓ごしに見下ろしながら、一同の注意を促うながした。

　眼下には、鬱うつ蒼そうとした森林地帯が広がっている。

　その森の最さい奥おう部、文字通りの辺境地帯。

　アッシュとリンダの故郷──アルバ村は、森の奥おくにひっそりと存在していた。

　戸こ数すうは五十にも満たない。人口は百八十人程度。

　住民すべてが家族のような、文字通りの寒かん村そんである。

「あの村が、アッシュ様の生まれ故郷ですのね！　とっても神秘的ですわ！」

　たちまちジェシカが瞳ひとみを輝かがやかせたが、

「いや、無理に誉ほめる必要はないからな？」

　アッシュは苦笑を漏もらした。

「謙けん遜そんすることはあるまい、アッシュ。見た目こそ小さな村だが、なんといってもお前の生まれ故郷なのだ」

　シルヴィアも感かん慨がい深そうに、アルバ村の全景を眺ながめている。

「とても、綺き麗れいな森。星精アストラル、たっぷり満ちてる」

　ルッカのほうは、村を囲かこむ大森林に感じるところがあったようだ。

「あっ！　あれです！　あの赤い屋根の家です！」

　と、リンダが窓ガラスに張りついたまま、嬉うれしそうな声をあげた。

「ああ、あの家だな」

　アッシュは懐なつかしい気分で、はるか眼下の実家を眺めやった。

　と、アーニャが緊張気味に声をあげた。

「みんな！　そろそろ着陸シークェンスに入るから、席に着いて！」




　魔ま導どう艇ていデュランダルは、村からやや離れた湖のほとりに着陸した。

　アッシュは、湖こ畔はんには充じゆう分ぶんな広さがあることを知っていたので、ここを着陸地点にするよう、アーニャとリラに伝えていたのだ。

　続けざま、魔ま導どう艦かんロスヴァイセも綺麗に着陸を決めた。リラとしては、初めての長距離飛行を無事に終えたわけで、自信につながったことだろう。

　とりあえず、アッシュたちは地上に降り立った。ロスヴァイセから降りたルクレツィアとリラとも合流し、いざアルバ村を目指そうとした矢先──。

「ふぉおおおおん……！」

　ランスロットが昂こう揚ようした様子で、森の中に飛びこんでいった。すぐさま、ガウェインも続く。リアンノンは水みず飛沫しぶきを高々とほとばしらせて、湖に飛びこんだ。

「ふぅむ……よほど清浄な森と見えるな。ランスロットのやつ、まるで野生の獣けものに回帰したかのようだ」

　シルヴィアが微笑ほほえましげにつぶやくと、

「ガウェインも楽しそう。この森、エクブラッドの里によく似た空気……感じる」

　ルッカは深呼吸をしながら、森の空気を満喫している。

「リアも、まるで水竜ハイドラだった頃に戻ったみたいに戯たわむれていますわ。こんなことなら、水着を持ってくるべきでしたわね。そうすれば、アッシュ様を悩殺することだって……」

「こら、ジェシカ！　我々は、あくまでもアッシュの護ご衛えいという名目で付き添っているのだからな!?」

「あら？　そんなことをいって、姫様だってアッシュ様のお母様や生まれ故郷に、興きよう味み津しん々しんではありませんの？」

「そっ、そそっ、そんなことはないぞ!?」

　ジェシカに指摘され、シルヴィアは真っ赤になってしまった。

「そういえば、エーコはあの森に惹ひかれないのか？」

　ふと、アッシュが訊たずねてみると、

「まあ、あの森でお昼寝したら気持ちいいだろうな～とは、確かに思うけど。でも、ランスロットたちみたいに、あそこまで開放的になろうとは思わないわね」

「そういうところは、やっぱり人間的だよなあ」

　アッシュは感心しつつ、今度はモルドレッドのほうを眺ながめやった。

　モルドレッドにも、森の感想を聞いてみようと思ったのだ。

「ふに～……」

　だが、モルドレッドは虚きよ脱だつしたまま、アーニャに背負われている。

「ど、どうしたんだ？」

　アッシュが訊ねると、アーニャは苦笑を浮かべた。

「さっきルッカに角つのを甘あま嚙がみされた余韻が、まだ残っているみたいね……」

「そ、そうか……」

　アッシュも苦笑を返す。ルッカの甘嚙みは、予想以上の効果をもたらしたらしい。

「ちょっと、やりすぎた……かも」

　ルッカは少々、バツの悪そうな顔をしている。

　そのときだった。

「アッシュよ、どうやら、かなりの大人数が近づいているようだぞ？」

　ルクレツィアが、ハッとして身構えたのである。




「なんだなんだ!?」

「うおっ！　なんだこりゃあ!?　でっけぇなあ！」

「これって、もしかして魔ま導どう艦かん……とかいうやつか？」

　湖こ畔はんにやって来た集団は、アルバ村の住民だった。

　よく見ると、アッシュの顔見知りばかりである。森の奥おくに魔ま導どう艇ていと魔導艦が降りてきたので、驚いて様子を見に来たのだろう。

　中には、鍬くわや鋤すきといった農具を手にした男もいた。万が一にそなえて、武器代わりにするつもりだったのだろうか。もっとも、魔導艦を運用できるような相手が攻めこんできたら、農具など蟷とう螂ろうの斧おのにすぎないだろうが……。

「おい、あいつ……よく見たらアッシュじゃないか!?　リンダちゃんも一緒だぞ！」

　と、鍬を手にした青年が、ハッとして叫んだ。

「おお、本当だ！　村を出た頃はチビだったから、気づかなかったぜ！」

　猟師のような身なりをした中年男も叫ぶ。

「アッシュとリンダじゃと!?　ならば、あの子たちは騎竜学院の生徒かのぅ？」

　最後に現れたのは、初老の男だった。頭はツルツルに禿げているが、髭は伸び放題である。優しそうな顔つきだが、どこか厳おごそかな雰ふん囲い気きを感じさせた。

「村長！」「あっ、村長さんです！」

　アッシュとリンダが、同時に叫ぶ。

「ほっほっほ。よく帰ってきたのぅ、ふたりとも！」

　村長はねぎらいの言葉をかけると、すかさず背後の若者に命じた。

「今すぐ、アリーシャを呼んでくるがいい」

「了解です、村長！」

　若者は弾はじかれたように応じると、集落のほうに向けて駆かけだした。

「しっかし、まあ……アッシュよ。一体、これはどういうわけじゃ？」

　村長はデュランダルとロスヴァイセを見上げつつ、訊たずねてきた。

「えっと、ですね。これには、いろいろと事情があるのですが……」

　アッシュは冷や汗を浮かべつつ、なんと説明したものか迷った。もし事実を告げたところで、一般社会とは隔かく絶ぜつされた村人たちにとっては、突とつ拍ぴよう子しもなさすぎるだろう。

「はっはっは！　まあ、詳くわしい事情はあとでゆっくり話せばよい。それよりも、だ──」

　と、なぜだか村長は満足げに笑った。

「お前が学院都市アンサリヴァンを目指して旅立って以来、五年以上が経ったわけだが……どうやら、良き学友に恵まれたようじゃ。あの洟はな垂たれ小こ僧ぞうが、今では〝一人前の男〟の顔をしておるのじゃからな」

「ありがとうございます、村長」

　アッシュは照れ臭い気持ちになった。

「ほっほっ。今年の夏は賑にぎやかになりそうじゃな。特に、ブレイク家は──」

「そういえば、村長？　母さんからの手紙に、俺とリンダに会わせたい人がいるって書かれていたんですけど……心当たりはありますか？」

　アッシュが訊たずねた途端、村長は真顔になった。

「……まあ、それはアリーシャの口から直接、聞くといい」

　村長が言葉を濁にごしたので、アッシュは怪け訝げんに思った。

　一体、母親は自分とリンダを誰に会わせるつもりなのだろう……？

　そうこうしているうちに、ますます村人の数は増えて、アッシュたちはあれこれと質問を浴びる羽目となった。

　どこまで説明すべきか、アッシュが頭を悩ませていると、

「アッシュ？　それに、リンダも……」

　懐なつかしい声がした。

　と同時に、人ごみをかき分けるようにして、ひとりの女性が現れる。

　ふわりと、そよ風に乗って、ラベンダーの香りがした。

「母さん！」「お母さん！」

　アッシュはリンダとともに、母のもとに駆かけ寄った。

　アリーシャはアッシュとリンダを交互に抱き締めると、にっこりと微笑ほほえんだ。

「うふふ。リンダとは五ヵ月ぶりだけど、アッシュとは……あらあら、何年ぶりになるのかしら？　本当に、立派になったわねえ」

　母の表情や口調、そして仕草は、五年前に別れたときと、なんら変わっていなかった。

　心の底がポカポカしてくるような、不思議な安あん堵ど感を覚えた。

「ごめんな、母さん。ずっと里帰りできなくて……」

　アッシュの口をついて出たのは、謝罪の言葉だった。

「いいのよ、アッシュ。あなたが元気でいてくれれば、それだけで」

　アリーシャはニコニコとして、アッシュを咎とがめる様子はない。

　いかにも母さんらしいな……と、アッシュは思った。

「それに、アッシュの仕送りのおかげで、とても助かっているわ。まさか在学中に竜騎士ドラグナーになってしまうなんてね。やっぱり、あなたは自慢の息子よ」

　アリーシャは再び、アッシュを抱ほう擁ようするのだった。




　母親の熱烈な抱擁を受けるアッシュを、遠巻きに眺ながめつつ──

　エーコたちは、ひそひそ話を交わしていた。

「アッシュのお母さん、綺き麗れいな人ね。それに、とっても優しそうだし」

　まずはエーコが素直な感想を漏もらすと、

「うむ。綺麗なだけじゃなく、若々しいな。とても二児の母親とは思えん。ヴェロニカ姉様よりも年下に見えるような……」

「あんた、それ本人の前でいったら八やつ裂ざきにされるんじゃ……」

　エーコはブルルッと身み震ぶるいした。口を滑すべらせるにも、ほどがあると思った。

「うむ、今の失言だったな……」

　シルヴィアは気まずそうに、「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「それにしても──」

　エーコはまじまじと、アリーシャの胸もとを見つめる。そして、シルヴィアの耳もとでささやいた。

「……大きいわね」

「うむ、ただ大きいだけでなく、形も美しい……。もしや、アッシュがなかなか特定の女子と付き合わないのは、あの魅力的な母君が原因かもしれんな」

　シルヴィアが口にした憶おく測そくに、エーコはうなずいた。あの美しい母親を見ていると、案外、その可能性はあると思えたのだ。

「まさしく、わたくしのお義か母あ様さまに相応ふさわしいお方ですわ！　早速、ご挨あい拶さつをば──」












　と、ジェシカが鼻息も荒々しく駆かけだそうとしたが、

「……邪魔しちゃ駄目」

　ルッカが冷静に止めた。

「お母さんの前だと、アッシュも年齢相応の男の子に戻ったみたいね」

　と、アーニャが微笑ほほえましげにつぶやいた。そして、「モルドレッドも、そう思わない？」と訊たずねてみたのだが、

「…………」

　あいにく、モルドレッドはアッシュなど眼中にないらしく、ただただアーニャの背中に隠かくれている。突然、見ず知らずの村人たちが現れたので、怯おびえているのだろう。

「ふふっ。まさか、アッシュのあんな一面を見ることができるとはな。アヴァロン聖竜皇騎士団の団長といえども、母君には弱いようだ」

　一方、ルクレツィアは楽しげな様子でアッシュの背中を眺ながめている。

「……母親相手に、デレデレしすぎ」

　リラは相変わらず、アッシュに対しては辛しん辣らつだった。

　そのとき、アリーシャがエーコたちに目を留めた。

「あらあら。可愛かわいらしいお嬢さんたちだわ。学院のお友達かしら？」

「えっと、あたしはエーコ。見た目は人間だけど、竜族で……アッシュの相パ棒ルよ」

　エーコは緊張気味に自己紹介をした。

「まあまあ。あなたがエーコちゃんなのね。とっても可愛いわ」

「そ、それほどでも……」

　ストレートに誉ほめられてしまい、エーコは照れた。

　一応、エーコが少女の姿をしたドラゴンだということは、アッシュかリンダが手紙で知らせていたのだろう。そうでなければ、もっと驚いたはずだ。

「わっ、私は、アッシュの──いや、ご子息の同級生で、シルヴィア・ロートレアモンと申します！」

　と、次はシルヴィアが、ガチガチに緊張した様子で頭を下げた。

「待て、ロートレアモンですと？　ま、まま、まさか……？」

　と、村長が恐る恐る訊ねてくる。

「はい、村長。第四王女殿下ですよ」

　アッシュが村長に応じた途端、村人たちは一斉にどよめいた。

　村長を筆頭に、慌ててその場でひれ伏してしまう。

「こっ、こここっ、こんな辺境地帯の寒かん村そんに、よもや王女殿下がお越しになるとは！　きょ、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じまするぅうううううううううっ！」

　村長の声は完全に裏返っていた。しかも、のんびり屋らしいアリーシャが、今なお棒立ちになっているのを見て、

「これ、アリーシャ！　なにをのんびりしておるか！　お前もひれ伏すのじゃ！」

「あらあら、申し訳ありませんわ」

　アリーシャもようやく状況を理解したのか、その場で跪ひざまずこうとしたのだが、シルヴィアが慌てて止めた。

「ちょっ、よして下さい！　私は学友として、アッシュの里帰りに付き合わせてもらっただけで……今は王女ではなく、ひとりの学生として扱ってもらえるとありがたい！」

「いや、しかし……」

　村長がシルヴィアの説得に応じるまでには一苦労を要したが、なんとか了解してもらった。村人たちも、シルヴィアの人柄を理解するにつれて、緊張を解いていった。

「しかし、ようやく合点がいきましたわい。正直、あの二隻せきの船が空から降りてきたときは、何事か!?　と思ったものじゃったが……騎士王家が所有する船じゃったのですな」

　と、村長が感かん慨がい深げにつぶやいて、デュランダルとロスヴァイセを眺ながめやった。

　もちろん誤解である。デュランダルはシェブロン女王のオスカーが貸してくれた魔ま導どう艇ていだし、ロスヴァイセはルクレツィアの所有艦だ。

　だが、アッシュたちはあえて、訂てい正せいしないことにした。事実を説明しようと思ったら、延えん々えんと立ち話を続ける羽目になってしまう。

　その後、ルッカ、ジェシカ、アーニャ、ルクレツィア、リラも挨あい拶さつをすませた。モルドレッドだけは状況が吞のみこめず、ずっとアーニャの背後に隠かくれていたのだが。

　なお、ルクレツィアは事情が事情なので、ゼファロス皇家の姫であるという出しゆつ自じは伏せたのだった。

　アッシュの仲間たちが自己紹介を終えると、アリーシャは満面の笑みを浮かべた。

「まあまあ。アッシュとリンダが、お世話になっていますわ」

「そうそう、お母さん！　この子がリンダのパルなんです。名前はパーシヴァル。ちょっと変わってますけど、いい子なんですよ！」

　と、リンダが思いだしたように、パーシヴァルを母に紹介した。

「あらあら。てっきりぬいぐるみだと思っていたのだけれど……違ったのね。ふふ、エーコちゃんみたいな子もいるのだから、別に不思議じゃないわね」

　アリーシャは驚いた様子もなく、パーシヴァルを優しく抱っこした。

　その見た目こそ、育ちの良さそうなお嬢様といった雰ふん囲い気きなのだが、案外、大物かもしれない。

　その直後、パーシヴァルのつぶらな瞳ひとみが、

　──きらーん……！

　と、光ったように見えた。

　エーコが怪け訝げんに思ったのも束つかの間ま、パーシヴァルはアリーシャの豊ほう満まんな乳ち房ぶさに顔をうずめてしまった。

「ちょっ、パーシヴァル!?」

　戸と惑まどうリンダ。慌てて、パーシヴァルを母から引きはがそうとする。が、パーシヴァルは岩と化したかのように、アリーシャの胸もとから離れようとしない。

「ふむ。どうやら、アリーシャ殿の胸が気に入ってしまったようだな。考えてみれば、パーシヴァルは一歳にも満たない幼よう竜りゆうなのだから、仕方ないのかもしれんが」

　と、シルヴィアが苦笑を浮かべた。

「な、なんだか複雑な気分です……リンダの胸には、一度も興味を示さなかったのに」

　自分の平へい坦たんな胸もとを見下ろしつつ、リンダは溜ため息いきを漏もらしている。

「あらあら、甘えん坊なのねぇ。うふふ、アッシュの小さい頃を思いだすわ」

　その瞬間、アリーシャが意外な一言を口にしたので、

「ふ～ん……」

　と、エーコたちは好奇心旺おう盛せいな顔をした。

「かっ、母さん!?」

　珍めずらしく赤面するアッシュを見て、エーコは痛つう快かいな気分になった。

　もしかしたら、アッシュの恥ずかしい過去など、いろいろと聞きだすチャンスかもしれない。そんなことを思うと、自然と頰ほおがニヤけてしまった。












　それはシルヴィアたちも同じだったようだ。悪戯いたずらっぽい笑みが、次々と伝染していく。

「こほん！」

　アッシュはわざとらしく咳せき払ばらいをすると、改めてアリーシャに向き直った。

「そういえば、俺とリンダに会わせたい人がいるって、手紙に書いていたけど……？」

　アリーシャは思いだしたように、ぽんと手を叩たたく。

「うふふ。それじゃあ、まずはうちに帰りましょうか」




　かくして、その場はお開きとなった。

　野や次じ馬うま気分で集まった村人たちから、なおも質問攻めに遭いながらも、アッシュたちは林道に沿って、家を目指すのだった。





"My Home ～A.S.B.1366.08～" is closed.








第三話　古き書しよ斎さいで待つ者









　アッシュとリンダの生家は、煉れん瓦が造づくりの古風な建物だった。

　もうすぐ築五十年を迎えるそうだが、すでに何百年も経っているような趣おもむきだ。

　建てたのは母方の祖父、アダム・ブレイク。

　アッシュが生まれた頃には亡くなっていたのだが、村では人気者だったそうだ。

　庭先には、家庭菜さい園えんがある。母の趣味だ。黄色い花を咲かせているのはトマトで、淡あわい紫色の花が開いているのは茄な子すである。

　自宅の前に立ち、ぐるりと周囲を見わたしただけで、アッシュの胸には懐なつかしい気持ちがこみあげてきた。

　対照的に、玄関に足を踏み入れた途端、妙な違和感を覚えた。

　なんとなく、天井が低くなったように感じたのだが、これはアッシュの背が伸びたためだろう。

　鼻先をかすめたのは、またしてもラベンダーの香りだった。幼い頃は、特に意識したこともなかったのだが、母が愛用している香水の匂いなのだ。これが我が家の香りなんだな……と、アッシュは今さらのように気づいた。

「お邪魔しま～す！」

　アッシュがそんな感かん慨がいにふけっている間にも、エーコたちは早速、リビングでくつろいでいる。

　これだけの人数を自宅に招き入れたのは、アッシュの知る限り初めてのことだった。そこそこ広いはずのリビングだったが、今や満まん員いん御おん礼れいといった雰ふん囲い気きである。

「お母さんは、お夕飯の支度をするわね。今夜はリンダの大好きなシチューよ」

　アリーシャがニコニコとして厨ちゆう房ぼうに入ると、

「やった！　リンダもお手伝いします！」

　リンダは嬉き々きとして応じた。

「じゃあ、俺もなにか手伝うよ」

　アッシュもリンダに続き、厨房に足を踏み入れようとしたのだが、

「駄目よ、ふたりとも。気持ちは嬉うれしいけど、まずは書しよ斎さいに顔を出してちょうだいね」

　アッシュとリンダが戸と惑まどっていると、アリーシャは意味深な笑顔を見せた。

「あなたたちに会わせたい人が、そこで待っているわ」

「……！」

　母の言葉に、アッシュとリンダは緊張気味に視線を交わすのだった。





　　　　◇






　早速、アッシュはリンダを伴って、二階にある書斎を目指した。

　階段を一段ずつ上っていると、背後からリンダが訊たずねてくる。

「あの、兄さん？　書斎で待っている人というのは、誰なんでしょう？」

「う～ん。わざわざ俺たちに会わせたいってことは……恋人とか？」

「ええっ!?　そんなのイヤですっ！」

「そりゃあ、俺だって同じ気持ちだけど……母さんだってまだまだ若いんだ。いい人さえ見つかれば、あのふざけた親父おやじを切り捨てるのも有りだと思う。実際、母さんを放ったまま、ずっと帰ってこないわけだし」

「ううっ。それは、そうかもしれませんけど……」

　リンダは納得できない様子だ。アッシュ自身、妹の手前、大人ぶった意見を述のべたものの、もちろん本意ではない。

　母が恋人をつくるなど……やはり、生理的に嫌だった。子どもじみた感かん傷しようだとは思うけれど、それが本音である。

　やがて、アッシュとリンダは書斎の扉の前にたどり着いた。

「そういえば、この部屋……リンダは入ったことがないです。いつも鍵がかかっていましたし」

　リンダは小首をかしげている。

「この部屋は昔、俺たちの祖じ父いさんが書しよ斎さいとして使っていたらしい。子どもの頃、一度だけ忍びこんだことがあるけど……外国の言葉で書かれた書物がずらりと並んでいるだけで、面白そうな本はなかったなあ」

　アッシュはぼやきつつ、扉をノックする。

「すみません、アッシュです。母にいわれて来たんですけど……」

「──おう、遠慮はいらんさ。さっさと入ったらどうだ？」

　妙にさわやかな声が、扉ごしに聞こえてきた。

　どこか人を食ったような、軽けい快かいな口調。

　確かに、アッシュには聞き覚えがあった。

「まっ、まさか……！」

　アッシュは嫌な予感を覚えつつ、書斎に突入した。

　幼い頃の記憶と同じく、壁かべ際ぎわを本棚が埋めつくした部屋。

　その一角に立ち、古ぼけた書物を開いていた男が、アッシュを振り返る。

「親父おやじ!?」

　アッシュは衝動的に叫んだ。

　すらりとした体たい軀くの、中年男である。

　いや、まだ青年でも通用するほど潑はつ剌らつとして、若々しい雰ふん囲い気きを保っている。

　アッシュとしては腹立たしい限りだが、容姿はアッシュとよく似ていた。

　母からも、頻ひん繁ぱんに「アッシュはお父さんにそっくりね」といわれてきた。そういわれるたび、アッシュは「そんなことない！」と反発してきたのだが──

　こうして対面してみると、やはり認めざるを得ない。

　自分の顔は、父親似なのだと──。

「ええっ!?　じゃあ、この人が……？」

　アッシュの叫びを聞いて、リンダは目をまん丸にした。

「ああ。アルバーン・デ・パルマ。俺たちの父親さ。ある日突然、行方ゆくえをくらましやがったきり、ずっと帰ってこなかった。この男が、なにを考えて家を飛びだしたのか……そのあたりの詳くわしい事情は、俺も知らないんだけどな」

　その昔、まだアッシュが十歳だった頃のことだ。

　自分を取りまく環境に対して、あれこれと好奇心を抱いだくようになったアッシュは、父にまつわる謎を調べてみようと思いたち、村人たちに探りを入れたことがあった。

　だが、どういうわけか、村人たちはアッシュの父親に良い感情を抱いていないようで、大した情報は得られなかった。

　仕方なく、アッシュは思い切って、母に正面から質問をぶつけてみたりもしたのだが……あいにく母も困った風に微笑ほほえむばかりだった。

　ただし、母は約束してくれた。

　──アッシュが成長して、いろんなことが理解できるようになったときには、ちゃんと教えるからね。それまでは、待っててね。

　あの母にしては珍めずらしく、真剣な表情だった。

　だから、アッシュは母を信じることに決めた。

　それ以来、こそこそと調べ回るのを、きっぱりとやめたのである。

「……今さら、この家になんの用だ？」

　アッシュは棘とげのある口調で、アルバーンに訊たずねた。

「まあ、なんだ。久しぶりに会って、親子の会話がしたいと思ったわけだ。それに、リンダのことも気になっていたしな」

　アルバーンは悪びれた風もなく、堂どう々どうと応じた。

　そんな父親の顔つきも態度も、アッシュには気に食わない。

　というか、この父親の存在そのものが、不ふ愉ゆ快かいで仕方がない。

　そんなアッシュの背中にすがりつきながら、

「あの人が、お父さん……」












　リンダは明らかに戸と惑まどっている。

　無理もない。アッシュですら、父の記憶は曖あい昧まいなのだ。

　久しぶりに対面して、ようやく「ああ、確かにこんな顔つきをしていたな……」と、思いだしたくらいである。

　リンダにとっては、いくら血が繫つながっているといっても、限りなく赤の他人に近い存在だろう。

　アッシュとリンダが立ちすくんでいると、アルバーンは人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべた。

「おやおや、遠慮しているのか？　さあ、アッシュもリンダも、父さんの胸にどーんと飛びこんでくるといい！」

「はあっ!?」

　アッシュは思わず、呆あきれた声をあげていた。

「いや、あえていわせてもらおう！　俺はな、男同士で抱き合うような趣味はない。だから、やっぱりアッシュは要いらん！　リンダだけで充じゆう分ぶんだ！」

　どこまでも人を食った父親だった。

「ふざけるなっ！」

　ついカッとなり、アッシュは怒ど鳴なってしまった。

「あ、あの……リンダは、お母さんを手伝ってきますね！」

　一方、リンダはよほど混乱してしまったのか、あるいは、この微妙な空気感に耐えきれなかったのか──パタパタと部屋を飛びだしてしまった。




「……おやおや。随ずい分ぶんと嫌われたもんだなぁ。あれがいわゆる、年頃の娘ってやつか？　難しいものだな」

　リンダの背を見送ったアルバーンは、深々と溜ため息いきを漏もらすと、ソファにゆったりと腰かけた。そして、向かい側のソファを指し示しつつ、

「ほら、アッシュも座れ。それとも、お前もリンダのように逃げだすか？」

　挑ちよう発はつ的な言葉を吐いた。

　正直、アッシュも部屋を飛びだしたい気分だったが、そこまでいわれて退室するのは、さすがにプライドが許さない。仕方なく、ソファに腰を下ろした。

「ふっ、それでいい。ところでアッシュ。ここ最近、随分とご活躍の様子じゃないか。お前の噂うわさなら、俺の耳にもちゃんと入っているぜ？」

　にやりと笑うアルバーン。その笑い方から、アッシュは察した。間違いなく、アヴァロン聖竜皇騎士団のことをほのめかしているのだ。

「知っていたのか」

「当たり前だ。俺はな、とある目的を果たすために、世界各地を旅してきた。このアルク＝ストラーダ大陸だけじゃなく、未開の地が多い東方大陸も含めてだ」

「東方大陸だって？」

　アッシュは意外な感に打たれた。確か、猛将ボロディンが率いる傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉の本拠地だったな……と、思いだす。

「ふっ。アヴァロン聖竜皇騎士団の団長、アッシュ・ブレイク。お前の名前を新聞で見かけたときは、まさかとは思ったが……フルネームも年齢も、ぴたりと一致した。間違いなく、こいつは俺の息子だと確信したってわけだ」

「…………」

「まさか、俺の息子が竜騎士ドラグナーになって、独立国家を標ひよう榜ぼうする騎士団を創設した上に、大陸会議に参加しちまうとはな」

「……もしかして、母さんに話したのか？」

「安心しろ。アリーシャはまだ、お前たちが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな学院生活を送っていると信じこんでいる。こんな寒かん村そんには、最新の国際情勢なんてほとんど伝わらんからな。無論、いずれはきちんと説明すべきだと思うが」

「……そうだな。すべてが終わったら、母さんにも打ち明けるよ」

　昨年の夏、竜騎士ドラグナーに叙じよ任にんされた際、アッシュは母に手紙を送り、近況を知らせた。そして、つつましい生活をしている母に、仕送りをするようになった。

　ただし、アヴァロン聖竜皇騎士団の活動については、まだなにも知らせてはいないのだった。下手に知らせたら心配をかけるだけだろうし、そもそもアッシュは長文を書くのが苦手だ。

　一方、アッシュよりは筆まめなリンダも、兄を取りまく環境については、あえて母には伏せていたのである。

「それで、あんたはどうなんだ？　十年もの間、家族を放置してまで、どこでなにをしていた？　あんたの〝目的〟とやらは、家族をほったらかしにしてでも、為なさねばならないことだったのか？」

「そう慌てるな。そういう話は、追おい々おいするさ」

　そういって、アルバーンは意味深な笑い方をした。

　その笑顔を見た瞬間、アッシュは奇妙な感覚に囚とらわれた。

　──妙だな。かれこれ十年は会ってないっていうのに……なぜだろう？　割と最近、顔を合わせたような気がするなんて……。




　その後、父が振ってくる他た愛あいのない世間話に相づちを打っていたら、いつの間にか、一時間ほどが経過していた。

　いい加減、アッシュが辟へき易えきしていた頃、扉が遠慮がちに叩たたかれた。

「入るがいい」

　まるで人の上に立つ身分のような態度で、アルバーンは応じた。そうした態度が板に付いていることが、アッシュには意外に感じられた。

　戸口に顔を出したのは、リンダだった。

「あ、あのっ！　ご飯の準備ができましたので！」

　アッシュはホッとして、胸を撫なで下おろした。

　正直なところ、これ以上、父とふたりきりで会話を続けるのは、限界だと思っていたのである。
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　アッシュとエーコ。

　シルヴィア、ルッカ、ジェシカ。

　アーニャとモルドレッド。

　リンダとパーシヴァル。

　ルクレツィア、リラとムイシュキン。

　そして、アルバーンとアリーシャ。

　これだけの数をダイニングルームに入れるのは無理だったので、庭先に食卓を並べて、月下の夕食会となった。

　幸いにも、夜空には雲一つなく、満月が煌こう々こうと輝かがやいている。

　ちなみに、ランスロットとガウェインとリアンノンの三体は、相変わらず森の中を散策しているらしく、戻ってくる気け配はいはない。よほど、アルバ村周辺の森林地帯が気に入ってしまったのだろう。

「ふわあああ～！　おいしそうっ!!」

　ずらりと並んだ家庭料理を前に、エーコは歓声をあげた。

　メインディッシュは事前に知らされていた通り、クリームシチューだ。

　具材は鴨かも肉にく、玉ねぎ、ジャガイモ、ニンジン、ブロッコリー……等々。

　どの具も、街中のレストランではあり得ないほど大きくカットされている。アリーシャの人柄からは想像がつかないほど、豪ごう快かいなシチューだった。

　夏場とはいえ、アルバ村の夜風はひんやりとして、肌に心地よい。湯気をほかほかとたてているシチューを見ても、暑苦しい感じはしなかった。

「たっぷり作ってありますから、遠慮なくおかわりしてくださいねっ！」

　エプロン姿のリンダが朗ほがらかに告げると、アッシュたちは食前の祈りもそこそこに、食事を始めた。

「はふはふっ！　あっ、熱いわっ！　でもっ、おいしい～っ！」

　早速、鴨かも肉にくの塊を口に放りこんだエーコは、その熱さに涙目になりつつも、すっかり感激している。

「大丈夫か、エーコ？　うちの料理はとにかく熱いから、気をつけて食べるんだぞ」

　アッシュが苦笑交じりに注意すると、

「あらあら。アッシュだって、小さな頃は元気いっぱいにパクついてたじゃない。いつからお行儀良くなったのかしら？　お母さん、なんだか寂しいわ……」

　新たな料理を運んできたアリーシャが、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。手にした大皿の上には雉きじの丸焼きが鎮ちん座ざしている。スパイシーな香りが、ふんわりと漂ただよってきた。

「か、母さん……！」

　その途端、女子一同が興きよう味み津しん々しんな顔をして、アッシュの顔を眺ながめやった。ただし、エーコとモルドレッドだけは、こんがりと焼けた雉のほうに釘くぎ付づけだったが。

「…………」

　アッシュは気恥ずかしく思いつつ、大きなジャガイモをスプーンで縦に割った。煮こみ加減は絶妙で、スプーンがスッと通るほど柔らかい。だが、決して煮に崩くずれていないのは、さすがだった。

　口に運んだ瞬間、童心に返ったような心地がした。

　──う～ん、まさしく母さんの味だ……本当に懐なつかしいな。

　クリームシチューは騎士国の定番料理だが、やはり母の味は格別だ。思わず胸を熱くしてしまう。アルバ村の名物、黒パンとの相性も抜群だった。

　この黒パンを千ち切ぎって、シチューに浸ひたして食べると、独特の味わいとなるのだ。

「あんた、変わった食べ方してるわね？」

　エーコが不思議そうに訊たずねてきたので、アッシュは微笑んだ。

「ああ。こうやって食べるのが、アルバ村では定番なのさ」

「ふぅん。あたしもやってみるわ」

　エーコも見み様よう見み真ま似ねで、アッシュと同じように黒パンを千切ると、シチューに浸す。シルヴィアたちも興味を引かれたようで、次々と黒パンを手に取った。

　やがて、エーコは千切った黒パンを口に放りこんだ。

「はふぅ……。なんだか、とっても暖かい気持ちになるわ～」

　黒パンとシチューのコラボレーション。

　その洗礼を浴びて、エーコはすっかり、身も心もトロトロに蕩とろけている。

「ふむ。これが家庭の味……か。実に良いものだな」

　と、シルヴィアがしみじみとつぶやいた。もしかしたら、いまだ行方ゆくえのわからないコゼットの手料理を思いだしたのかもしれない。

「シチューと黒パンのレシピ、知りたい」

　黙々と食事をしていたルッカも、すっかり感じ入っている。料理が得意なルッカだけあって、作り手としても刺激を受けたようだ。

「是ぜ非ひとも、伝授していただきたいですわ！　アンサリヴァンに帰ったら、〝お袋の味〟でアッシュ様の胃袋を攻めますわよ～！」

　ジェシカのテンションも最高潮に達している。

「この杏あん子ず酒も美味だな。アリーシャ殿のお手製か？」

　満足げに熱い吐と息いきを漏もらしたのは、ルクレツィアだ。

「ああ、杏子酒をつくるのは母さんの趣味で──って、未成年なのにナチュラルに飲んでちゃ駄目だろう！」

　アッシュが慌てて注意すると、

「我が国では、十五の歳としで成人と認められる。飲酒も合法だから問題はない」

　ルクレツィアは堂どう々どうと答えた。

「まあ、それなら構わないか」

　アッシュは苦笑した。

　それに、母が手作りした杏子酒を、帝国の皇女が「美味だ」といってくれたことは、純粋に嬉うれしかった。

「もぐもぐ……」

　一方、会話に加わることなく、一心不乱で頰ほお張ばっているのは、モルドレッドだ。

　エーコとは対照的に、とても大人しい少女なのだが……そこは冥竜王だけあって、食欲だけは旺おう盛せいだった。まるで人が変わったように、パクパクと頰張っている。エーコと張り合っているようにも見えた。

「ふふ。幼児みたいね」

　そんなモルドレッドを見て、微笑を浮かべるアーニャ。さりげなくナプキンを手に取ると、モルドレッドの口もとを拭ってやる。

「……アーニャ。お前も、ちゃんと食べろ」

　アーニャの隣りん席せきには、リラの姿があった。甲か斐い甲が斐いしく、アーニャのために肉を切り分けている。

　ここ最近、リラはアーニャを避さけていた様子だったが、ちゃんと仲直りできたようだ。まだ少しぎこちない気もするが、もはや心配の必要はなさそうだった。




　──なんていうか、平和だなあ。

　ほのぼのとした食事の席で、アッシュはそんな感かん慨がいを抱いだいていた。

　魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉のことなど、忘れてしまいそうになるくらい、穏やかなひとときだった。

　だが、どうしても喉のどに刺さった小骨のごとく、父親の存在がアッシュの心にちくちく刺さってくるのは、否いなめない。

「やっぱり、アリーシャの作った飯は最高だぜ！　さすがは俺の愛する女だ！」

　アッシュに遠慮したのか、最初は末席に着いたアルバーンだったのだが、いつしか存在感を放つようになっていたのだ。

　というより、この男の性格だと、父親らしくどっしり構えて子どもたちを見守る──などという役どころは、無理なのだろう。

「ほほう！　アッシュは生徒会長も務つとめているのか。ぶっちゃけ、人の上に立つような器うつわだとは思えんのだがなあ」

　いつの間にか、アルバーンはすっかり場に馴な染じんでいる。

　事実、エーコやシルヴィアたちも、最初こそ遠慮がちだったが、やがてアルバーンとの会話を楽しむようになっていた。

　ジェシカに至いたっては、どさくさに紛れて「お義と父うさま！」などと呼ぶ始末である。

　最初は戸と惑まどっていたリンダでさえ、

「ふふっ。なんだか、楽しいお父さんですね。正直、もっとヒドい人だと思っていたのに……全然、イメージと違いました」












　と、心を許しつつある様子だった。

　アッシュとしては、やはり複雑な気分だったが、

「あなた？　あんまり調子に乗らないでくださいね？」

　父の隣で、幸せそうに微笑ほほえんでいる母の姿を見ていると、どうしようもない敗北感を覚えてしまうのだった。

　自分がどんなに頑張ったところで、母をあんな風に笑わせることはできないだろう……という事実を、痛感させられてしまったから──。
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　夕食後は、入浴タイムとなった。

　自宅の風呂に、エーコやシルヴィアたちが入るというシチュエーションは、アッシュを落ち着かなくさせた。

　夕食の席では、父親の件でもやもやとした気分になっていたくせに、今度はドキドキと胸が高鳴ってしまうのだった。

　アヴァロン聖竜皇騎士団の団長とはいえ、アッシュも健康な男子である。庭に並べたテーブルや椅子をせっせと片づけながらも、挙きよ動どう不ふ審しんに陥っていた。

「なんだぁ？　さては風呂を覗のぞくつもりか？」

　と、アルバーンがニヤニヤとして、耳もとでささやいてきた。

「そっ、そんなわけないだろ！」

　アッシュはギョッとして、その場でのけ反った。

「ははっ。別に責めてるわけじゃねぇよ。むしろお前の年頃なら、女子の入浴を覗きたがるのは当たり前だ」

「いやいや、実際に覗いたりしたら犯罪だろ!?」

「ったく、クソ真面目なところは誰に似たんだかなあ。ま、それはともかく──しばらく俺に付き合ってもらうぞ、アッシュ」

　唐突な誘いに、アッシュは眉まゆをひそめた。

「なんだって？」

「別に女風呂を覗きにいくわけじゃないぞ？」

「当然だ！」

「まあ、大したことじゃねぇよ。せっかく再会できたんだし、どうせなら誰もいない場所で、父と子の対話をしようってわけさ。ほら、さっさと行くぞ！」

「ちょ、ちょっと待てよ！　おいっ！」

　その飄ひよう々ひようとした人柄に似合わず、アルバーンの腕力は強い。世界各地を旅して回っていたという経歴は、伊だ達てではないようだ。

　事実、細身のように見えて、衣服ごしに窺うかがえる身体は、かなり筋肉質のようだ。

　まるで、研とぎ澄すませたナイフのような印象を感じさせる。

「だから、待てって！　俺は承しよう諾だくしていないぞ！」

　アッシュは悪あがきを試みたが、

「承諾だあ？　父が息子を誘っているんだ。そんなもん、不要だろ？」

　アルバーンは豪ごう快かいに笑い飛ばすと、アッシュを引きずるようにして、ずんずんと歩き続けるのだった。





　　　　◇






　アルバーンに無理やり引っぱられ、アッシュが連つれて行かれたのは、小高い丘だった。

　自宅からは、徒歩五分ほどの距離に位置する。村の子どもたちにとっては、数少ない遊び場のひとつだ。アッシュ自身、子どもの頃は頻ひん繁ぱんに登ったものだ。

　アッシュは父と肩を並べて、丘の頂上に立った。

　──懐なつかしい景色だな……。

　眼下には、民家の明かりがぽつぽつと点在している。

　数は少ないが、そこで人が暮らしているという証あかしだ。幼い頃は、単に「綺き麗れい」だとしか思わなかった風景だが、今のアッシュは違った。

　灯あかりのひとつひとつから、村人たちの息吹を感じる。

　都市部から見れば、もはや遺跡に等しい寒かん村そんかもしれない。

　だが、アルバ村は決して、時間が止まっているわけではない。

　毎夜、民家の窓に灯ともる明かりがある限り、村はひとつの生命のごとく、生きながらえていくのだ。

　そこまで考えて、アッシュは内心で苦笑した。

　こんな感かん慨がいを抱いだくなど、まるで年寄りみたいだ……と思ったのだ。

　エーコが誕生して以来、恐ろしく密度の濃い日々を過ごしてきたせいかもしれない。

　アッシュは気を取り直すと、

「……で、わざわざ俺だけを呼んだ理由はなんだ？」

　ぶっきらぼうな口調でアルバーンに訊たずねた。

「おいおい。もう少し、この懐かしい景色を楽しませてくれよ。風流を解さない男は、女にモテないぞ？」

「まさか本当に、ただの世間話をしに来たってわけじゃないんだろう？　母さんやリンダには聞かせられないような、なにか大事な話があるんじゃないのか？」

「…………」

「例えばだけど、実は医者から余命一ヵ月を宣告されたから、母さんとリンダのことは任せたぞ──とか」

　たちまち、アルバーンは噴きだした。

「おいおい、勝手に人の寿じゆ命みようを決めるんじゃねぇよ。ったく、騎士団長様とは思えないセコさだなあ……」

「あんたの相手をしてると、自然と意地が悪くなるんだよ」

「ははっ、一丁前の口をききやがって。まあ、そこまで察しているなら、話は早い。遠慮なく、本題に入らせてもらうとするか──」

　アルバーンが真顔になったので、アッシュは身構えた。

　一体、父はなにを語るつもりなのか……？

　と、アルバーンは上着の内に手を入れると、なにかを取りだした。金属製なのか、星明かりを浴びて、きらりと光る。

　アッシュが怪け訝げんに思ったのも束つかの間ま、アルバーンは手にした物体を顔に装着した。

　父が懐ふところに隠かくし持っていたのは、目もとだけを覆おおい隠すタイプの仮面だったのだ。

「──!?」

　その瞬間、アッシュは天地がひっくり返ったような衝撃に見舞われた。

　声が出ない。

　唇くちびるが、指先が、膝が震ふるえている。

　鼓動は早はや鐘がねと化している。

　呼吸すらままならない。

　冷たい汗がひとしずく、額ひたいから顎あごにかけて流れ落ちた。

「うそ……だ……。そ、そんな……ことって…………」

　アッシュはかろうじて声を振りしぼったが、もはや、それ以上の言葉を発することはできなかった。

　禍まが々まがしい造形の鉄仮面を装着した男は、もはや父ではなかった。

　聖都エスパーダを崩ほう壊かい寸前まで追い詰めた、あの男なのだった。

「ふふっ。ここからは、お前の父親アルバーン・デ・パルマとしてではなく──」

　男はにやりと唇を歪ゆがめて嗤わらうと、アッシュを傲ごう然ぜんと見下ろした。




「魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の盟主、グレゴリオ・サヴォナローラとして話そう」





"Father and Son ～A.S.B.1366.08～" is closed.















第四話　聖杯の伝承









　ブレイク家の浴室は立派な造りで、意外と広い。

　蛇口や浴槽、タイルの意い匠しようも凝こっていて、ちょっとした宿泊施設の大浴場といった趣おもむきである。

　既に湯はたっぷりと張られていて、室内には白い湯気が朦もう々もうと漂ただよっていた。

「ふわぁ……」

　バスタオル一枚を身体に巻いて、真っ先に足を踏み入れたエーコは、予想外の豪華さにびっくりしてしまった。

「ふうむ。民家の浴室とは思えぬくらい、凝った造りをしているな」

　シルヴィアもすっかり感心している。

「これはお母さんから聞いた話なんですけど。この家を建てたのは、お母さんのお父さん──つまりリンダのお祖じ父いさんに当たる人で、お風呂にはとてもこだわりのある人だったそうです」

　エーコに続いて、リンダもやって来た。胸にはパーシヴァルを抱いている。

　アルバ村を訪れて以来、すっかりアリーシャの胸もとを自分の巣に指定した感のあるパーシヴァルだが、先ほどリンダが無理やり引ひっ剝ぺがしてきたのだ。

「……パーシヴァルったら、なんだか面白くなさそうな顔をしてるわね」

　エーコが指摘すると、リンダは深々と溜ため息いきをついた。

「そうなんです。どうやらお母さんに出会ったことで、目覚めてしまったみたいで……」

　ちなみに、アリーシャが食器を洗うため席を外していた間、パーシヴァルは新たな巣を求めて、シルヴィア、ジェシカ、さらにはルクレツィアやリラの胸にも飛びこんだのだが……残念ながら、お気に召さなかったようだ。

「お義か母あ様さまの胸でなければならないなんて、ちょっぴり悔しい気分ですわ。わたくしだって、胸にはそこそこ自信がありますのに」

　と、ジェシカが浴室の扉をくぐりつつ、ぼやいた。

「ジェシカ……お義か母あ様さま、違う」

　続けて、ルッカが律りち儀ぎに訂てい正せいしながら現れる。

「ふふ。可愛かわいい顔をして、女の胸にこだわりを抱いだくとはな。見た目だけでなく、どうやら性格も一風変わっているようだな」

　さらには、ルクレツィアも顔を出す。女同士とはいえ、誰もが身体にタオルを巻き、恥じらいを捨てきれていない中、ルクレツィアだけは堂どう々どうと、誇ほこるように裸身をさらしていた。隠かくす必要などない、といわんばかりだ。

「ふん。あんたたちはまだいいわよ！　パーシヴァルの奴やつ、少なくともあんたたちの胸に興味は示したわけだから！　あたしたちなんて、見向きもされなかったのよ！」

　エーコが口にした「あたしたち」に含まれるのは、ルッカ、アーニャ、リンダ、モルドレッドである。

「べっ、別に、パーシヴァルに気に入ってもらえなかったからって、それで困ることなんてなにもないんだけどねっ！」

　エーコは妙な敗北感を覚えつつ、ざぶんと湯に浸つかった。

「はふぅ～。いいお湯だわ」

　当初、夏場だしシャワーだけでよいのでは？　という意見もあったのだが、やはり全身を湯に浸ひたすのは最高だと思う。パーシヴァルに対する不満も、あっという間に吹き飛んで、いつしかどうでもよくなっていた。

「うむ。良い湯加減だ」

　エーコに続いて、シルヴィアたちも湯に浸かっていく。

　やや遅れて、アーニャとモルドレッド、そしてリラも顔を出した。

　──それにしても……アッシュは大丈夫なのかしら？　お父さんのこと、かなり嫌っているみたいだし。あの親子も、なにか仲良くなれるようなきっかけがあればいいんだけどね……。

　エーコはぼんやりと天井を見つめながら、アッシュに想おもいを馳はせるのだった。





　　　　◇






「噓うそだろ……？　あんたが……俺の父親が…………盟主サヴォナローラだなんて………………そいつは一体、なんの冗談だ？」

「現実から逃げたい気持ちはわかる。だがな、アッシュ・ブレイク。冗談で、こんなことはいわないさ。エスパーダ聖庁を壊かい滅めつ寸前まで追いこんだのも、教皇ラクエルを連行したのも、賢竜王インボルクの復活を目指しているのも──この私だ」

　鉄仮面を装着した途端、アルバーンは声こわ音ねも口調もがらりと変えていた。

　あの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きは鳴りを潜ひそめ、今や一軍の将さながらの風格を感じさせる。

　アッシュはエスパーダ動乱のさなか、魔ま導どうディスプレイごしではあったが、サヴォナローラと対面していた。

　あのとき、アッシュはサヴォナローラに対して、初めて出会った相手のはずなのに、妙な既き視し感かんを抱いだいた。

　結局、その正体に気づくことはなかったが、アルバーンがサヴォナローラだったとすれば、説明はつく。

「くそっ！　こんな……こんな現実があるかよ！　なんで、よりにもよって、あんたが〈デミウルゴス〉の親玉なんだよ!?　大体、このタイミングでそんなことを明かすなんて、どういうつもりだ!?　俺を混乱させるのが狙ねらいなのか!?　だとしたら、あんたの狙いは確かに当たったさ！　俺は今、最低最悪の気分だからな！」

　アッシュは髪を振り乱しながら叫んだ。

「ふっ。そう怒るな。すぐに感情を乱すなど、小物のやることだぞ？」

「ぐっ!?」

「聞け、アッシュ。私の目的は、あくまでも交渉だ。そのためにアルバ村に戻り、アリーシャを利用してまで、お前を呼び寄せた。少なくとも今は、お前たちに危害を加えるつもりはないから安心するといい」

「どういうことだ？」

「誰にも邪魔されることなく、お前と会談したかった。それが、私の真意だ」

「ふざけるな！　世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにしようとしているお前が、どのツラ下げて会談などと……！　ラクエルは無事なのか!?　もし、ラクエルの身になにかあったら、俺は絶対にお前を赦ゆるさないぞ！」

「もう一度いう。感情を乱すな。冷静に思考しろ。今の私は丸腰で、周囲に兵を配置しているわけでもない。むしろ、聖竜皇エーコに冥竜王モルドレッド、三体の聖竜マエストロ、そして魔ま導どう艇ていと魔ま導どう艦かんが一隻せきずつ……お前が保有している兵器のほうが、今は圧倒的だ」

「エーコたちを兵器扱いするな！」

　アッシュはカッとなって叫んだ。

　だが、サヴォナローラの言葉が本当だとすれば──。

　確かに、状況はアッシュに有利である。今はアヴァロン聖竜皇騎士団の団長として、冷静に思考すべき状況なのは間違いない。

　そうした正しい判断を、サヴォナローラのほうから提案されたのは、本当に腹立たしくて仕方ないのだが……。

　アッシュは大きく深呼吸すると、いったん怒りの感情は収めた。

「本当に、話し合いのために里帰りしたっていうのか？」

「くどいぞ、アッシュ。それと一応、断っておこう」

「……？」

「もしお前が激情に駆かられて、この場で私を殺害したとしても、〈デミウルゴス〉の計画に支障が出ることはありえない」

「なんだって？」

「多少の遅ち延えんは発生するだろうが、その程度だ。私が死ねば、盟主の座も〝賢竜王インボルクの復活計画〟も、次の者が引き継つぐだけだからな」

「盟主ってのは、誰かがそんな簡単に引き継げるものなのか？」

「私が死ねば、盟主の座はペネロペが継ぐ。ペネロペの身になにかあれば、次はマキャベリが妥当だろう。優秀な人材なら、少なからず待機しているということだ。頭をもがれただけで瓦が解かいするような組織に、賢竜王復活という大願を成じよう就じゆすることはできんからな。〈デミウルゴス〉とは、決して独裁者の王国ではないのだよ」

「…………」

「無論、ここまでいってもなお、お前が暴力に頼るというのなら、好きにするがいい。俺が育て方を間違った──それだけのことだ。ついでにいえば、人類は文明を成熟させるに伴い、暴力よりも対話を重視するようになった。それが人類史における常識だ」

「なにがいいたい？」

「お前が率いる国の先進度を示すためにも、私との会談に真まっ向こうから応じるべきだ──そういっているのだよ」

「……！」

「アヴァロン聖竜皇騎士団の団長と、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の盟主。我々の会談は、もしかすると人類史に深く刻きざみこまれるかもしれんぞ？」

「……いいだろう。ただし、少しでも妙な真ま似ねをしたら容よう赦しやしないぞ？」

　ついに、アッシュは腹をくくることに決めた。

「それでいい」

　そんなアッシュの態度を見て、サヴォナローラは満足げに微笑ほほえんだ。

「では、我々の会談を始めるにあたり、まずはひとつ、昔話をさせてもらおうか」

「……？」

「とある事情により、先祖代々、エスパーダ聖庁に迫害され続けた一族と、その守護騎士たちの物語をな──」





　　　　◇






「う～ん、平和ね。〈デミウルゴス〉のことなんて、忘れそうになるわ……」

　エーコは湯に浸つかったまま、頭上に腕を伸ばした。学生寮の風呂とは違い、手足を伸ばせるので、解放感がたまらない。

「んもう、パーシヴァル？　じっとしてないと、すぐに終わらないですよ！」

　洗い場のほうでは、リンダがスポンジを片手に、パーシヴァルの全身を洗ってやろうと躍やつ起きになっている。あいにく、パーシヴァルは身体をゴシゴシ擦こすられるのが苦手らしく、まだ体毛に泡が残っているにもかかわらず、湯にざぷんと浸かってしまった。

　その隣では、アーニャがモルドレッドの身体を洗ってやっていた。

「じっとしててね」

「ちゃ～♪」

　まだ入浴の作法が吞のみこめていないモルドレッドは、腰かけにちょこんと座ったまま、アーニャの為なすがままだ。パーシヴァルとは対照的に、モルドレッドは綺き麗れい好きらしい。

　アーニャも手慣れたもので、甲か斐い甲が斐いしくモルドレッドの世話を焼いている。その背中には、冥竜王家の紋章──〈星刻〉が、くっきりと刻きざまれていた。

　──不思議だわ。あの紋章、以前はとても禍まが々まがしい感じがしたのに、今ではむしろ、親近感さえ覚えるなんて……。

　エーコがそんな感かん慨がいを抱いだいていると、

「──お邪魔しても、構わないかしら？」

　柔にゆう和わな声とともに、浴室の扉が遠慮がちに開いた。





　　　　◇






「──これから物語るに当たり、まずはロサ・マリア教徒どもの致命的な勘かん違ちがいを正しておかねばならない。そこを理解してもらわねば、話が一向に進まんからだ」

　やたらと勿体ぶった口調で、アルバーン──否いな、盟主サヴォナローラは語り始めた。

「純潔の乙女として生しよう涯がいを終えたロサ・マリアには、実は恋人がいた。しかも、ロサ・マリアはその男との間に子どもを儲もうけていたのだ」

　にわかには信じられなかったが、ふと、アッシュは思いだした。

「そういえば……聖地アルバレスで修行したエーコたちから、こんな話を聞いたことがある。聖地の修道院遺跡に、不思議な聖母像が置かれていたってな。顔立ちや雰ふん囲い気きは、どう見てもロサ・マリアにしか見えないのに、なぜかお腹なかが膨ふくらんでいたらしい。その話を聞いたときは半信半疑だったけど、エーコたちが見た聖母像は、やっぱりロサ・マリア本人がモデルだったということか……？」

　その聖母像には、なんと千年綺華晶ミレニアムの結晶体が収まっていて、エーコの魔力を補充してくれたという。

　聖母像が救ってくれたおかげで、エーコは聖地の魔ま導どう結界を破ることができたのだ。

　あのとき、エーコが修行時間を強引に短縮してまで聖都に戻っていなければ、聖都エスパーダは焦しよう土どと化していただろう。

　それに、アッシュたちの命運も尽きていた。

　聖地アルバレスの聖母像は、アッシュにとっても「命の恩人」ということになる。

「お前の想像通りだ。元々、アルバレスは聖女ロサ・マリアに縁ゆかりの深い土地なのだよ。と同時に、ロサ・マリアの真実を伝える、唯一の場所でもあった」

「……………………」

「問題なのは、ロサ・マリアが病気で死んだあとだ。ロサ・マリア教の布教者たちは、ロサ・マリアの神聖さを決定づけるべく、彼女を純潔の乙女として祭り上げた。そのほうが一般大衆にはウケるからな。しょせんロサ・マリア教の布教者たちなど、金銭欲と名誉欲に取りつかれた有う象ぞう無む象ぞうにすぎん。我が欲よくのためなら、平気で歴史をねじ曲げる……そういう連中だ。その結果、ロサ・マリアに子孫がいるという事実は闇に葬ほうむる必要があった。そのために創設された暗殺組織こそが、エスパーダ聖翼騎士団。その中でも、最も残酷かつ卑ひ劣れつな連中は、〝異い端たん審しん問もん官かん〟と呼ばれた」

「異端審問？　そんな前時代的な……」

「事実だ。そもそも、エスパーダ聖翼騎士団に後ろ暗い過去があることは、お前たちも歴史の授業で習ったはずだ。中世時代、連中は『聖戦』と称して東方に遠征し、異教徒たちを虐殺したのだからな。異端審問官たちも、魔女狩りと称して多くの女性たちを嬲なぶり殺しにした。もっとも、歴史の教科書だと、マイルドな表現になっているのだろうがな」

「……それで、聖女ロサ・マリアの子孫はどうなったんだ？」

「幸いにも、ロサ・マリアの子孫にだって味方はいた。ロサ・マリアに最も近しい信徒を中心に結成された、アルバレス聖杯騎士団だ」

「アルバレスだって？　それに……今、〝聖杯〟といったか!?」

　アッシュは思わず叫んでいた。

　──聖杯。

　以前から、何度か耳にしたものの、依い然ぜんとして謎のままだった言葉である。

「そう、聖杯だ。お前も、この言葉だけは聞き知っていたようだな。ならば今こそ、この私の口から教えてやろう」

　アッシュは固唾かたずを吞のんで、サヴォナローラの言葉を待った。

「聖杯とは、ロサ・マリアの血統を意味する隠いん語ごなのだ。つまり、アルバレス聖杯騎士団とは、その団名が意味する通り──聖地アルバレスで設立された、ロサ・マリアの子孫を守護するための戦闘組織というわけだ。実に千三百年もの歴史の裏側で、異い端たん審しん問もん官かんとアルバレス聖杯騎士団は、追う者と追われる者として、戦い続けてきたのだよ」

　現在、多くの国家が採用している聖誕暦は、聖女ロサ・マリアの生年を紀元としている。

　そして、今年が聖誕暦一三六六年。サヴォナローラが「千三百年」と表現したのは、決して大おお袈げ裟さではないのかも……と、アッシュは思った。そう思わせるだけの迫力が、サヴォナローラの表情や口調からは、確かに感じられたからだ。

「もっとも、聖杯騎士団は二十年ほど昔に壊かい滅めつしてしまったがね」

　その直後、サヴォナローラが淡々として告げたので、アッシュは耳を疑った。

「なっ!?　壊滅って……？」

「文字通りの意味だ。およそ千三百年にわたり聖杯を守り続けてきた騎士団だが、ついに主力をつぶされてしまったのだよ。二十年ほど前にな。もっとも、彼らが獅し子し奮ふん迅じんの働きをしてくれたおかげで、聖女ロサ・マリアの血脈は守られた」

「騎士団はつぶされたけど、ロサ・マリアの子孫はかろうじて逃げおおせたと？」

「その通りだ、アッシュ」

「だけど、そんな話が俺たちとどう関係するっていうんだ？　正直いって、神話や伝説を聞いているような気分だ。あまりに現実味がないし、今このタイミングで、お前が俺にするような話だとは思えない」

「まあ、無理はないさ。だが──」

　突如として、サヴォナローラは口もとを引き締めた。

「二十年前、騎士たちが命を賭して護まもった聖杯の末まつ裔えいこそ──この俺、アルバーン・デ・パルマだといえば、どうかな？」

「……？」

　一瞬、なにをいわれたのか、アッシュには理解できなかった。先ほど、盟主サヴォナローラの正体が実父だったと判明したときのほうが、まだ驚きは大きかった。

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいすぎて、まったく現実味が涌かないのだ。たちの悪い冗談としか思えなかった。

「いやいや。あんたが聖女ロサ・マリアの血を引いてるなんて……そんなバカな話、あるわけないだろ？」

　バカバカしさのあまり、アッシュは苦笑いを浮かべてしまう。

「あいにくだが、ここは笑うところではない。この期ごに及んで、私が冗談などをいうと本気で思っているのか？」

　サヴォナローラの表情は、不気味なほどに厳げん粛しゆくだった。神聖なる葬儀の最中、不用意な発言をした弔ちよう問もん客を、咎とがめるような雰ふん囲い気きさえ感じられる。

　これが本当に、諧かい謔ぎやくばかり飛ばしていた父アルバーンなのかと、アッシュは疑った。

　いや、もしかしたら……これこそが、父の本当の顔なのではないか──!?

　アッシュは苦笑いを引っこめると、表情を引きしめた。

「本当に……本当なのか？　あんたが聖女ロサ・マリアの子孫だってことは、俺とリンダも？」

「ああ。お前たち兄妹の身体には、ロサ・マリアの血が流れている。その証拠に、お前とリンダには、どんなドラゴンをも屈服させ、乗りこなす能力があるではないか」

「……！」

　確かに、自分とリンダにだけ宿る不思議な力について、アッシュはいまだに納得できる解答にたどり着けていない。

　図らずも、その答えをサヴォナローラが口にしたのである。

「無論、その力は私の血にも宿っている。あいにく、私は逃亡生活を続けていたし、そもそも騎士国民ですらなかった。それゆえ〝オーファンの儀ぎ〟に招待される機会はなく、ドラゴンと契約を結ぶこともなかった。だが、野性のバジリスクをはじめ、ドラゴンの眷けん族ぞくならば、私にだって乗りこなせるのだ」

「まさか、どんなドラゴンでも乗りこなせるっていう力が、聖女ロサ・マリアに由来するなんて……」

「ロサ・マリアの出しゆつ自じについては、エスパーダ聖庁で講義してやったことを覚えているな？」

　無論、アッシュは覚えている。忘れられるはずもない。

　──聖女ロサ・マリア。

　人間と竜族の間に星精路アストラル・フロウを構築するため、魔ま導どう工学的な手法で合成された人間。

　もはや人間と呼べるのかどうかも定かではない存在……。

　それがロサ・マリアの正体なのだと、サヴォナローラは宣言したのである。

　現在、世界各地で、多くのロサ・マリア教徒が〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉に転向しているという。サヴォナローラが全世界に向けて宣言した「ロサ・マリア合成人間説」が、ロサ・マリア教徒の信仰を揺るがせたのは、事実だった。

「不思議だな。こんな与よ太た話、さっさと笑い飛ばすべきなのに……なぜだろう？　不思議と、笑い飛ばす気になれないんだ……」

　アッシュは目の前で、グッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「その気持ちは、よくわかる。この私とて幼少の頃、アルバレス聖杯騎士団の団長に呼び出され、己おのれの出しゆつ自じを知らされたときは、とても信じられなかったからな」

「…………」

「だがな、アッシュ。過去、異い端たん審しん問もん官かんの連中は、この私を本気でつぶしにかかってきた。なぜ、奴やつらは私を抹殺しようとする？　少なくとも幼少時代の私は、エスパーダ聖庁に悪意を抱いだいたことは一度もなかった。聖杯騎士団の者たちも、気のいい奴らばかりだった。彼らは正真正銘、高潔な騎士だったのだ。先祖が聖杯騎士団のメンバーだったというだけの理由で、親と同じ道を選び、聖杯の守護に命を賭けた不器用な者たち……それが彼らの本質だった……」

　その瞬間、アッシュは目をみはった。

　目もとを鉄仮面に覆おおわれているものの、サヴォナローラが涙を滂ぼう沱だと流していることに気がついたのだ。

「我らの歴史は、常に異端審問官による追跡と背中合わせだった。過去、大都市や辺境の地に定住したこともあったそうだが、安寧の日々は長く続かず、異端審問官の襲撃を受け、無む惨ざんにも打ち破られた。ロサ・マリアが〝純潔の聖女〟として崇あがめられていたにもかかわらず、恋人との間に子を為なして以来──実に一千三百年以上もの間、我らは追われる身であった。この気持ちが、アルバ村で悠々と暮らしてきたお前にわかるか!?」

「それは……」

「もちろん、聖杯騎士団もただ逃げ続けていたわけではない。世界各地に団員を派遣し、聖杯にまつわる真実をなんとかして後世に伝えるべく、地道な活動を続けていた。こうして生まれた、小さな宗教結社の数々が、後に〈デミウルゴス〉の母体となるわけだが……二十年前の時点では、まだエスパーダ聖庁の権けん勢せいのほうが圧倒的に上だった。そして──あの決定的な日が訪れた」

　サヴォナローラは頰ほおの涙をぬぐいもせずに、その声に激情をこめた。

「エスパーダの連中は我らの動向を嗅かぎつけるなり、容よう赦しやなく襲いかかってきたのだ！　団長が交渉を申し出ても、無駄だった。奴らにとっては、聖杯が生き延びているという事実自体が、決して許せなかったからだ！　そして、激戦の末に……アルバレス聖杯騎士団は壊かい滅めつしたのだ」

「……だとしたら、お前がエスパーダ聖庁やロサ・マリア教を忌いみ嫌きらうのも、理解はできる。だけど、正直……今の俺には、なんといっていいのか……」

「構わない。それが普通の反応だ。それと、誤解をしてほしくないのだが、私はお前に盲目的な信用を強制しているわけではない。お前が自分の頭で考え、信じられると思えば信じればいい。信じたくなければ、目と耳をふさいで拒絶しろ」

　意外な言葉に、アッシュは胸を突かれた思いがした。

「それでは、次の話に移ろう。お前にとって、もう少し身近な話題だ。すなわち、私がこの村にたどり着き、ひとりの少女と出会う物語──」





　　　　◇






「アッシュのお母さん!?」

　風呂場にやって来た相手の顔を見るなり、エーコは思わず叫んでいた。極楽気分で、全身をだら～んと弛し緩かんさせていたのだが、シャキッと背筋を伸ばしてしまう。

　それは、周囲の女子たちも同じだったようだ。

　特にシルヴィア、ルッカ、ジェシカ、アーニャは、アリーシャが笑顔で浴室に足を踏み入れるなり、瞬時に居い住ずまいを正していた。

「……！」

　と、湯面にぷかぷかと浮かんでいたパーシヴァルが、その見た目に似合わず、機き敏びんに反応した。ぱしゃっと水みず飛沫しぶきをたてると、アリーシャ目がけて跳ちよう躍やくしたのだ。宙で綺き麗れいな弧を描くと、アリーシャの胸もとに密着する。

「あらあら。困った子ねぇ」

　アリーシャは苦笑すると、パーシヴァルを優しく抱っこしてやった。まるで、赤ん坊をあやしているようにも見える。

　二十代前半の村娘に見えるアリーシャだが、パーシヴァルに対する扱いを見ていると、やはり母親らしさを感じさせた。

　やがて湯に浸つかったアリーシャは、にっこりと微笑ほほえむと、一同の顔をぐるりと眺ながめやった。

「ところで、皆さん？　この中に、アッシュとお付き合いしている子はいるのかしら？」

　突然の不意打ちに、エーコたちは思わず咳せきこんだ。

「や、薮から棒に、なにを……!?」

　特にシルヴィアは、茹ゆで蛸だこのようになっている。

「ふふっ。あいにくだがな、御ご母ぼ堂どう。アッシュはまだ、特定の誰かと付き合っているわけではなさそうだぞ」

　気が動転しているエーコたちを楽しげに眺めつつ、ルクレツィアが横から口を出した。この二ヵ月間、アッシュたちと行動を共にしていただけあって、さすがによく見ている。

「あらあら、そうなの。といっても……あの子も苦労してそうねえ」

　意味深に微笑ほほえむアリーシャ。どうやらエーコたちの気持ちがアッシュに向かっていることを、しっかりと見抜いたようだ。

「お母さん？　〝あの子も〟というのは、どういう意味です？」

　と、リンダが小首をかしげたので、エーコはハッとした。

　シルヴィアたちも気を取り直すと、興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしをアリーシャに向ける。

「うふふ。実はね、あの人も、若い頃はとてもモテたのよ」

　あの人というのは、もちろんアルバーンのことだろう。

「こんな地方の寒かん村そんだと、どうしても外からやって来た人は疎外されがちなんだけど、あの人は違ったわ。ある日突然、この村にやって来て……最初こそ、村人たちは警戒していたんだけど、やがて、女の子たちに騒さわがれるようになって」

「ふむ。確かに、あの御ご仁じんの性格なら、わかる気がするな」

　納得顔でうなずくルクレツィア。

「でもね。わたしは彼のこと、異性としてはまったく意識してなかったのよねえ」

「アリーシャ殿！　で、できれば、その……アルバーン殿との馴なれ初そめというのを、後学のためお聞かせ願えないだろうか!?」

　ざぶんと水をかき分けて、まるで弟子入りでも志願するかのように進み出たのは、シルヴィアだった。

　その表情は真剣そのものだ。

「そうね、是ぜ非ひ！」

「わたくしだって、とても気になりますわ！」

「わたしも、知りたい……かも」

　シルヴィアに続けとばかりに、エーコとジェシカ、さらにはルッカまでが、グッと身を乗りだす。

「そういえば、お父さんとお母さんの話って、リンダもほとんど知らないです」

　実の娘だけあって、リンダも気になって仕方がない様子である。

　いつしか女子たちの大半が、アリーシャに興味津々の眼差しを向けていた。

「あらあら。どうしようかしら……？」

　アリーシャは頰ほおに手を添えると、眉まゆを「八」の字にして、苦笑を浮かべるのだった。





　　　　◇






「すなわち、私がこの村にたどり着き、ひとりの少女と出会う物語──」

　サヴォナローラの言葉を受けて、アッシュは全身を緊張させた。「ひとりの少女」というのが母であることは、容易に想像がついた。

「二十年前、アルバレス聖杯騎士団は壊かい滅めつした。その際、私と行動を共にしていた父と兄も、呆あつ気けなく殺された。当時、生きながらえていた三人の〝聖杯〟のうち、二人が同時に失われたのだ」

「……！」

　アッシュは血の気が引く思いで立ち尽くした。

　自分にとっては、父方の祖父と叔お父じに当たる人物が、まさか、そんな形で非ひ業ごうの死を遂とげていようとは……。

「だが、私だけはかろうじて、追っ手を逃れて落おち延のびた。無論、騎士団員たちが死力を尽くした結果だ。その後、亡き団長の遺ゆい言ごんに従って、私は世界各地に散ったという同志を捜さがすことに決めた。だが、周囲の森は険けわしく、ただ生き延びるだけで精一杯……しかも私は激戦のさなか、深手を負っていた。体力も限界に達し、もはや死を覚悟した私だったが……森の奥おく深くで倒れた私に、手を差しのべた男がいた。その男の名は──アダム・ブレイク」

「アダム？　そうか、俺の祖じ父いさんだな？」

　アッシュが生まれる前に亡くなっていたので、祖父との間に面識はない。だが、母の口から祖父の名前は聞いていたし、ブレイク家の墓にも「アダム」の名は刻きざまれていた。

「その通りだ。気のいい男で、アルバ村の中でも人気者だった。次期村長の第一候補とさえいわれていた」

「……そうか。確かに、あんたと祖父さんの間に面識があっても、不思議じゃないな」

「ああ。アダムは命の恩人だ。アダムが俺を見つけていなければ、俺は大森林の土に還っていただろう。あの日、俺を拾ったアダムは、すぐさま自宅に駆かけ戻り、医者を呼んでくれた」

「じゃあ、母さんとは……」

「ああ、あの家で出会った。当時のアリーシャは、まだ十二歳……考えてみれば、リンダと同じ年頃だったわけだな。早くして母親を亡くしていたアリーシャは、父親のアダムと二人暮らし。あいつは昔から変わり者でな。薄汚れた放浪者にすぎない俺を見ても、臆おくすることなく、甲か斐い甲が斐いしく看護をしてくれた」

「母さんらしいな」

「ふっ、お前もそう思うか」

　そういって微笑ほほえんだとき、目の前の男は盟主サヴォナローラではなく、確かに父アルバーンの顔をしていた。

「私の怪け我がは、三ヵ月ほどで癒いえた。本来ならば、私はすぐさまアルバ村を発たち、世界各地に散った仲間を探すべきだったのだが、なぜだろうな……私は流されるがまま、あの家に住みついて、アダムの仕事を手伝うようになった。そして、いつの間にか村にも馴な染じんでいた。幸せな日々だった。この世に生を受けて以来、ずっと逃亡生活を続けていた私にとって、それがどれほど心安らぐ日々であったことか……」

「だったら、どうして……あんたは家族を捨てたんだよ!?」

「もし、あのことさえなければ……私は自分の過去を捨てて、アルバ村に溶けこんでいたかもしれない。世界各地に散ったという同志のことなど、忘れていたかもしれない。お前とリンダを置いて、旅に出ることもなかっただろう」

「なにがあったというんだ!?」

「私が二十歳になった頃のことだ。ひとつ屋根の下で暮らしているうちに、私とアリーシャは惹ひかれ合い、恋人同士となっていた。そしてついに、私はアリーシャにプロポーズしようと決意したのだ。だが、その前にひとつ、やらねばならぬことがあった」

「それは一体……？」

「アダムに対して、自分の身の上を説明することだ。大切な一人娘を嫁にもらおうというのだからな。自分の出しゆつ自じと、どのような経緯でアルバ村に流れてきたのかを、きちんと告白しようと思ったわけだ」

「なるほどな」

　アルバーンらしくもない律りち儀ぎさだと、アッシュは思った。それとも、若い頃は案外、真面目な性格だったのかもしれない。

「だがな、アッシュ。その行為こそが──最大の過ちだったのだ」

「……？」

「平和な暮らしに慣れてしまったせいか、私はすっかり失念していた。アダムが、敬けい虔けんなロサ・マリア教徒だという事実をな」

「まさか……」

「そうだ。聖女ロサ・マリアに子孫がいるなど、アダムにとっては絶対に許せないことだったのだよ。私がロサ・マリア直系の子孫だと説明しても、アダムは頑がんとして信じなかった。それどころか、頭ごなしに私を異端者だと決めつけた。そして、ついに……教会に密告すべく、家を飛びだした──」

「そんな……」

「あれは、真夏の夜のことだった。アリーシャは既に寝静まっていた。アダムはこっそり家を抜け出すと、村外れにある教会を目指し、駆かけていった。だが、そんなことをされては、私が手に入れた平へい穏おんはどうなる!?　私は必死でアダムを追った。そして、森の中でアダムに追いつき──もう一度、説得を試みた。だが、私の想おもいは……結局、アダムには届かなかったのだ。それどころか、アダムは私に襲いかかってきた。『お前を拘束し、教会に突きだしてやる！』と叫びながら……」

　サヴォナローラは唇くちびるを嚙かみしめると、しばらく沈黙を保っていたが、やがて、再び口を開いた。

「アダムは屈強な男だった。だが、私とて伊だ達てに放浪生活を送っていたわけではない。戦闘訓練なら、聖杯騎士団の者たちから受けていた。いざというとき、自分の身は自分で守れるようにな──」

「まさか、あんた……！」

「お前の想像通りだ。私は、この手でアダムを殺した」

「なんてひどいことを……」

「仕方がなかった。アダムの信仰の深さは、私の予想を凌りよう駕がしていたのだ。もはや説得は無理だったし、アダムを見逃せば、教会に私の存在を告げ口されることになる。それだけは避さけねばならなかった。私が捕まり抹殺されれば、この世から〝聖杯〟は消える。私を護まもって死んでいった騎士たちに報いるためにも、アダムを見逃すわけにはいかなかった。その後、森の中でアダムの死体が発見されたが、私が現場を偽ぎ装そうしたこともあり、誰もが事故死だと断定した」

「ちょっと待て。じゃあ、あんたは母さんの父親を殺しておきながら、何食わぬ顔で母さんと暮らし続けたのか!?」

「一度は、すべてを捨てて逃げ去ることも考えたさ。だが、唯一の肉親を失ったアリーシャを……放ってはおけなかった。私は自分が犯した大罪を胸に秘めながら、その後もアルバ村に留とどまった」

「あんたと母さんが正式に結婚していないのは、そのあたりに原因が？」

「……そうかもしれないな。アリーシャはああいう女だから、俺がどうして結婚を避けようとするのか、あえて追及はしてこなかったがな」

「母さんの人柄に甘えていただけじゃないか」

「違いない。それから何年かが過ぎ──やがて、お前が生まれた」

「あんたという奴やつは……！」

「そう感情的になるな。ついでにいえば、この話を誰かに打ち明けたのは、正真正銘、今が初めてだ。お前に対して、隠かくし事はしたくなかったのでな」

「…………」

「その後は、お前も知っての通りだ。お前が生まれた五年後に、今度はリンダが生まれ……ついに、私は決意した。あえて平へい穏おんな日々に背を向けて、聖杯騎士団の同志を捜さがす旅に出ようとな」

「なぜだ？　そのままアルバ村に隠れ住んでいれば、もう追われることもなく、平凡でも幸せな人生が送れたんじゃないのかよ！」

「……ある日、アルバ村に使者が来たのだ。そして、重要な情報をもたらした。世界各地に散っていた聖杯騎士の末まつ裔えいが、新たな宗教結社を創設し、エスパーダに対抗すべく組織を拡大しているところだと、な。私の知らぬところで、一度は壊かい滅めつしたかと思われた聖杯騎士団は、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉として、生まれ変わろうとしていたのだ」

「断るという選択肢はなかったのか？」

「無論、考えた。アリーシャ、アッシュ、そしてリンダ……お前たちを置いてまで、そんな組織に関わる必要があるのか、とな。だが、考えてもみるがいい。私がアルバ村に潜せん伏ぷくしていた事実を、〈デミウルゴス〉は見事に突き止めてみせたのだ。ならば、異い端たん審しん問もん官かんの連中も、いずれ嗅かぎつけるかもしれない。聖杯騎士団が壊滅した地点とアルバ村は、そう遠く離れているわけではなかったからな。むしろ、ずっと放置されていたのは、運が良かったとしかいいようがない」

　サヴォナローラは肩をすくめてみせた。

「いいか、アッシュ？　もし異端審問官の連中がアルバ村を襲撃したら、どうなっていたと思う？　真っ先に私とお前、そしてリンダは殺されたはずだ。ロサ・マリア直系の子孫なのだからな」

「それは……」

「のみならず、奴やつらがアルバ村そのものを地図上から抹消することも、容易に想像がつく。それが異端審問官のやり口だからな。機密保持のためとあらば、村人全員を虐殺するくらい、朝飯前な連中なのだ」

「じゃあ、あんたが家族を置いてアルバ村を去ったのは……俺たちを守るためだった、とでもいうのかよ!?」

「その通りだ。結社と合流した私は、真っ先に、エスパーダ聖庁がアルバ村に着目することがないよう、情報攪かく乱らんを行った。聖杯の末まつ裔えい、アルバーン・デ・パルマらしき人物を、東方諸国で目撃したという、偽情報をばらまいたのだ。おかげで異端審問官の連中は、東方世界に目を向けるようになった」

「噓うそだ……」

　にわかには信じられなかった。

　アッシュはずっと、父親を憎んでいた。

　母とリンダ、そして自分を捨てて、旅に出た父親のことが、どうしても許せなかった。

　だが、もしサヴォナローラの言葉が本当だというのなら──

　母も、アッシュも、リンダも。

　いや、それどころか、アルバ村の全員が、アルバーンが姿を消したことによって、結果的に守られた。異端審問官に目をつけられることなく、平へい穏おん無事な暮らしを続けていられたのだ。

「噓だと思うなら、無理に信じる必要はないさ。ただ、この話は絶対に──俺が生きているうちに、お前に直接、伝えておきたかった。信じるか信じないかは、お前の自由だ」

「くっ！」

　アッシュは拳こぶしを痛いほどに握にぎりしめた。そのような話を、そう易やす々やすと信じられるはずがないと思った。

　だが、心のどこかでは、わかってもいた。

　サヴォナローラ──否いな、父アルバーンが、決して噓うそをついているわけではないと。

　理屈ではない。

　実の息子であるがゆえに、本能的にわかった。

　わかってしまった。

　ならばこそ、余計に悔しかった。

　長男である自分が母とリンダを守るつもりでいたのに、実際のところは、自分も含めて父親に守られていたということが──。

「まあ、混乱するのも仕方ないさ。だが、話はまだ終わりではない。むしろ、ここからが本題なのだ」

「この上、なにを語るつもりだ？」

「なに、単純なことだ」

　サヴォナローラは一歩を踏みだすと、あろうことか──アッシュに手を差しのべたのである。

「我らが〈デミウルゴス〉に加盟しろ、アッシュ」

「──!?」

　アッシュは啞あ然ぜんとして、父の素顔を多う鉄仮面を見つめた。

「この腐りきった世界を、私たちが再構築するのだ。もはやロサ・マリア教という癌がんに冒されたこの世界を正すには、一から作り直すしかない。そのためにも、まずは賢竜王インボルクを復活させねばならん」

「またそんな世よ迷まい言ごとを！」

「世迷い言ではない。賢竜王インボルクを復活させ、その両脇にアヴァロン聖竜皇とネハレンニア冥竜王を配置する。ふふっ。これで布陣は完璧だ」

「そうか、お前が目指しているのは……！」

「その通り。お前が私と同盟を結べば、賢竜王、聖竜皇、冥竜王の三柱がそろい踏みだ。もはや、この地上に対抗勢力など存在しない。正直、お前が聖竜皇と冥竜王を手中に収めるとは予想外だったが──やはり、お前も〈聖杯〉の血族だったということだ」

「出しゆつ自じなんて関係ない！　俺は俺の意志に従って行動しただけだ！」

「お前がそう思うなら、それで構わないさ。なんにせよ、これで会談は終了だ。伝えたいことは、すべて伝えた」

　そこまで語ると、サヴォナローラは仮面を外し、懐ふところに仕舞った。

「夜が明けたら、俺はこの村を発たつ。それまでに、考えておいてくれ。父親と同盟を結ぶか、あくまでも敵対するのかをな。んじゃ、俺は先に帰ってるぜ！」

　仮面を外した途端、目の前の男は再び「アルバーン・デ・パルマ」に戻っていた。

　先ほどまでは盟主らしく粛しゆく然ぜんとした口調だったのが、今では飄ひよう々ひようとしている。

　──バカな！　〈デミウルゴス〉と同盟を結ぶだと？

　アッシュの拳こぶしは、いつしか震ふるえを帯おびていた。

　──そんなこと、できるはずがないだろう！　どんな大義名分があろうと、お前たち〈デミウルゴス〉を許すわけにはいかない！

　アッシュが思い悩んでいる間にも、アルバーンの背中は少しずつ遠ざかっていく。

　その背中は無防備だ。

　不意打ちを食らわせば、拘束は可能だろう。

　アルバーンも腕に覚えはあるようだが、アッシュとて騎竜学院で学び、数々の修羅場をくぐってきた身だ。

　今さら恐れることはない。

　だが、足が動かない。

　──くっ！　俺は、こんなにも腑ふ抜ぬけだったのか……。

　血がにじむほどに唇くちびるを嚙かみしめていると、ふいにアルバーンが立ち止まり、こちらを振り向いた。

「ところで、アッシュ？」

「なんだよ？」

「ふと思ったんだが、俺たちが別々に戻ったりしたら、母さんやリンダに余計な心配をさせることになるとは思わないか？」

　そういって、アルバーンはにこりと笑った。

「…………」

　アッシュは思わず頭を抱えてしまう。

　先ほどまでの会談はなんだったのかと疑いたくなるほど、父は無む邪じや気きな笑みを浮かべていたのだ。

「わかったよ」

　アッシュは脱力すると、アルバーンからやや遅れて歩き始めた。

　丘の上を、夜風がサッと吹き抜けていく。真夏にもかかわらず、その風は冷たさを帯びているように、アッシュには感じられた。

　その背中に向けて、ふと、アッシュは訊たずねた。

　というより、訊ねずにはいられなかった。

「なあ。あんたの過去について、母さんはどこまで知っているんだ？」

　アルバーンはアッシュに背を向けたまま、ぴたりと立ち止まる。そして、夜道を照らす満月を眺ながめやった。

「……すべてを正直に告白した結果、俺はアダムを殺さざるを得なくなった。無論、アリーシャならすべてを受うけ容いれてくれるはずだと、俺は信じている。だが、それでも……まだすべてを教えてはいない」

「そうか……」

「アリーシャは俺のことを、こんな風に思っている──とある貴族の落らく胤いんで、わけあって命を狙ねらわれてしまった、憐あわれな男だとな。ふっ。まるで大衆が好みそうな物語から、そのまま借り受けたような設定だがな」

　自嘲気味につぶやくアルバーンの背中を眺めつつ、アッシュは呆あきれた。

「あんたが貴族ってガラかよ？」

「ははっ、違いねぇ！　だがな、俺の──いや、俺たちの血統は、下手な貴族よりもはるかに貴とうとく、そして重い。それだけは確かだ」

「意外だな。あんた、ロサ・マリア教が嫌いで、潰したくてたまらないんじゃなかったのか？　そんなあんたが、自分の血統は誇ほこるのか？」

「いっておくが、聖女ロサ・マリアとロサ・マリア教は別だ。聖女ロサ・マリアは、ただ自分の信念に基づいて、己おのれの生しよう涯がいをまっとうしただけにすぎない。生まれながらにして、彼女は人間の範はん疇ちゆうを超えた存在だった……ある意味、彼女は被害者だったのだよ。少なくとも、ロサ・マリアは尊敬に値する人物だ」

「じゃあ、ロサ・マリア教は？」

「聖女ロサ・マリアが世界各地で遺のこしたエピソードをネタにして、金かね儲もうけのために宗教を興した詐欺師どもに過ぎん。だが、この詐欺は大ヒットし、ついにはエスパーダ聖庁なんて組織まで創設されちまった。知っているか、アッシュ？　今や『星書』は世界最大のベストセラーなんだぜ？　残念ながら、人類史は〝ロサ・マリア教〟という名の病に冒されているのだ……」

「俺には、そんな実感はないけどな」

「無論、信徒の大半は善人だからな。実感が湧わかんのも無理はない。もはや、エスパーダ聖庁の犯罪を後世に伝えることができるのは、我ら〝聖杯の血族〟だけだろう。ならばこそエスパーダ聖庁は異い端たん審しん問もん官かんを遣わし、〝聖杯〟を闇に葬ほうむろうとしているのさ」

　アルバーンは吐き捨てるように告げると、再び歩きだすのだった。





"Legend of The Holy Grail ～A.S.B.1366.08～" is closed.








第五話　月下のキス









　夜半、既に皆が寝静まった頃──

　アッシュは自室のベッドに横たわり、物思いにふけっていた。

　カーテンの隙間から射さしこむ月明かりが、アッシュの部屋をうっすらと照らしている。

　室内の光景は、入学のためアルバ村を発たった頃と、なんら変わってはいなかった。掃除も行き届いていて、塵ちりひとつ、埃ほこりひとつ見あたらない。母の気配りが感じられた。

　家具は勉強机とベッド、そして本棚のみ。

　本棚には、子どもの頃に大好きだった絵本や、ドラゴンの模型が並んでいる。たまに訪れる行商人から、母親が買ってくれたものだった。

　だが、懐なつかしさに浸ひたるような余裕など、今のアッシュにはなかった。

「どうして、こんなことに……」

　普段ならとっくに熟睡している時間だが、一向に眠くならない。

　星空の下もと、父から多くのことを聞かされたのが、一時間ほど前のことだ。

　盟主サヴォナローラの正体が父だったこと。

　父の過去。そして、父が家族を置いてまで旅に出た理由。

　ずっと謎に包まれていた、〝聖杯〟の意味。

　あまりに多くのことが一度に判明したせいで、アッシュは今も混乱している。

「──浮かない顔ね、アッシュ」

　と、アッシュ以外は誰もいないはずの部屋に、艶つやっぽい声がした。

　と同時に、魔力的な光彩が部屋に充みち満みちる。

「ナヴィーか」

　もう慣れっこなので、アッシュも驚いたりはしない。

　そういえば、アルバ村に到着して以来、ナヴィーは一度も顔を出さなかった。母を驚かすまいと、気を遣ったのかもしれない。

「俺と親父おやじの話、聞いていたのか？」

　ナヴィーはふわりと着地すると、ベッドの縁に腰かけた。その妖艶な肉体を、オーラのような光こう輝きが包みこんでいる。

「もちろん、聞かせてもらったわ」

「……親父の話は、事実なのか？」

　アッシュは思いきって、真っ正面から訊たずねた。

　竜族にまつわる情報を記録した「竜種の記憶ドラグワース」そのものであるナヴィーなら、聖杯についても知っているはずだと思ったのだ。

「間違いないわ。あなたとリンダの〝異能〟は、聖女ロサ・マリアに由来するものよ」

　ナヴィーはあっさりと認めた。

「そうか……」

　別段、そのことを黙っていたナヴィーに対して、腹は立たなかった。

　ナヴィーは自分自身を、竜族の百科事典に派生した人格だと定義している。ナヴィーには、ナヴィーなりの流儀があるのだろう。

　ふと、アッシュは去年の夏休み──アルビオンの森で、マザー・ドラゴンに謁見したときのことを思いだした。

　思い起こせば、最初に聖杯という言葉をアッシュに告げたのは、マザーだったのだ。




　──それって、つまり……もし俺があなたに逆らわずに、ランスロットを素直に受うけ容いれていたら……エーコは他の誰かのパルになっていたと？

　──そうです。既に候補は決まっていました。あなたと同じく、その身に〈聖杯〉を宿すものです。

　──聖杯……？

　──……お喋りが過ぎましたね。いずれ、わかるときも来るでしょう。




　まさしく、今は亡きマザーが予言した通り、その意味は判明した。アッシュが予想もしなかった形で──。

「正直、信じられないよ。聖女ロサ・マリアの血が、俺にも流れているなんて……そもそも、親父おやじの話が正しければ、ロサ・マリアは魔術的に合成された存在なんだろう？　だとしたら、俺も、リンダも、そして親父の奴やつも……果たして、人間と呼べるのか？」

　ナヴィーはしばらく黙っていたが、やがて口を開いた。

「ふふっ。そういうことは、わたしじゃなくて、あの子に相談したほうがいいんじゃないかしら？　ちょうど様子を見に来たみたいだし」

　謎めいた言葉を残すと、ナヴィーの身体は星ほし屑くずのような粒子とともに、霧消してしまった。久しぶりに顔を合わせたと思ったら、あっさり遣けん竜りゆう工こう房ぼうに戻ってしまったのだ。

「ナヴィー？」

　アッシュはナヴィーの真意を量りかねたが、その直後、

　──こん、こん……。

　扉が遠慮がちにノックされた。

「……誰だ？」

　アッシュはベッドから降りると、こちらから扉を開く。

「あたしよ」

　扉の隙間から顔を覗のぞかせたのは、エーコだった。可愛かわいらしい寝間着が、よく似合っている。胸には大きな枕を抱えていた。

「エーコ？　今夜は姫様たちと一緒に寝ていたはずじゃ……？」

　アッシュは驚いた。

　エーコと一緒のベッドで寝るのは、もはや習慣になっている。だが、そのことを母に知られるのだけは、さすがに気恥ずかしかった。そんな事情もあって、エーコは母やリンダと一緒に寝ることに決めたのである。

　エーコは部屋に足を踏み入れると、

「あんた、お父さんと一緒に帰ってきてから、なんだか様子が変だったから。それが気になって……」

　アッシュは自分の至いたらなさを悟った。

　父と一緒に帰宅後、アッシュは周囲に心配をかけまいと、なるべく平静さを装っていたつもりだった。

　だが、エーコには見抜かれていたのだ。

　エーコは得意げに胸を張った。

「ま、あんたとあたしは星精路アストラル・フロウでつながってるわけだし。なんていうか、普段のあんたからは感じられない感情の揺らぎが、伝わってきたのよ」

「そうだったのか……。心配かけて、すまない」

「で、お父さんとなにを話したわけ？」

　エーコは訊たずねると、枕を抱き締めたまま、ベッドの縁にちょこんと腰かけた。

「実は──」

　アッシュは意を決すると、エーコのすぐ隣に座った。




「……と、いうわけだ。俺と親父おやじが話したのは、これで全部だよ」

　すべてを語り終えたアッシュは、長い溜ため息いきを漏もらした。

「ちょ、ちょっと待って。あんたのお父さんが、あの盟主サヴォナローラ？　あんたとリンダ、それにお父さんも、ロサ・マリアの子孫？　あたし、てっきり……家族間のいざこざっていうか……もう少し、家庭的な問題なのかと思ってたんだけど」

「はは……まあ、家庭の事情っていえば、その通りなんだけどな」

「スケールが大きすぎるわよ！　かれこれ千三百年も逃亡を続けてきたアルバレス聖杯騎士団、なんて急にいわれてもね……」

「当然だよ。俺だって、親父の口から聞かされたときは混乱したからな」

「こんな形で聖地アルバレスの名前を聞くことになったことにも、驚いたわ。ある意味、あの浮遊島こそが、すべての始まりだったといえるのね……。ところで、アッシュ？」

　エーコは突然、グッと身を乗りだすと、アッシュの顔を覗のぞきこんだ。少しだけ、眉まゆを吊つり上あげている。

「な、なんだ!?」

　顔と顔の距離が近すぎる。ドギマギしながら、アッシュは訊たずねた。

「さっき、あたしが部屋に入る前、ナヴィーになにを相談しようとしてたの？　妙に憐あわれっぽい声が、ドアごしに聞こえてきたような気がするんだけど」

「き、聞こえてたのか」

「別に聞き耳を立ててたわけじゃないわよ!?　ぼんやりと聞こえてきただけで、具体的になにを相談しようとしていたのかまでは、聞こえなかったし！」

「ああ、わかってるさ。その……親父おやじの話を聞いたことで、どうしても気になることがあって」

「なによ？」

「親父──いや、盟主サヴォナローラは、聖都エスパーダを襲ったとき、全世界に向けて宣言した。聖女ロサ・マリアは、魔術的に合成された存在だってな。それが本当だとしたら……俺とリンダは、そして親父は……人間の範はん疇ちゆうに収まるのかなって。ちゃんと人間だっていえるのか？　自分のことなのに、俺にはなにも、わからない……。それが、もどかしいんだ」

「…………」

　エーコはしばらく黙っていたが、突然、

「バッカじゃないの!?」

　と、大声をあげた。

「ええっ？　そりゃないだろ!?　こっちは真剣に悩んでるってのに！」

「あのねぇ！」

　エーコは立ち上がると、アッシュの胸にビシッと指を突きつけた。

「そんなことで、ウジウジと悩んでるんじゃないわよ！　あたしだって、どうして竜族なのに、自分だけ人間の姿をしているんだろうって、悩んだことがあったわ。だけど、そんな悩みを解決してくれたのは、他ならぬあんたでしょうが！　あんたのおかげで、あたしは吹っ切ることができたのよ！」

「エーコ……」

「たとえ、あんたが人間の範はん疇ちゆうとやらを越える存在だったとして、それがなんだっていうのよ？　そんなことで、あたしたちの関係が崩くずれるとでも？　違うでしょうが？　他のみんなだって、それは同じはずよ！」

「──！」

　エーコの言葉のひとつひとつは、まるで鋭い杭くいのように、アッシュの胸に打ちこまれていった。

「大体、あんたがそんな風に悩むこと自体が、聖女ロサ・マリアに対して失礼なんじゃないのかしら？」

　エーコは枕を抱き締めたまま、窓際に歩み寄った。

　月明かりが、エーコの姿を幻想的に浮かび上がらせる。

　今のエーコは、可か憐れんなだけでなく、清せい楚そなだけでもなく──

　思わず目を奪われるほどに、美しかった。

「そこは悩むんじゃなくて、誇ほこるべきところでしょ？　どんだけ思い悩んだところで、あんたがロサ・マリアの子孫だって事実が変わるわけじゃないんだし、普通に名誉なことだと思っておけばいいんじゃないの？」

　エーコはアッシュに視線を戻すと、言葉を続けた。

「あたしだって、自分がアヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいだっていわれて、最初は戸と惑まどったけどね。だけど、そういう星の下もとに生まれた以上は、その事実を素直に受けとめて、前に進むしかないのよ。だったら、ご先祖様のことは素直に誇りなさい！　いいわね！」

「はは……エーコには敵かなわないな」

　アッシュは立ち上がると、エーコの隣に並んだ。

　ふたり一緒に、星空を見上げる。

「不思議だな。ついさっきまで、あんなにも思い悩んでいたのに。エーコのおかげで、気持ちが楽になった」

　そういって、アッシュはエーコの顔を見つめた。

「ありがとな、エーコ」

　エーコは照れたように視線を逸そらしたが、やがて、なにかを訴えかけるように、アッシュをまっすぐ見つめ返した。

　もはや、言葉なんて要いらないとばかりに、アッシュはエーコの肩を抱いた。

　そっと、唇くちびると唇を重ねる。

　今このときだけは、父親のことも結社のことも忘れ、ただただエーコの唇を、温ぬくもりを求めた。

「…………」

　やがて唇を離したエーコは、とろんとした表情を浮かべたまま、ふらりとよろめくと、ベッドの縁にパタンと腰かけた。まるで、身体の芯しんから蕩とろけてしまったかのようだ。

「大丈夫か？」

　アッシュはエーコの背中を支えてやりながら、すぐ隣に腰を落ち着ける。

「ふぅ……」

　熱い溜ため息いきを漏もらすと、エーコは再びアッシュを見つめた。

　潤うるんだ瞳ひとみは、深紅の宝石さながら、きらきらと輝かがやいている。

　やがて、エーコは無言のまま、ベッドに横たわった。

　照れたような眼まな差ざしが、アッシュを見上げている。

「そ、その……アッシュが望むなら…………」

　エーコは、やや震ふるえた声でつぶやくと、この部屋に入って以来、ずっと手放すことのなかった枕を、ゆっくりと脇に置いた。

　あたかも、身を守っていた鎧よろいを脱ぎ捨てるかのように。

「エーコ……！」

　アッシュは、仰あお向むけになったエーコに覆おおい被かぶさると、再び唇くちびるを重ねた。

　一度目のキスよりも激しく、むさぼるように。

　熱く潤うるおった唇と舌を通じて、エーコのすべてを吸い尽くすように。

　やがてアッシュは頭を上げると、エーコの襟えりもとを飾るリボンをほどいた。

「…………」

　エーコは無抵抗だった。

　ただ熱い吐と息いきを漏もらしながら、アッシュの行為を許している。

　寝間着のリボンをほどき、ボタンも外していく。

　大きく開いた襟もとから、雪白の肌が覗のぞいた。そして、鎖骨の窪くぼみも。












　あとひとつボタンを外せば、胸もとまでがあらわとなるだろう。

　本当に、いいのだろうか──アッシュは確認するように、エーコの顔を見やった。

　だが、エーコはすべてをアッシュに委ねるとばかりに、目を閉じている。ただし、ほんの少しだけ、エーコの身体が震ふるえを帯おびていることに、アッシュは気づいた。

　アッシュももちろん緊張しているが、エーコのほうがはるかに緊張しているようだ。それでも黙って目を閉じ、アッシュにすべてを任せている姿は、いじらしく映った。

　──エーコ……！

　アッシュの胸に、愛いとおしさがますますこみあげてくる。

　ついに、最後のボタンを外した。

　月の光が、ほのかな胸の膨ふくらみを照らしだす。

　アッシュは衝動的に、エーコの乳ち房ぶさに手を伸ばそうとして──

　次の瞬間、なにかが爆発したような音が轟とどろいた。

「うわっ！　なっ、なんだ!?」

　アッシュは頭に冷水を浴びせられた思いで、エーコから飛び離れた。

「な、なんなの……？」

　エーコも上体を起こすと、周囲をきょろきょろと見わたす。そして、魔法が解けてしまったかのように、ハッと自分の艶つやっぽい姿に気づくと、慌てて胸もとを隠かくした。

　アッシュも気まずい思いで、慌てて目を逸そらす。

「森のほうで、なにかが爆発したのか……？」

　アッシュがつぶやいたそのとき、目の前の空間に光の粒子が煌きらめいて、再びナヴィーが姿を現した。

「残念だわ。せっかく、いいところだったのにね」

　ナヴィーは悪戯いたずらっぽく笑うと、アッシュとエーコを赤面させた。が、すぐさま真顔になると、状況説明を始める。

「今のは、ただの事故じゃないわ」

　どうやら、ナヴィーはいちはやく状況を把握したらしい。ナヴィーがその気になれば、遣けん竜りゆう工こう房ぼうからアルバ村の周辺地域を俯ふ瞰かんすることなど、造作もないのだ。

「アルバ村の北西方面、先ほどゼノグラヴィア山脈上空を通過した機械式航空艦が、大森林に向けてナパーム弾による空爆を始めたのよ」

「どういうことだ？　機械式ってことは、帝国の軍艦だと思うけど……どうしてアルバ村を攻撃する必要が……？」

「理由はともかく、既に空爆が始まっているのは事実よ。それと、あの航空艦が掲げている旗の紋章から察するに──指揮を執とっているのは、ゼファロス帝国の元第六皇女、アンネゲルトだと推察されるわ」

「アンネゲルトだって!?　じゃあ、これは〈デミウルゴス〉の意思なのか！　くそっ！　サヴォナローラの奴やつ、敵意はないとかいっておきながら、アンネゲルトを待機させていたんだな？　この村ごと、俺たちを消すために！」

「──おいおい！　そりゃあないぜ、アッシュ！　父さん泣いちゃうぞ！」

　突然、窓がガラッと開け放たれたかと思うと、アルバーンがひょっこりと顔を出した。

「うおっ!?　どこから現れるんだよ！　ちゃんとドアから入ってこい！　そもそも、ここは二階だろうが！」

　たちまち、室内に緊張が走る。

　アッシュもエーコも、思わず身構えた。

　アルバーンの登場と同時に、涼しい空気が室内に流れこんでくる。

「細けぇことは気にすんな！」

　対照的に、アルバーンは二階の窓際に張りついたまま、飄ひよう々ひようとしている。初対面のナヴィーに対しても、まるで「すべて理解している」といわんばかりに、笑顔を向けているのだ。

「いっておくがな、アッシュ。この俺がアルバ村に逗とう留りゆうしていることは、ちゃんと〈七翼将〉の各員にも伝えてある。まかり間違っても、この俺が滞在中の村を、部下たちが遠慮なく焼き払うわけがないだろう？」

「だけどナヴィーによれば、指揮官はアンネゲルトらしいぞ？　それをどう釈明するつもりだ？」

　アッシュの言葉に、アルバーンは意外そうな顔をした。

「……ほう。わざわざ出張ってきたのは、アンネゲルトだったか。なるほどなあ」

　アルバーンがうなずいている間にも、数度目の爆発音が夜気を震ふるわせた。

「聞け、アッシュ。俺はアンネゲルトに対して、あんな指令は下していない。つまり、これはアンネゲルトの独断専行ってことだ。そりゃあ、俺たちの立場を考えれば、易やす々やすと信じられないって気持ちはわかるが、今は俺を信じろ」

「一体、どういうことなんだよ？」

　とりあえず、アッシュは話だけでも聞いてやることにした。

「おそらく、アンネゲルトは俺を恨んでいるんだろうな。二ヵ月前の一件で、俺はアンネゲルトに罰を与えた。三ヵ月の謹きん慎しん処分、というものだ」

　──二ヵ月前の一件。

　それがなにを意味するのかは、考えるまでもない。ゼノグラヴィア山脈の上空で、アッシュたちと交戦したことに決まっている。

　その結果、アンネゲルトは装甲機竜ブリュンヒルデを失った。機体の動力源として利用されていたモルドレッドも、アッシュたちが確保した。のみならず、第五皇女ルクレツィアの身柄もまた、アッシュたちが保護した。

　アンネゲルトが〈デミウルゴス〉にもたらした損失は、甚じん大だいだったろう。

「だけど、アンネゲルトの失態を考えれば、随ずい分ぶんと軽い刑じゃないかしら？　逆恨みされるほどじゃないと思うけど」

　ナヴィーが怪け訝げんそうに訊たずねると、アルバーンはうなずいた。

「まあな。〈デミウルゴス〉内部の法規に従えば、あいつの失態は極刑に値する。とはいえ、革命に翻ほん弄ろうされているゼファロス国民を統制するためには、まだまだアンネゲルトの存在は必要だ。革命政権にとって、〈革命の聖女レヴオルヒルデ〉は極めて有効な広告塔なんでな」

　そこまで語ると、アルバーンは肩をすくめてみせた。

「そんなわけで、謹きん慎しん処分といっても、革命政権の拠点である市庁舎からは、一歩も出てはならんぞ──という、実にユルいものだった」

「確かにユルいな。というか、ユルすぎだろ」

　アッシュは呆あきれた。

「ふっ。俺は紳士だからな。女には、ついつい優しくしてしまうのだよ」

「…………」

　どうツッコんでよいのかわからず、アッシュたちは沈黙してしまう。

　さすがのアルバーンも決まりが悪かったらしく、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「と、とにかくだ。どうやら俺は、アンネゲルトという人物を見誤っていたようだな。彼女にとっては、たかだか謹慎処分であっても、よほどの屈辱だったのだろう。この二ヵ月間、俺に対する復ふく讐しゆう心しんを募らせていったのかもしれん」

「つまり、アンネゲルトの目的は、俺たちではなくて──」

　アッシュの言葉に、アルバーンは深々とうなずいた。

「ああ。アンネゲルトの標的は、この俺だろうな。周囲の森林地帯を焼くことで、俺たちの退路を断ったあと、アルバ村を丸ごと焼き払うつもりだろう。どうやら、俺の死し骸がいすら残すつもりはないようだな」

「バカな！　あんたひとりを殺すためだけに、村を丸ごと焼き払うだと!?」

　アッシュは戦せん慄りつした。

「実際問題、アンネゲルトが俺を殺すとなれば、今をおいて他にない。今の俺は、お忍び旅行の真っ最中──単なる旅人、アルバーン・デ・パルマでしかないんでな」

「のんきに分析してる場合かよ！　要するに、あんたに盟主としての実力が足りなかった──そういうことだろう!?」

「ははっ、否定はしないさ。理由はどうあれ、俺はアンネゲルトという小娘ひとり、支配できなかったわけだからな。もしかしたら、そこが俺とお前の決定的な差なのかもしれない」

「なんだと？」

「アヴァロン聖竜皇騎士団のメンバーなら、たとえなにが起ころうと、団長のお前を裏切ったりはしないだろう。いちど夕食を共にしただけだが、メンバーたちのお前に対する信頼は、とてつもなく厚いと見た。そういう点でも、俺はお前を欲したわけだがな」

「戯たわ言ごとを……！」

　アッシュは激げき昂こうしかけたが、すぐさま思い直す。

　大体の状況は吞のみこめた。

　少なくとも、今はアルバーンと口くち喧げん嘩かをしている場合ではない。

　今だけは、敵は目の前の父ではなく、アンネゲルトなのだ。

「どうだ、アッシュ？　ここはひとつ、俺と協力しないか？」

「ぐっ……」

　悔しいが、今だけはアルバーンの申し出を受けるしかなさそうだった。





　　　　◇






　アルバ村の西方、森林地帯のはるか上空を、一隻せきの機械式航空艦が飛行している。

　所属は旧ゼファロス帝国軍。

　その名を、フルングニルという。およそ一年前、騎士国の首都フォンティーンにて、強引に竜化ドラグナイズさせられたエーコが踏みつぶしたベオウルフの姉妹艦であった。

　その操そう舵だ室しつ──アンネゲルトは艦長席に深々と腰を落ち着けていた。

　甲かん板ぱん士官や乗員は、旧ゼファロス帝国軍の兵士たちである。今のアンネゲルトにとっては、忠実な駒として活用できる、数少ない人材であった。

　ほんの二ヵ月前までは、魔ま導どう結社〈デミウルゴス〉の〈七翼将〉として、周囲から一目置かれていたアンネゲルト。

　だが、今や結社内部での株は暴落中である。

　かろうじて〈七翼将〉の座を剝はく奪だつされるのは免まぬがれたが、サヴォナローラからは三ヵ月の謹きん慎しん処分をいいわたされた。と同時に、謹慎中はペネロペ・デル・モンテの指示に従うように、とも命じられた。

　むしろ、その程度の処分ですんだのは幸運だったのだが、温室育ちの元皇女には、それが理解できなかった。ついには、サヴォナローラに叛はん旗きを翻ひるがえそうと決めたのである。

　フルングニルの舳へ先さきで翻っている旗は、皮肉にも「ゼファロス帝国第六皇女──アンネゲルト・ラーラ・ヴァルプルガ・フォン・ゼファロス」を意味するものだ。

　今頃になって、再びその旗を掲げることが、どれほど厚こう顔がん無む恥ちなことなのか、アンネゲルト自身は気づいていない。

　とにかく、アンネゲルトは怒り狂っていた。

　もはや盟主サヴォナローラが、自分を「旧帝国を支配するために必要な手駒」としか見ていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　自分のほうが格上だと思っていたペネロペに従えといわれたことも、屈辱の極みだった。

　むしろ、謹きん慎しん処分よりも、こちらの理由のほうが大きいといっていい。

　おそらく、サヴォナローラは気づいてもいないのだろうが、アンネゲルトは常々、ペネロペを見下していたのである。

　──帝国皇室の血を引く自分が、どうしてペネロペのごとき卑ひ賤せんな女の指示に従わねばならぬのか？

　ペネロペは、確かに実力者だ。

　あの若さでエスパーダ聖庁に潜入し、枢すう機き卿きようとなり、ついにはエスパーダ聖翼騎士団をも掌しよう握あくした。結社内部では、盟主に次ぐ存在と見なされているのも、当然だろう。

　だが、アンネゲルトは決して、ペネロペという女を評価してはいなかった。

　一応、ペネロペは「サヴォナローラの養女」ということになっている。が、その出しゆつ自じを調べてみれば、どこの馬の骨ともわからない戦災孤児なのだ。

　廃はい墟きよと化した戦場跡で、まだ幼かったペネロペを拾ったのが、あのサヴォナローラだったという。ゼファロス皇帝を父に持つ自分とは、雲うん泥でいの差ではないか。

「ちっ。どいつもこいつも妾わらわをバカにしおって！」

　沸ふつ々ふつと湧わき起こる怒りのあまり、アンネゲルトは奥おく歯ばをギリッと嚙かみしめる。

「まずは盟主サヴォナローラを抹殺することで、ペネロペへの宣戦布告としよう。サヴォナローラを盲目的に慕したっているペネロペが、どのような泣きっ面を浮かべるのか……楽しみで仕方ないな。そうだ、すべての邪魔者を片づけた暁には、この私が新たな盟主となってやろうぞ！　うむ、それがいい！」

　艦長席でふんぞり返りつつ、アンネゲルトは手もとの地図を見やった。

　騎士国の辺境地帯に広がる、大森林を含む地図である。

「くっくっ。どうやら、星は妾の頭上で輝かがやいているようだな。まさか、あの盟主が護ご衛えいもつけずに、お忍び旅行に繰り出すとは。あの盟主にとって、アルバ村とやらは、よほど特別な場所らしい」

　アンネゲルトは会心の笑みを浮かべると、意気揚々と立ち上がった。

「ならば、いっそのこと──アルバ村を貴様の墓場にしてくれようぞ！」





"Moonlight ～A.S.B.1366.08～" is closed.








第六話　堕おちた聖女の叛はん逆ぎやく劇









　それから数分後──アッシュとエーコは着替えを終えると、部屋を飛びだした。

　懐中竜華灯で足もとを照らしつつ、闇の中を駆かけ抜ける。

　と、はるか遠方から、尾を引くような爆発音が聞こえてきた。

　アンネゲルトの空爆は、今も続いているのだ。

「まずは、皆を起こすのが先決だ！」

「わかったわ！」

　空爆の音はそこそこ大きく響いたものの、熟睡している者を叩たたき起こすほどではなかった。おそらく、敵戦艦は大森林の外周部を焼いているところなのだろう。盟主サヴォナローラの退路を断つために。

　事実、まだ村人たちも騒さわいではいない。アッシュ自身、もし寝ていたら気づいていなかったかもしれない。熟睡中のエーコだったら、確実にスルーしていただろう。

　爆発音の間隔も、引っ切りなしというのではなく、妙に断続的だ。まるで、無抵抗な相手をじわじわと嬲なぶっていくような、意地の悪さを感じさせた。

「待てよ？」

　ふと、アッシュはひとつの可能性に思い当たった。階段を下りる寸前で、ぴたりと立ち止まる。

　たちまち、エーコがアッシュの背中に顔をぶつけた。

「うにゅっ!?　急に止まらないでよ！」

「ご、ごめん！　ただ、気になることがあってさ」

「なによ？」

「よく考えたら、アンネゲルトは俺たちの存在に気づいていないんじゃないか？」

「……？」

　エーコは小首をかしげている。

「おそらく、盟主サヴォナローラは〈七翼将〉に『しばらくアルバ村に出張する』という情報だけは伝えたものの、この俺を呼び寄せることまでは、伝えなかったんだと思う。単純に、俺たちと会うことを伏せたかっただけかもしれない。あるいは、俺たちが母さんからの手紙に応じない可能性だってあったわけだし」

「つまり、どういうこと？」

「今のアンネゲルトには、本当にサヴォナローラへの復ふく讐しゆう心しんしかないんだと思う。もし俺たちがアルバ村に滞在していると知っていたら、もっと迅速に動いてくるはずだ」

　ようやく、エーコは納得顔になった。

「それはそうね。あたしたちの戦闘力なら、ゼノグラヴィア山脈で嫌というほど思い知らせてやったわけだし」

「アンネゲルトの油断と慢心。そして情報不足。つけこむ隙なら、充じゆう分ぶんにある気がする。もしアンネゲルトが最初から本気を出していれば、高速飛行でアルバ村の上空にやって来て、民家だけを狙ねらい撃ちにすればよかったんだから」

「周囲の森からじわじわと焼き始めたのが、運のつきってことね」

「ああ、そうだ」

　エーコの言葉に、アッシュは力強くうなずいた。竜華灯で足もとを照らすと、今度こそ階段を駆かけ下りる。

「それにしても、親父おやじの奴やつ……アルバ村にどんだけ祟たたれば気がすむんだ？」

　一階を目指しつつ、アッシュは憤然とした。

　もちろんアンネゲルトも許せないが、すべてはアルバーンが撒まいた種なのだ。

　ちなみに、アルバーンは先ほど「俺はアリーシャとリンダを起こしてくる」といって、アッシュの部屋の窓まど枠わくから手を離すと、庭先に飛び降りた。

　まるで武人のような身のこなしだった。生まれた頃から逃亡生活を余儀なくされてきただけあって、相当に鍛きたえているらしい。

「ねえ、アッシュ？　こんなこと、あまりいいたくないんだけど……あの父親のこと、信じても大丈夫なの？」

　と、エーコが背後から不安そうに訊たずねてきた。

「……今は信じよう。立場は違えど、あいつがアルバ村を守りたいっていう気持ちは本物だと思うから」

「わかった。アッシュがそういうなら、信じるわ」

　背中ごしに届いた声に、もはや迷いはなかった。

　やがて階段が途切れ、アッシュとエーコは一階の廊下にたどり着いた。

　客間を目指し、廊下を駆ける。

　と、前方から竜華灯の輝かがやきが近づいてきた。

「あれは……！」

　アッシュは思わず立ち止まった。

　竜華灯を掲げつつ、向こうからやって来たのは、リラだった。まるで臨戦態勢だとばかりに、ムイシュキンを従えている。

　その背後には、シルヴィアとルクレツィア、アーニャとモルドレッドが続いていた。さすがに場慣れしているだけあって、シルヴィアたちは爆発音を聞くやいなや、目を覚ましたのだった。

「おねむ～……」

　ただしモルドレッドだけは寝間着姿のまま、アーニャに手を引かれている。熟睡していたところを、アーニャに叩たたき起こされたのだろう。寝起きが悪いところは、エーコと同じようだ。

「おお、アッシュ！　ちょうど、お前の部屋を目指していたのだ！」

　真っ先に声をかけてきたのは、シルヴィアだった。が、アッシュとエーコが既に合流しているのに気づくと、

「むっ!?　おい、アッシュ？　どうして、エーコと一緒なのだ？」

　と、眉まゆをひそめてしまう。

　そう、エーコは今夜、アリーシャやリンダと同じ部屋で寝ていたはずなのだ。

「そ、それはだな……！」

　月下のキスを思いだしてしまい、アッシュは挙きよ動どう不ふ審しんに陥ってしまう。

「えっと、その……」

　エーコも真っ赤になって慌てている。

　が、さすがに状況が状況なので、シルヴィアは疑惑の言葉をグッと吞のみこむと、

「まだ遠目で確認しただけだが、森が赤々と燃えているんだ！　一体、なにが起こっているというのだ!?」

　と、厳しい口調で訊たずねてきた。

「ああ、さっきナヴィーが教えてくれたよ。どうやら、アンネゲルトがアルバ村を焼き払おうとしているらしい。闇に乗じて、アンネゲルトを乗せた機械式航空艦がこちらに向かっているんだ」

「アンネゲルトだと！　それは本当か、アッシュ!?」

　驚きの声をあげたのは、ルクレツィアだった。

「ああ、間違いないようだ」

「くっ！　性しよう懲こりもなく、また国境を越えてくるとは！　私を消すために、今度はアルバ村を焦しよう土どに変えるつもりなのか!?」

「いや、今回の標的はルクレツィアじゃないぞ」

「……ふむ。確かに、この私がアルバ村に滞在していることを、アンネゲルトが知っているはずもないか。しかし、ならば一体……アンネゲルトの目的はなんだ？」

　眉根を寄せるルクレツィア。

「それは──」

　説明しようとして、アッシュは口ごもった。

　詳くわしく話そうと思ったら、どうしても盟主サヴォナローラの正体に言及せねばならないことに気づいたのだ。

　だが、この状況で事実を明かしたところで、皆を無駄に動揺させるだけではないか。数時間前、一緒に食卓を囲かこんだ男──しかもアッシュの父親が、実は盟主サヴォナローラだったなど……さすがに衝撃が大きすぎるだろう。

　もちろん、アッシュ自身が気持ちを整理したら、皆にもきちんと伝えるつもりだ。どんなに遅くとも、騎竜学院に戻った頃には、ちゃんと告白しようと思っていた。

　だが、このタイミングで告げることに、あまり意味はない気がした。

　皆に悪いとは思いつつ、アッシュは断固として告げた。

「アンネゲルトの動機については、後回しにしよう。とにかく、彼女が航空艦一隻せきで国境を越え、アルバ村を囲む大森林に空爆を始めた。今は、その事実だけで充じゆう分ぶんだ」

「……うむ、そうだな」

　シルヴィアは、アッシュがなにかを隠かくしていると察した様子だったが、あえて口にはしなかった。そんなシルヴィアの気遣いに、アッシュは感謝する。

　そのときだった。

「ふわぁ……」

「皆さん？　そんなところに集まって、どうされたのです？」

　廊下に現れたのは、ルッカとジェシカだった。

　ふたりとも、まだ寝間着姿である。特にルッカのほうは、かなり寝ね惚ぼけている。それでも、わざわざ起こす手間が省けたのはありがたかった。

　これで、まだ寝ているのはアリーシャとリンダだけになる。そちらは、アルバーンが起こしに行っているはずだが──。

「おお、みんな集まってるな！」

　ちょうどそのとき、アルバーンが顔を出した。

　その背後には、寝間着の上にカーディガンを羽織ったアリーシャ。そして、やはり寝間着姿のまま、パーシヴァルをぬいぐるみのように抱いたリンダも一緒だった。

　リンダもアリーシャも、やや不安げに佇たたずんでいるが、怯おびえている様子はない。おそらくは、アルバーンが堂どう々どうと振る舞っているからだろう。

　と、なぜだかアルバーンは、アッシュの耳もとに口を寄せてきた。そして、周囲に聞こえないよう、小声でささやいたのだ。

「アリーシャには、帝国の戦艦がとち狂って国境を越えてきたようだ──とだけ伝えておいたぞ。それで問題ないな？」

「……ああ、わかった」

　ひそひそ話を終えると、アルバーンはアッシュから離れた。そして、今度は皆にも聞かせるように、大声で告げる。

「アリーシャとリンダのことは、俺に任せとけ！　すぐ近所に大戦時代の防ぼう空くう壕ごうがあるから、俺が責任をもって連つれて行く！」

「……信じていいんだな？」

　アッシュが念を押すように訊たずねると、

「今の俺は父親だ」

　アルバーンは柄にもなく、厳げん粛しゆくな顔で答えた。

「わかった。じゃあ、あんたに頼みがある。アーニャとモルドレッド、ルクレツィアとリラとムイシュキンも、一緒に連つれて行ってくれるか？」

「おい、アッシュ！　私にも避難しろというのか!?」

　たちまちルクレツィアが反応し、アッシュを睨にらんだ。

　確かに、ルクレツィアの気持ちは理解できた。

　相手は、あのアンネゲルトなのだ。

　だが、アッシュはあえて、心を鬼にした。

「ああ、そうだ。相手は航空戦艦なんだぞ？　いくら〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉でも、出る幕はない」

「ぐっ……」

「戦闘と消火活動は、俺たちに任せてほしい」

　アッシュの言葉に合わせて、エーコ、ルッカ、そしてジェシカが力強くうなずいた。

　ところが、シルヴィアだけは違った。

「待ってくれ、アッシュ」

　シルヴィアはルクレツィアの正面に歩み寄ると、その肩に手を置いた。

「カサンドラ姉様が〈デミウルゴス〉に加盟していたと知ったとき、私も衝撃を受けたものだ。ならばこそ、ルクレツィアよ。お前の気持ちは、よくわかる」

「シルヴィア……」

「命の保証はしない。だが、もしルクレツィアが望むなら、ランスロットに相乗りすることを許そう。どうする？」

　ルクレツィアは驚きの表情を浮かべると、神妙に頭を下げた。

「かたじけない、シルヴィア。よろしく頼む」

「うむ、頼まれた。構わんな、アッシュ？」

　そういって、シルヴィアはアッシュを振り向いた。

　無論、ここで反対するほど、アッシュは無ぶ粋すいではない。

「わかった。ルクレツィアのことは、姫様に一任するよ」

　アッシュはうなずいた。

「──とりあえず、アッシュ。俺がいうのもなんだが……健闘を祈ってるぜ」

　と、アルバーンが軽い口調で声をかけてきたので、

「……あんたもな」

　アッシュは渋々ながらも、返事をした。

「ねぇ、アッシュ？　あなた、本当に戦うつもりなの？」

　と、ずっと遠慮がちに控ひかえていたアリーシャが、前に進み出た。

「母さん……」

　アリーシャはまだ、これから始まる戦闘がなにを意味しているのか、本当のところを知らない。まさか、あの航空戦艦が、父ひとりを殺害するためだけに、村を丸ごと焼却するつもりなどと……なにも知らない母に対して、なんと説明すればよいのか。

　アッシュの胸が、ちくりと痛んだ。

「母さん、俺のことなら、大丈夫だから──」

「アッシュ！」

　次の瞬間、母はアッシュの言葉を遮ると、アッシュの胸に飛びこんできた。

　ふわり……と、ラベンダーの香りに包まれたと思ったときには、アッシュは母に強く抱き締められていた。

　アルバ村に到着したあと、笑顔で迎えてくれたときの抱ほう擁ようとは、趣おもむきを異にしていた。

　あたかも、これから戦地に向かう恋人にすがりつく、不ふ憫びんな少女のような切実さが、今のアリーシャからは、確かに感じられたのだ。

「かっ、母さん!?」

　廊下の窓から射さしこむ月光が、母の肢し体たいを玲れい瓏ろうと浮かび上がらせている。

　腕の中の母は、かすかに身体を震ふるわせていた。

　アッシュを見上げる瞳ひとみからは、今にも涙の粒がこぼれ落ちそうだ。

　乱れ髪の一房が、頰ほおにかかっている。震える唇くちびるからは、真珠のような歯が覗のぞいていた。

　しどけない寝間着姿だから、だろうか。

　今の母は、ドキリとするほど美しかった。

　と同時に、母がこんなにも小柄で、たおやかな女性だったという事実に、今さらのように気がついた。

「アッシュ？　いくら竜騎士ドラグナーだからって、あなたが無理して戦う必要はないのよ？」

　そういって、母はますます身体を密着させてきた。

　豊ほう満まんな乳ち房ぶさの感触を意識した途端、アッシュは背徳的な気分に陥ってしまう。

「最寄りの砦とりでから騎士団が到着するまで、隠かくれていたほうが安全よ。ね、そのほうがいいでしょう？」

「それだと、たぶん間に合わない」

「だけど……」

「大丈夫だよ、母さん。俺は無謀な戦いに臨んだりはしない。今はただ、母さんやアルバ村のみんなを護まもるためにこそ、行くんだ」

「アッシュ……」

　母が声を詰まらせたそのとき、「ドンドン！」と玄関の扉が叩たたかれる音がした。

「アリーシャさぁん！　早く起きてくださいな！　なんだか様子が変ですの！　とりあえず、一緒に避難しませんか!?」

　続けざま、素っ頓狂な叫び声が聞こえてくる。その声には、聞き覚えがあった。近所に住むマロリー夫人で、母の幼おさな馴な染じみだ。

　どうやら、深い眠りに落ちていた村人たちも、ようやく森で起こっている異変を察知したようだ。

　事実、先ほどまでは静まり返っていた近所から、ざわざわと人声が聞こえてくるようになっていた。

　アッシュは真顔になると、母の肩に手を置いた。

「俺を信じてくれ、母さん。必ず、無事に帰ってくるから」

「絶対よ、アッシュ？」

　母も意を決したのか、アッシュを再び抱き締めた。

「ああ、絶対だ」

　アッシュは力強く応じると、母の身体を離した。

「じゃあ、早速、二手に分かれて──ん？　どうかしたのか、みんな？」

　アッシュは怪け訝げんに思って、一同の顔をぐるりと見わたした。

　どういうわけか、誰もが頰ほおを赤らめて、恥ずかしそうにもじもじとしているのだ。

「いや、その……なんだ。まるで恋人同士の一幕を見ているようで、圧倒されてしまったというか」

　コホンと咳せき払ばらいをしつつ、シルヴィアが答える。

「さ、さすがに、お母さんを相手に……その、スキンシップ過剰なんじゃないの？」

　続けて、エーコが妙にそわそわとしながら苦言を呈する。

「舞台の一場面、みたいだった」

　ルッカもほんのりと頰を染めながら、感想を口にした。

「うむ、帝国オペラも顔負けであったな」

　ルクレツィアは腕組みをして、からかうような表情を浮かべている。

「……ケダモノ」

　リラはただ一言、ぽつりと感想を告げた。

「ひ、ひとりの女子として、お義か母あ様さまに負けた気分ですわ……」

　ジェシカの表情からは、敗北感だけではなく、アリーシャに対する敬意も窺うかがわれた。

「ほんと、今にもキスするんじゃないかと思って、ハラハラしたわ……」

　アーニャに至いたっては、よほど妙な誤解をしたようだ。

「……？」

　ただしモルドレッドだけは、きょとんと首をかしげている。エーコたちがなにを問題にしているのか、さっぱり理解できないといった様子だ。

「んもう、お母さんったら！　どさくさに紛れて兄さんに抱きつくなんて、ズルいです！　リンダだって、ずっと我が慢まんしてたんですよ？」

　と、リンダが不満の声をあげると、

「くそぅ。さすがに今のは妬やけたぜ、アッシュ」

　アルバーンまでが、恨みがましい声を漏もらした。

「待て待て！　リンダも親父おやじも、なにをいってるんだ……!?」

　ただただ戸と惑まどうアッシュ。

「いっておくがな、アリーシャは俺のパートナーなんだぞ！　お前の母親ではあっても、お前の女じゃないんだからなっ！」

　今やアルバーンは泣きそうな顔をして、ぶつくさと文句を垂たれる始末だった。まるで子どもだ。

「待て待て！　親子なんだし、別に変な意味はないからな？　母さんからも、なにかいってやってくれよ！」

　アッシュは慌てて母のほうを振り向いたのだが、

「そ、そんな、アッシュと恋人同士だなんて。お母さん、なんだか恥ずかしいわ……」

　あいにく、母は満まん更ざらでもない様子で、ポッと頰ほおを染めていた。

　そんな仕草は、年頃の乙女のように可か憐れんで、同時に艶あでやかさも感じられ、ますます周囲の誤解を生んでしまいそうだった。

「アリーシャ!?」

　そんな母を見て、アルバーンはショックを受けている。これが本当に盟主サヴォナローラなのだろうか……と、疑問に思えたほどだ。

「と、とにかく！　村人たちも騒さわぎ始めてるんだし、早く行こう！」

　アッシュは気まずい雰ふん囲い気きを断ち切るように、大きな声で宣言するのだった。





　　　　◇






　アルバーンに引率されて、アリーシャ、リンダとパーシヴァル、アーニャとモルドレッド、リラとムイシュキンは、近所の防ぼう空くう壕ごうを目指した。

　既に、村人たちも大騒ぎしている。家から外に出ると、その喧けん騒そうははっきりと伝わってきた。

「……かなり燃えてるわね」

　と、エーコが北西の方角を眺ながめやった。

　事実、森の一部は轟ごう々ごうと燃え盛り、夜天の一角を赤く染め上げている。村人たちが急に慌て始めたのも、あれが原因だろう。

「おそらくは、軍用の特殊ナパーム弾だ。一般に、水分を多く含む樹木は燃えにくいのだがな……あれは別だ」

　ルクレツィアが渋じゆう面めんで解説する。もたもたしていたら、炎の舌は森全体を舐なめ尽くすだろう。

「気づいたか、アッシュ？」

　と、シルヴィアが鋭い目をして訊たずねてきた。

「ああ、あれだな」

　アッシュはうなずいた。

　夜の闇に紛れてはいるが──森のはるか上空に、ぽつんと艦影が浮かんでいるのだ。今は豆粒のように小さく見えるが、いずれはアルバ村の上空に侵攻してくるつもりだろう。

「みんな、俺の作戦を聞いてくれ」

　アッシュは気持ちを引き締めると、仲間たちを振り返った。

　エーコは、いつでも竜化ドラグナイズできるようにと、アヴァロンの腕輪を外している。

　シルヴィアは、既に蒼銀色の聖騎甲アークを装備していた。その後方では、ランスロットが臨戦態勢に入っている。












　ルッカもまた、踊り子の衣装を思わせる聖騎甲アークを装着済みだ。すぐ傍かたわらでは、成長著いちじるしいガウェインが唸うなり声ごえをあげている。

　ジェシカも勇ゆう気き凜りん々りんといった表情で、アッシュの言葉を待ち受けている。相パ棒ルのリアンノンは聖竜マエストロ暦こそ短いが、その鼻息は飼かい主ぬしに似て荒々しい。元水竜ハイドラだけあって、消火なら任せろといわんばかりだった。

　そして、ルクレツィアも沸ふつ々ふつと湧わきあがる感情を胸に秘めつつ、直立不動になっている。私服を持ってこなかったのか、今も騎竜学院の制服を着用しているが、自慢の魔剣はしっかりと背負っていた。

「まず、俺とエーコ、姫様とランスロットで敵戦艦を叩たたく。その間に、ルッカとガウェインは騎竜演舞で、ジェシカとリアンノンは水属性の魔法で、大森林の消火活動に当たってほしい。ルクレツィアは姫様のランスロットに相乗りしつつ、チャンスがあれば敵戦艦に飛び移ってくれ。アンネゲルトの身柄確保は、ルクレツィアに一任しようと思う」

　アッシュは改めて、一同の顔をぐるりと眺ながめやった。

「作戦は以上だ」

「了解！」

　打てば響くように、エーコたちは応じた。
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　林道を抜けた先は、ちょっとした広場になっている。

　そこに、防ぼう空くう壕ごうの入口があった。

　周囲には、既に村人たちが詰めかけている。

　突然、夜中に騒さわがしくなったせいか、眠りに就ついていた動物たちも目覚めたようだ。森のほうからは、様々な鳴き声が聞こえてくる。

　リンダは行列の最後尾を見つけると、母と一緒に並んだ。

「おや、アリーシャさん！　それにリンダちゃんも！　無事で良かったわ！」

　ご近所に住む老婆が、切迫した様子で話しかけてくる。

「あらあら。奥おく様さまも、ご無事でなによりですわ」

　対照的に、アリーシャは相変わらずマイペースだった。

「もう少しの辛しん抱ぼうだからね、モルドレッド」

　リンダの背後では、アーニャがモルドレッドをいたわっている。

「む～」

　モルドレッドは、今にも泣きだしそうな顔をしていた。

　夜中に叩き起こされた挙あげ句く、林道を走らされたのだから、無理もない。見た目は十代半ばの少女でも、中身は幼児も同然なのだ。

「ルクレ様……無理、しなければ、いいけど」

　リラはタンタロスの戦士だけあって、目の前の状況に対しては落ち着いたものだが、やはりルクレツィアのことは心配でたまらないようだ。

　愛獣のムイシュキンは、そんなリラを背に乗せたまま、大人しく控ひかえている。

「ふぅ～。なんとか間に合いそうだな」

　殿しんがりを務つとめるのは、リンダの父アルバーンだ。林道を走っている最中も、なにかとリンダたちのことを気にかけ、紳士的に引率してくれた。

　兄のアッシュは、今も父に反感を抱いだいている様子だが、リンダは違った。

　こうして実際に会ってみると、意外に愛あい嬌きようがあるし、いざとなったら頼りになる。

　こんな非常事態でも、慌てた様子は微み塵じんもない。

　この「頼もしい」感じは、リンダにどうしても、兄のことを想起させた。

　そう、アルバーンとアッシュは、顔立ちだけでなく、性格面でも似通っているのだ。

　アッシュと比べると、アルバーンのほうが豪ごう快かいだし、細かいことは気にしないし、飄ひよう々ひようとしているのは確かだが……やはり、根っこは同じように見える。

　──でも、こんなことを口にしたら、きっと兄さんは怒ってしまいますよね。

　リンダは一抹の寂しさを覚えつつ、心の中でつぶやいた。

　いつの日か、アッシュとアルバーンのわだかまりがとけて、家族が笑顔で食卓を囲かこめるような……そんな日が来ればいいのに、と思う。

　リンダが感かん慨がいにふけっているうちにも、村人たちは次々と防ぼう空くう壕ごうに入っていった。

　いつしか、あれほど騒さわがしかった広場はしんと静まり返っている。

　今ではもう、リンダたち一行しか残ってはいない。

　──なんとかなりそうですね。あとは防空壕で大人しくして、兄さんたちが帰って来るのを待つだけです。

　リンダがホッと胸を撫なで下おろしたそのとき、防空壕の入り口から村長が顔を出した。ツルツルに禿げ上がった頭を自分の手で叩たたきつつ、険けわしい表情を浮かべている。

　リンダの胸を、嫌な予感がよぎった。あの村長が、あれほど難しい顔をしているのを、リンダは初めて見たのだ。

「……すまぬ、アルバーン。既に定員をはるかにオーバーしておるのじゃ。子どもひとりくらいなら、無理をすれば入れそうだが……」

「だったら、リンダだけでも──」

　アルバーンが申し出ようとした矢先、

「そ、そんなの駄目です！　みんなが一緒じゃないと！」

　リンダは断固として反論した。

「ふっ。さすがは、俺の娘だ」

　アルバーンは満足げに微笑ほほえんだ。

「だったら、選択肢はひとつだな。ちょっと遠いが、戦時中に掘られた防ぼう空くう壕ごうなら他にもある。俺が責任を持って、彼女たちを連つれて行こう」

「……すまんな、アルバーン。恩に着る」

　村長は礼を口にすると、ふと思い立ったように、語り始めた。

「アルバーンよ。お前がなにを背負い、なにを思い、なにゆえ家族を残してまで旅を続けているのかは知らん。じゃがな、今や村の者たちは皆、お前を家族の一員だと思っておる。それだけは確かじゃ」

「爺じいさん……？」

　アルバーンの横顔に、戸と惑まどいの表情が浮かんだ。

「その胸に秘めた目的とやらを果たしたら、必ず帰ってこい。そして、アリーシャを幸せにしてやるのじゃ。無論、アッシュとリンダにも父親らしいことをしてやらんとな」

「ははっ。湿っぽいのはよせよ、爺さん。まるで遺ゆい言ごんみたいじゃねぇか。それじゃあ、俺が閉めてやるから、下がってろ」

　アルバーンは苦笑すると、分厚い扉に手をかけた。そして、村長が奧に入るのを見届けると、思い切って扉を閉ざす。

　腹に響くような金属音とともに、防空壕の入り口は固く閉ざされた。

「よし。これで村人たちは安全だ。急ぐぞ！」

　アルバーンに導みちびかれ、リンダたちは他の防空壕を目指し、再び林道を駆かけるのだった。
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「我は偉大なるアヴァロン聖竜皇家の正統なる末まつ裔えい……その名は、エーコ・ペンドラゴン・アウローラ・クリスタ・レーナ・アンヘルス・イリア・ロランス・リリアーヌ・ミュリエル・オクタヴィア・ロベルティーネ・デ・ラ・ローザ・レスペランス・ヴァン・コンポステーラ・ド・アヴァロン──」

　竜化ドラグナイズの呪文を唱えつつ、エーコは真紅の双そう眸ぼうを爛らんと輝かがやかせる。

　気が遠くなるほど長い名前。だが、きっとアヴァロン聖竜皇家が培ってきた歴史を、伝統を、文化を、ひとつひとつの名が体現しているのだろう。

　竜族が、人類と契約を結んでまで種の保存を優先させたのは、きっと……そうしたものを途絶えさせないため、なのではないだろうか。

　どうして自分がそんな感かん慨がいに打たれてしまったのか、アッシュは自分でも意外だった。

　もしかしたら、父からアルバレス聖杯騎士団の話を聞いたから──かもしれない。

「我、これより真の姿を顕あらわす！」

　次の瞬間、エーコの声が痛烈に響きわたった。

　アッシュが顔をあげたときには、エーコの全身から膨ぼう大だいな魔力があふれだしていた。

　左腕に刻きざまれた〈星刻〉が呼応して、カッと灼しやく熱ねつを帯おびる。

　燦さん爛らんたる光こう輝きが、夜天の一角を金色に染め上げる。

　見る見るうちに、可か憐れんな少女は一体の巨竜へと変貌を遂とげた。

　まん丸だった二本の角つのは、今ではもう、夜の闇を貫くように屹きつ立りつする、三本の角と化している。

　その胸もとでは、夜空の満月よりもまばゆい首輪が輝かがやいていた。アヴァロンの腕輪が変形したものである。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　そして、森全体を揺さぶるような咆ほう哮こうとともに、聖竜鎧アルマダの各パーツが顕現。聖竜皇エーコの肉体に、次々と装着されていった。

　あまりの神々しさに、一足先に飛び立とうとしていたランスロット、ガウェイン、リアンノンの三体が、思わず頭こうべを垂たれて、敬意を表したほどだ。

　それほどまでに、聖竜鎧アルマダを装備したエーコは輝いていた。

「うぉおおおおおおおおんっ！」

　続けざま、エーコがさらに雄叫おたけびをあげると、アッシュの全身が輝き、白銀の聖騎甲アークが顕現した。

　と同時に、アッシュの〈星刻〉がまばゆく輝いたかと思うと、その紋様が変形し、見る見るうちに全身に波及する。

　これでアッシュの武装も万全だ。

「それでは、わたくしとルッカさんは消火活動に当たりますわ！」

「行ってくる」

　ジェシカがリアンノンに、ルッカはガウェインに飛び乗ると、赤々と燃えている地域に向けて颯さつ爽そうと飛び立った。

「次は我らの番だ！」

　と、シルヴィアが華麗に跳ちよう躍やくし、ランスロットの頭部に騎乗した。蒼銀の聖騎甲アークが月明かりを照り返し、夜風にマントが翻ひるがえる。

　美しくも勇ましい竜騎姫の姿に、アッシュは思わず見とれそうになったが、はるか頭上からエーコに見下ろされていることを思いだし、自重した。

　シルヴィアはランスロットの頭上から、ルクレツィアに視線を向けた。

「来い、ルクレツィア。くれぐれも振り落とされるなよ？」

「無論だ、シルヴィア！　私は未来のゼファロス皇帝なるぞ！」

　ルクレツィアも勇ましく駆かけだすと、ランスロットの背中にしがみついた。そして、シルヴィアに向かって「いつでもいいぞ！」と叫ぶ。

「じゃあ、俺たちも行こう！」

　聖騎甲アークの魔力を借りて、アッシュも跳ちよう躍やくする。

　一瞬にして、エーコの頭上に着地した。高層建築の頂上から眺ながめているかのように、アルバ村の全景を俯ふ瞰かんすることができた。

　そして、あらゆる装甲を黒く塗りつぶした機械式航空艦の姿も──。

「……どうやら、本気でアルバ村を地図上から消すつもりらしいな」

　敵戦艦はナパーム弾を投下しつつ、刻一刻と村落のほうに接近しつつあった。

　航行速度はわざと落としているらしく、相変わらず緩かん慢まんではあるが、先ほどよりはずっと近づいている。

「出撃だ！」

　アッシュの言葉に合わせて、エーコとランスロットの翼が夜風を孕はらむ。

『行っくわよぉおおおおおおおっ！』

　エーコの念話が、アッシュの脳のう裏りに響く。

『わたしも、できる限りサポートするわね』

　ナヴィーの念話も、しっかりと届いてきた。

　一瞬にして、アッシュたちは星空に舞い上がっていた。
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「アンネゲルト様！　アルバ村周辺に、高密度魔力反応を探知！　これは……アヴァロン聖竜皇です！」

　士官のひとりが驚きの声をあげた直後、航空艦フルングニルの操そう舵だ室しつは騒然となった。

「なっ!?　どういうことだ？」

　艦長席で、年代物のワインを味わっていたアンネゲルトの手から、グラスがぽろりと零こぼれ落ちる。

　熟練職人の手によるワイングラスは、呆あつ気けなく割れ砕けた。グラスの底に残っていたワインも飛散して、操舵室の床ゆかには不気味な水みず溜たまりができあがった。

　血のように紅あかい液体は、アンネゲルトのスカートとブーツを濡ぬらしたが、本人に気づく余裕はなかった。

「どっ、どういうことだ!?　なぜアヴァロン聖竜皇騎士団の一味が、こんな辺境の村に出現したのだ？」

　完全に予想外だった。

　アンネゲルトとしては、アルバ村に逗とう留りゆうしているはずの盟主サヴォナローラを討ち果たし、下げ克こく上じようを成し遂とげる──それだけが目的だった。アッシュ・ブレイクが率いるアヴァロン聖竜皇騎士団との遭そう遇ぐうなど、完全に想定外だったのである。

「アヴァロン聖竜皇の他に、聖竜マエストロ級のドラゴン三体の反応も確認しました！」

　魔ま導どう探知機と睨にらめっこを続けていた士官が、さらに情報追加する。

「くっ……なぜだ!?　どうしてこんなことに……？」

　アンネゲルトは無意識に、親指の爪を嚙かんでいた。

「奇妙だ。アルバ村とは一体、どのような土地柄なのだ？　盟主サヴォナローラが、お忍びで訪問した村……そして、そこにアッシュ・ブレイクと聖竜皇エーコが居合わせた。これは偶然か？　否いな、そんなはずがない！」

　アンネゲルトはさらに爪を囓かじりつつ、ぶつぶつと呪じゆ詛そのようにつぶやく。

「盟主の奴やつめ、アッシュ・ブレイクと裏で通じておったのか？　わからぬ……妾わらわには、盟主がなにを考えているのか……さっぱり読めぬ！」

「──アンネゲルト様！」

　士官のひとりが大声で呼びかけてきたので、アンネゲルトはようやく我に返った。

「な、なんだ!?」

「聖竜皇エーコと、一体の聖竜マエストロがこちらへ向かってきます。別の二体は、大森林の消火活動を始めたようですが……このままですと、交戦は免まぬがれません！」

「うろたえるなっ！」

　アンゲルトは衝動的に立ち上がった。

「総員、第一種戦闘配置！　ありたっけの対空兵器をぶちこんでやれ！　たとえ殺せなくとも、足止めできればそれでいい。あとは妾わらわに任せろ！」

　アンネゲルトが叫ぶと、士官たちは「了ヤ解ー！」と応答した。

「どこまでも妾わらわに祟たたるか、アヴァロン聖竜皇め……」

　あの装甲機竜ブリュンヒルデをもってしても、エーコには呆あつ気けなく敗北した。このフルングニルの全武装を駆使しても、エーコを撃げき墜ついするのは不可能だろう。

「いや──大丈夫。妾わらわはまだ冷静だ。最善の選択肢をつかみとり、必ずや盟主サヴォナローラを討ってみせるぞ」

　自分自身にいい聞かせるように、アンネゲルトは小声でつぶやいた。

「それに、妾には奥おくの手もある……！」
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　敵戦艦のシルエットは、いよいよこちらに迫りつつあった。

　と、ランスロットに相乗りしているルクレツィアが、ハッとして叫んだ。

「あれは、帝国空軍の機械式航空艦フルングニル！　ベオウルフの姉妹艦だ！　ちっ、アンネゲルトの奴やつめ！　誇ほこり高き帝国軍の艦を、こんなことのために使うとは……！」

　ルクレツィアの叫び声は夜や陰いんを切り裂き、アッシュの耳もとにまで響いた。

「案ずるな、ルクレツィア。今のアンネゲルトに、ブリュンヒルデのような武装はないはずだ。そんな兵器があれば、とっくに使っているはずだからな」

　ルクレツィアを落ち着かせるように、シルヴィアが声をかけた。

　アッシュ自身、シルヴィアのいう通りだと思う。

　既にエーコは竜化ドラグナイズして、その膨ぼう大だいな魔力を惜しげもなく放出している。フルングニルのような戦艦であれば、エーコの存在はとっくに探知しているだろう。

　一体、どういうつもりなのか──アッシュが眉まゆをひそめたそのとき、ついにフルングニルは回頭すると、左舷をこちらに向けた。

　艦の横っ腹を、アッシュたちにさらしたのだ。

　既に、フルングニルの砲門は開いていた。

「来るぞ……！」

　シルヴィアが注意をうながす。

　真っ先に火を吹いたのは、艦体の各部に備えつけられた、機関砲だった。

　耳をつんざくような連射音とともに、実弾が嵐あらしのごとく迫りくる。

　エーコとランスロットは左右に散開しつつ、第一射を回避した。

　と、砲ほう塔とうに就ついた射しや手しゆたちが、なおも銃撃を続けつつ、砲身をぐるりと旋せん回かいさせた。

　銃弾の軌道に変化が生じる。夜気を薙なぎ払はらうかのように湾わん曲きよくしつつ、エーコとランスロットの翼に迫った。

　屈強を誇る竜族といえども、あんな大だい口こう径けい弾を食らえば無事ではすまない。

　エーコとランスロットは、すかさず防御魔法障しよう壁へきを構築し、弾丸の嵐を食い止めた。

　無色透明のシールドに、何百発はあろうかという弾丸が食いこんでいく。シールドに弾が衝突するたび、ビリビリと大気が震ふるえた。

　──ばしゅっ！

　と、フルングニルの垂直発射管から、無数の誘導弾が撃ちだされた。白煙の尾を引きながら、ぐんぐんと真上に飛ひ翔しよう。やがて急旋回すると、雨あられのごとくエーコとランスロットに降り注ぐ。

　一年前のアッシュとエーコなら、その圧倒的な物量を前に、慌てていたかもしれない。

　だが、自分でも不思議なくらい、アッシュは落ち着いていた。

　それはエーコも同じだった。頼もしい相パ棒ルの冷静な心境は、星精路アストラル・フロウを通じて、アッシュにも伝わっているのだ。

「いいぞ、ランスロット！　その調子だ！」

　シルヴィアとランスロットもまた、攻撃と回避を織り交ぜつつ、夜空でアクロバット飛行を繰りひろげている。

『ねえ、アッシュ？　あの戦艦を墜とすのは簡単だけど……どうするの？』

　と、エーコが念話をよこしてきた。

　アッシュは苦笑した。エーコがその気になれば、吐息ブレスを一発当ててやるだけで、撃げき墜ついは可能なのだ。いい加減、決着をつけたくてウズウズしているのだろう。

「そうだな。はっきりいって、俺たちが今まで戦ってきた連中と比べたら、どうってことはない相手だ」

　アッシュが説明している間にも、誘導弾は次々と迫りくる。

　すかさず、エーコが対抗策を繰り出した。

『行くわよ！　聖竜皇家の息吹・星閃セイクリツド・ブレイズ・メテオライト！』

　痛烈な念話と同時に、エーコの鼻先に巨大な魔法円が生じる。

　直後、そこから光線タイプの魔ま導どう式誘導弾が射出された。

　一発や二発どころではない。数百単位である。

　エスパーダ聖庁で初披露し、ゼノグラヴィア山脈上空ではブリュンヒルデの誘導弾を完全に封殺した、エーコの新技であった。

　フルングニルが放った誘導弾は、次々と空中で破壊され、星ほし屑くずと化した。

　そんな光景を眺ながめつつ、アッシュはさらに説明を続ける。

「確かに、ただ倒すだけなら簡単なんだけど……すぐそばにはアルバ村がある。下手に墜落させるわけにはいかない。ついでに、できればアンネゲルトは生いけ捕どりにしたい」

『はぁ……面倒臭いわね』

「ただ殺すだけなら、その辺の悪党にだってできるさ。だけど、俺たちはアヴァロン聖竜皇騎士団なんだ。あくまでも誇ほこり高き騎士として、あいつらを鎮圧しよう」

『わかったわ。で、どうやって黙らせるの？』

「そうだな──」





　　　　◇






　アルバーンに先導されて、リンダは森の中を懸命に駆かけていた。

　森に棲せい息そくしている動物たちや虫たちも、既に異変を察知して、大移動を始めている。真っ暗な森のあちこちで、唸うなり声ごえや鳴き声がこだましていた。

　光源といえば、リンダたちが手にした懐中竜華灯だけである。おかげで半径数メートルまでの視界は確保できているが、その先は真っ暗だ。

　無論、灯あかりがなければ一歩も進めない状況だが、その反面、光源に吸いよせられて、気性の激しい野獣が吸いよせられてくるのは否いなめない。

　だが、こちらにはムイシュキンがついていた。この獰どう猛もうなサーベルタイガーが雄叫おたけびをあげると、どんな猛もう獣じゆうも怯ひるんでしまい、慌てて逃げ去っていくのだった。

「大丈夫か、リンダ？　いざとなったら、父さんが背負ってやるぞ？」

　と、アルバーンが肩ごしに振り返ったが、

「リンダなら大丈夫です！　こう見えて、修羅場には慣れてますから！」

　リンダは快活に応じた。

「お、おう。さすがは俺の娘だ」

　微妙に残念そうな笑みを見せると、アルバーンは前を向いた。

　父親らしいところを見せられず、残念に思ったのだろうか。それとも、娘が予想外に逞たくましく育っていたので、寂しく思ったのかもしれない。

　──自分でも不思議です。こんな状況なのに、全然、恐こわくないなんて……。

　そう、リンダはこの非常事態に対して、自分でも驚くほど順応していた。騎竜学院に入り、兄たちと一緒に行動しているうちに、神経が太くなってしまったのだろうか。

　ふと、リンダは頭上に視線を巡めぐらせた。

　まるで玩具おもちやのような翼をパタパタさせながら、パーシヴァルは自力で飛行している。ちゃんと状況を理解しているようで、リンダやアリーシャのお荷物となるのは自重したのだった。見た目はともかく、頼もしい相パ棒ルなのは間違いない。

「ぐぬぬ。ロスヴァイセと、デュランダルさえ、飛ばせれば……」

「仕方ないわよ、リラ」

　リンダの後方には、リラとアーニャが続いていた。ふたりともタンタロス族だけあって、険けわしい林道も難なく駆かけながら、時折、会話を交わしている。生まれ故郷ゼノグラヴイアの山道と比べたら、林道などは一般道に等しいのだろう。

　リラのいう通り、リンダたちにも空を飛ぶ手段ならある。だが、デュランダルとロスヴァイセを停泊させている湖こ畔はんに行こうと思ったら、徒歩だと三十分以上はかかるのだ。湖畔にたどり着くまでに、空爆を受けたら元も子もない。

　そして、最後尾はムイシュキンだった。背中にはアリーシャとモルドレッドを乗せている。こちらも山道を走り慣れた獣けものだけあって、悠ゆう然ぜんとしたものだ。

　ムイシュキンの乗り心地は快適らしく、最初は恐がっていたモルドレッドも、すっかりご機嫌になっていた。

　やがてアルバーンが立ち止まると、リンダたちを振り返った。

「よし、着いたぞ！」

「ここって、確か……」

　リンダは息を吞のんで、手にした竜華灯で周囲を照らしだした。

　目の前に広がっているのは、墓地だった。

　四角い墓石が、あちこちに点在している。ブレイク家の墓もある。例年、墓参りの季節が巡めぐるたび、リンダは母に連つれられて、この墓地を訪れたものだ。

　墓の向こうは小山の斜面になっていて、そこが村の最南端であることを物語っていた。

　この墓場は、小山の裾すそ野のを利用して造園されたのである。

　──ううっ。なんだか恐こわいです……。

　真夜中の墓地は、想像以上に不気味な場所だった。

　心なしか、気温が大幅に下がったような気がする。

　急に冷たくなった夜風が、リンダの首筋を撫なで過ぎていった。

「…………」

　パーシヴァルも恐怖を覚えたのか、それともリンダを気遣ってくれたのか、リンダの頭の上にちょこんと着地した。

「ありがとです、パーシヴァル」

　急に頭が重くなったけれど、パーシヴァルの温ぬくもりのおかげで、リンダは少しだけ安心した。

「あの、お父さん？　どうして、こんな場所に？」

　リンダが遠慮がちに訊たずねると、

「ああ。目的地は、この墓場の奧にあるのさ」

　アルバーンは事も無げに応じた。

「そ、そうだったのですか……」

　リンダが立ちすくんでいる間にも、アルバーンは大股で歩きだした。墓地をまっすぐに横切っていく。

　リンダたちも、大人しくアルバーンに続いた。

　先ほどムイシュキンの背から降りた母が、さりげなくリンダの隣にやって来て、手を握にぎってくれた。

「お母さん……」

「大丈夫よ、リンダ。なにも恐がることはないわ」

「はいっ！」

　リンダは笑顔で応えると、母の手をギュッと握り返した。

「よし、ここだな。どれ……」

　アルバーンが立ち止まったのは、墓場の最さい奥おう部。壁のようにそそり立つ、山の斜面の前だった。

　そこには、鋼こう鉄てつ製の扉があった。

　そんな場所に扉があることを、リンダは初めて知った。

　どうやら、それが防ぼう空くう壕ごうに続く扉なのだろう。

「う～ん！」

　その直後、アルバーンが苦しげな唸うなり声ごえをあげたかと思うと、

　──ガキッ！

　金属と金属が擦こすり合わされたような、耳障りな異音が響いた。

　と同時に、アルバーンは派手に尻しり餅もちをついてしまう。

「あなた？」

「大丈夫ですか、お父さん!?」

　アリーシャとリンダが駆かけ寄ると、

「いや、足を滑すべらせただけだ。ほら、ちゃんと開いたぞ」

　アルバーンは苦笑交じりに起き上がった。

　その言葉通り、固く閉ざされていた扉は、かすかに開いている。

「あなたももう歳としなんですから、気をつけてくださいね？」

　アリーシャがにっこり微笑ほほえむと、アルバーンは「いやいや、まだ俺だってアッシュみたいな若造には負けないぞ？」と、むきになって反論する。

「若造なんて言葉が口から飛びだす時点で、自分がオジサンだと証明しているようなものですよ？」

「むぐっ……」

　アリーシャに笑顔で諭さとされて、アルバーンはがっくりとうなだれた。

　そんな両親のやり取りを傍はたから眺ながめつつ、リンダは不思議に思う。

　──どうして、こんなにも仲良しなのに……お父さんはお母さんを放って、旅に出てしまったのでしょう？

　父がなんの目的で旅に出たのかは、いまだにわからない。家族を十年も放置せねばならないような理由など、リンダには想像もつかなかった。

　が、今はそれどころではないだろう。

　リンダは気持ちを切り換えた。

　とりあえず、これで避難先は確保できた。あとは兄たちが敵戦艦を撃退するまで、大人しくしているだけだ。

　だが、リンダの安あん堵どを嘲あざ笑わらうかのように──突如、防空壕の奧から、「ふしゅうううううううう……」という、不気味な異音が響いた。

「な、なんですか、今のは!?」

　リンダが震ふるえていると、アルバーン、アーニャ、リラの三人が、素早く防空壕の入り口前に布陣した。

「ぐるるるるっ！」

　ムイシュキンも威い嚇かく的な唸うなり声ごえを漏もらしながら、リラの隣に並ぶ。

「なんてこった。どうやら、この防ぼう空くう壕ごうは──」

　アルバーンが冷や汗を流しつつ、つぶやいた。

「魔獣の巣そう窟くつになっていたようだぜ……」

　その直後、まるで半透明の蛸たこを思わせる魔獣が、防空壕の奧からゾロゾロと這はいだしてきたのだ。

「ひっ……！」

　リンダは思わず、悲鳴を漏らしていた。

　どの個体もムイシュキンと同じくらいの体格がある。ずんぐりむっくりとした頭部を、十本くらいの触手が支えていた。

　肌は蒼あお白じろく光っている。暗闇での生活に適応すべく、自身を発光させる能力を獲得したのかもしれない。

　その肉体は、見るからにブヨブヨとした質感を感じさせた。しかも肌がシースルーになっているせいで、内蔵までがうっすらと透けている。

　網あみ状の血管も不気味に浮き上がっていた。脳や心臓といった器官も確認することができる。特に、心臓はドクンドクンと脈打って、全身に青い血液を送り出していた。

「ぐっ……」

　リンダは吐き気を覚えたが、かろうじて耐えた。

「あうあう……」

　モルドレッドも恐怖のあまり、アリーシャにしがみついた。本当はアーニャにすがりつきたかったのだろうが、アーニャは最前列で鞭むちを構えている。

「あなたたちに恨みはないけど、邪魔をするなら倒すまでよ！」

　さすがはタンタロス族だけあって、アーニャの周囲には壮そう絶ぜつな闘気オーラが漂ただよっていた。迂う闊かつに近寄れるような雰ふん囲い気きではなかった。

「お前たちは下がってろ！　ここは俺たちがなんとかする！」

　と、アルバーンがリンダたちに向けて叫んだ。

　ここは大人しく、父の言葉に従ったほうがよさそうだ。

　せめて足手まといにならぬよう、リンダたちは後退した。

「オッサン！　お前も、下がれ！　魔獣相手、リラとアーニャだけ、充じゆう分ぶん！」

　と、リラがアルバーンに厳しい言葉を飛ばした。既に刃物を構え、先頭の魔獣に斬りつけている。触手をバサリと切断された魔獣は、

「ほぉおおおおおおん……！」

　と、気味の悪い悲鳴をあげた。

　だが、リラの気迫を見せつけられても、アルバーンは怯ひるまなかった。それどころか、ニヤリとしたのである。

「タンタロスの妙技、しかと見せてもらった！　だがな、この俺を舐なめてもらっちゃあ、困るぜ。ちょっくらムイシュキンを借りるぞ！」

　アルバーンはリラに断りを入れると、ムイシュキンの背に飛び乗った。

「アホ！　お前、食い殺される！　その子、気に入った相手しか、乗せない！」

　二体目の魔獣を駆く逐ちくしつつ、リラが怒声を飛ばす。

「お父さん!?」

　リンダは思わず叫んでいた。

　竜族ほどは、乗り手に対してシビアな基準を設けていないにせよ、やはりムイシュキンも誇ほこり高き獣けものである。自分が認めた相手でない限り、背中を許すことはないのだろう。

　先ほどまで、ムイシュキンがアリーシャとモルドレッドを快こころよく乗せていたのにだって、ちゃんと理由があった。

　アリーシャは豪勢な肉料理を振る舞うことで、ムイシュキンをもてなしていた。モルドレッドのほうは、なんといっても冥竜王だ。獣としては、圧倒的に格上なのである。どちらの相手も、ムイシュキンが拒こばむ理由はなかった。

　だが、アルバーンはどうか。

　リンダの見る限り、ムイシュキンがアルバーンに一目置くような要素は、まるで見あたらないのだ。

「ははっ。心配ご無用っ！」

　と、アルバーンが得意げに叫んだ。

　事実、周囲の心配をよそに、ムイシュキンは決して機嫌を損ねてはいなかった。アルバーンを振り落とすような素振りも見せない。ただ従順に、アルバーンを騎乗者として受うけ容いれたのである。

「そ、そんな……」

　愕がく然ぜんとするリラ。

「細けぇことは気にすんな！　行くぞ、ムイシュキン！」

「ぐるぉおおおおっ！」

　ムイシュキンは迫力満点の唸うなり声ごえをあげると、魔獣の群れに飛びかかった。

　その二本の牙は、東方由来の刀さながら反り返っている。一匹、また一匹と、魔獣の肉を嚙かみ千ち切ぎっていった。

　ムイシュキン単体であれば、ただ本能の赴おもむくままに戦っていただけだろう。が、アルバーンという騎乗者を得たことで、より効率よく、より的確に、魔獣を倒している。ムイシュキンの戦闘能力に、人間の知力が加わったのだ。

　今やアルバーンとムイシュキンは、傍はたから見ていて気持ちがいいほど強力なコンビとなっていた。

　──もしかして、お父さんにも……兄さんやリンダと同じ能力が!?

　リンダはハッとして、その可能性に思い当たった。

「あの、お母さん？　兄さんとリンダの不思議な力は、もしかして……お父さんからの遺伝だったのでしょうか？」

「ええ。あの人は昔から、どんなに凶暴な野獣でも、あっさりと乗りこなしていたわね。理屈はさっぱりわからないんだけど」

　母の答えを聞いて、リンダは自分の身体が秘めた能力の謎に、一歩近づいた気がした。

「リラ、あたしたちも負けてられないわよ！」

「当然！　タンタロスの力、見せるとき！」

　アーニャとリラも、魔獣の群れに突っこんでいく。

「はああああっ！」

　アーニャは自慢の鞭むちを自由自在に駆使して、魔獣どもを翻ほん弄ろうする。その鞭の速度と比べたら、魔獣の触手などスローモーションに見えた。

「せいやっ！」

　その隙に、リラは斬って斬って斬りまくる。リラが駆かけ抜けたところには、青い血ち飛沫しぶきが高々と噴き上がった。

　──お父さんとムイシュキンも、アーニャさんとリラさんも、すごいです！

　心の中で喝かつ采さいをあげるリンダ。

　その直後、母が「きゃっ！」と悲鳴をあげた。

「お母さん!?」

　いつの間にか、数匹の魔獣が暗闇に紛れて、リンダたちのほうに接近していたのだ。

　母は一瞬にして、魔獣の触手に四肢を拘束され、空中に吊つり上あげられていた。

「あなた……リンダ…………」

「アリーシャ！」

　と、アルバーンが家族の危機を察知して、ムイシュキンを回頭させようとしたのだが、

「くそっ！　数が多すぎる……！」

　すぐさま魔獣の群れに囲かこまれてしまった。

「くっ、切りがないわ！」

「お前たち、邪魔！　どけ！」

　アーニャとリラも、周囲の魔獣を倒すのに精一杯で、今すぐこちらに駆けつけるのは難しそうだ。

　それどころか、防ぼう空くう壕ごうの中からは、次々と新たな魔獣が吐き出されている。

　その瞬間、リンダの足首にも半透明な触手が巻きついた。

　新たな個体が、リンダの背後に忍び寄っていたのだ。

「いやですっ！」

　手にした竜華灯を振りまわし、なんとか追い払おうとするが、触手はどんどん数を増やし、ついにはリンダの手首、太もも、腹部に巻きついた。

「ひぐっ……！」

　そのブヨブヨとした感触に、リンダは慄りつ然ぜんとした。まるで、大蛇に巻きつかれたかのような感触。いや、気持ち悪さなら、それ以上だろう。

　直後、リンダの身体も重力に逆らうように、宙に浮いてしまう。

　母と同じように、吊つり上あげられてしまったのだ。

「ふしゅうううううううううううううううううっ！」

　俎そ上じようの鯉となった母娘を前に、魔獣どもは不気味な声をあげた。
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「くっ！　意外とよく燃えていますわね」

　リアンノンに水系の魔法を連発させながら、ジェシカは忌いま々いましげにつぶやいた。

　敵艦が投下したナパーム弾は、ジェシカの予想以上に高性能で、大森林の外周部は火の海となっている。しかも、森の外へと続く林道を封鎖するかのように、意地悪く燃え盛っているのだ。

　ここまで炎が燃え広がっていると、リアンノンの魔法では焼け石に水だった。

「すべては計算通りってわけですのね？　こんなことって……絶対に許せませんわ！」

　義憤を覚えるあまり、握にぎりしめた拳こぶしをぷるぷると震ふるわせるジェシカ。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　リアンノンも飼かい主ぬしの激情に感応し、激しい雄叫おたけびをあげる。

　水竜ハイドラ出身のリアンノンは、基本的に炎は苦手なのだ。聖竜マエストロになった今でも、その性質は継けい承しようしている。森を轟ごう々ごうと焼き続けている炎を前に、リアンノンは不快感をあらわにしていた。

「ん……準備、完了」

　と、はるか上空から、可か憐れんな声が降り注いだ。小さな声ではあったが、それはジェシカがずっと待ち望んでいた言葉だった。

「ルッカさん！」

　夜空を見上げるジェシカ。

「すごいですわ……！」

　典てん雅がな意い匠しようが映える聖騎甲アークを装備し、ガウェインを自由自在に駆かるルッカは、星空を舞台とする踊り子のようだ。

　まさしく〈天翔る妖精エルフイン・ダンサー〉の二つ名にふさわしい、可か憐れんながらも堂どう々どうたる姿だった。

　そして、ガウェインの航跡は、今しも巨大な〈星刻〉の紋様を、夜空に生き生きと描きだしたところだった。

「ルッカさん！　お願いしますわっ！」

　ジェシカはガウェインを急旋せん回かいさせると、火災現場から一直線に離れていく。

「了解、ジェシカ。あとは、任せて」

　ルッカは微笑を浮かべて応じると、凜りんとして叫ぶ。

「新約・騎竜演舞──弐の舞〝星天の大瀑布スターリー・カタラクト〟！」

　その直後、夜空に刻きざみこまれた紋様が燦然と輝かがやきわたり──

　壮そう絶ぜつともいえる水流が、轟ごう々ごうと唸りつつ、次々と発生した。そして、眼下に広がる炎の海に向けて、まさしく瀑ばく布ふのごとく、注ぎこまれたのだった。





　　　　◇






　アッシュが考案した作戦は、シンプルなものだった。

「行くぞ、エーコ！」

　夜気を切り裂く機関砲に、稚魚の群れさながら射出される誘導弾──それらを魔ま導どう障しよう壁へきで食い止めながら、エーコはアッシュに従い、一直線に敵戦艦フルングニルを目指す。

「おい、アッシュ!?　真っ正面から突っこむなど、どういうつもりだ？」

　ランスロットの頭上から、シルヴィアが心配そうに叫んできたが、

「姫様は引き続き、敵の注意を引きつけてくれ！」

　アッシュは叫び返すと、航空戦艦フルングニルをまっすぐに見据えた。

　聖竜鎧アルマダを装備したエーコは、その巨きよ軀くの質量を感じさせぬスピードで、あっという間にフルングニルとの距離を詰めた。

「今だ、エーコ！」

　アッシュが叫ぶと、エーコは左の前まえ肢あしをグッと突きだした。そして、敵戦艦の舳へ先さきをグッと押さえつける。

　ただそれだけで、フルングニルの航行速度はゼロになった。機械式のエンジンが、手負いの獣けものさながら咆ほう哮こうしたが、聖竜皇エーコの体たい軀くはビクともしない。

　今のエーコは、まるで子どもが船の模型を手にするような感覚で、フルングニルの舳先を捕まえているのだった。

「いいぞ、エーコ！　あとは作戦通りに！」

『了解よ！』

　エーコは念話を返すと、今度は右の前まえ肢あしを伸ばした。フルングニルの主砲を無む造ぞう作さに摑むと、ギリギリと力を加えていく。

　と同時に、艦橋ブリツジの窓を覗のぞきこむのも忘れない。

　エーコの瞳ひとみに睨にらまれて、今頃、ブリッジは騒然となっていることだろう。

『なんていうか……こんなの、あんまり竜族っぽくない気がするんだけど？』

　エーコは不満を漏もらしている。誇ほこり高き竜族としては、やはり吐息ブレスで華麗に決めたいところなのだろう。

「まあ、そういわずに」

　アッシュは苦笑しつつ、エーコをなだめる。

「ぐぉおおおおおおおおんっ！」

　と、エーコが咆ほう哮こうすると同時に、フルングニルの主砲に異変が生じた。

　鋼こう鉄てつ製かつ極太の砲身が、まるで飴あめのように、ぐにゃりとねじ曲がったのである。

「いいぞ、エーコ！」

　アッシュは思わず歓声をあげた。

　戦艦の乗組員にとって、これほどの絶望と屈辱はないだろう。

　戦艦にとって主砲とは、単に最大破壊力を有する武器、というだけではない。精神的な支柱でもあり、いわば誇りなのだ。

　それを冗談のように、あっさりとねじ曲げられてしまって、乗員たちが受けたショックは量りしれないものだったろう。

　圧倒的な戦力差を見せつけて、敵が自発的に降伏するのを誘導する。アンネゲルトは最後まであがくかもしれないが、部下たちが元軍人であれば、理性的に行動してくれるのではないか──それこそが、アッシュの狙ねらいだった。

「さあ、早く白旗を掲げるんだ。たかが戦艦一隻せきが、俺たちに敵かなうはずもないってこと、軍人ならとっくに理解しているはずだからな」

　アッシュがつぶやくと、やがてフルングニルに異変が生じた。雨あられのごとき砲撃を中止し、沈黙したのである。

「おお！　やったぞ、アッシュ！」

　敵の砲撃を引きつけていたシルヴィアが、ランスロットをぐるりと旋せん回かいさせると、悠ゆう然ぜんと滑空してきた。そして、フルングニルの甲かん板ぱん付近に滞空させる。

「いや、油断は禁物だ。まだアンネゲルトは降伏の意思を示していないんだ」

「うむ。それもそうだな──って、おい！　ルクレツィア!?」

　アッシュの言葉にうなずいた矢先、シルヴィアはルクレツィアに注意を飛ばした。

　今まさに、ルクレツィアは戦艦の甲板へと、飛び移ろうとしていたのである。騎竜学院の制服の裾が、夜風にはためいていた。

「止めるな、シルヴィア！　姉として、この手でアンネゲルトを粛しゆく清せいしてやらねばならんのだ！」

　シルヴィアの制止を意に介さず、ルクレツィアはランスロットから飛び離れると、フルングニルの前甲かん板ぱんに着地を決めた。

「無む茶ちやをするなあ……」

　アッシュはハラハラしながら、そんなルクレツィアを見守るばかり。

　そのときだった。

「ふぅ……妾わらわの完敗だ」

　艦かん橋きようのほうから、聞き覚えのある声がしたのだ。

「お前は……！」

　アッシュは瞠どう目もくした。

　現れたのは、なんとアンネゲルト本人だったのだ。

　その表情は憔しよう悴すいし、まるで絞首台に立たされた死刑囚のようだ。

　愛機ブリュンヒルデを失ったためだろうか。冥めい槍そうグングニルは手にしておらず、傍はたから見る限りは丸腰に見えた。護ご衛えいすらつけてはいない。

「貴様！」

　ルクレツィアは甲板を蹴ると、駆かけだした。あっという間に、アンネゲルトとの距離を詰める。

「歯を食いしばれ！」

　ルクレツィアは一喝すると、右手を振りかぶった。

　直後、乾いた音が夜に響く。

「ぐっ！」

　アンネゲルトは仔こ猫ねこのように吹っ飛んで、尻しり餅もちをついてしまった。ただの平手打ちだったが、ルクレツィアは一流の武人だ。その威力たるや、想像するにあまりある。

「ううっ。父にさえ、ぶたれたことはないのに……」

　アンネゲルトは涙目になりながら、真っ赤に腫れた頰ほおを手で押さえた。よほど精神的に参ってしまったのか、見るからに弱々しい。

「おい、アッシュ。我々も甲板に降りるか？」

　と、シルヴィアがランスロットを寄せてきて、小声でささやいた。

「いや。ここはルクレツィアに任せよう」

　アッシュはあえて、静観を決めた。血を分けた姉妹の間に割りこむのは、無ぶ粋すいな気がしたのだ。

「──我が妹よ」

　ルクレツィアは、地獄から這はいだしてきた亡者さながら、恐ろしい声で呼びかけた。と同時に、背負っていた魔剣ユングフラウを片手で構える。

「ひっ……！」

　アンネゲルトは身み震ぶるいすると、尻しり餅もちをついたまま、じりじりと後ずさった。月明かりをぎらりと照り返す刀身よりも、むしろルクレツィアの双そう眸ぼうに呪縛された様子である。

「父上を暗殺した疑惑！　革命政権への協力！　タンタロス族に対する傍若無人な戦闘行為！　そして、実の姉である私への追撃と、無礼千万たる振る舞いの数々！　なにか釈明することはあるか!?」

「申し訳ありません、お姉さま！」

　と、アンネゲルトは予想外の行動に出た。

　涙を滂ぼう沱だと流しながら、その場で床ゆかに額ひたいを擦こすりつけたのである。

　東方由来の、いわゆる土下座だった。

「よもや、貴様から『お姉さま』などと呼びかけられるとは。明日は雨どころか、雪が降るのではないか？」

「それはあんまりですわ、お姉さま！　幼い頃は、仲良しだったではありませんか！」

「ふん。私の想おもいを拒絶したのは、貴様のほうだったと記憶しているが？」

「むぐっ……」

「とにかく、卑ひ怯きような貴様のことだ。口では恭きよう順じゆんの意を示しているが、腹の底ではなにを考えていることやら」

「いいえ、いいえ、お姉さま！　今の妾わらわ……いえ、わたくしには、もはや切り札などありませんわ！」

「ふん。確かに、それもそうか。ブリュンヒルデを失った貴様には、聖竜皇エーコと渡り合う手段など、あるはずもない。ただ、妙だな……貴様はなぜ、国境を侵犯してまでこの地域に現れた？　我々の動向を察知したとでもいうのか？」

「違いますわ、お姉さま！　聖女ロサ・マリアに誓って、お姉さまやアヴァロン聖竜皇騎士団を狙ねらって国境を越えたわけではありません！　すべては、盟主サヴォナローラを暗殺するためですわ！」

「なんだと!?　盟主の奴やつが、この付近に潜せん伏ぷくしているとでもいうのか？」

　ルクレツィアが驚いたのも当然だろう。

　アッシュはまだ、自分の父親が盟主サヴォナローラだったという事実を、皆に明かしてはいないのだ。現状、アッシュ以外でその事実を知っているのは、エーコとナヴィーだけなのだった。

　──どうしたものかな……？

　アッシュは迷った。ここでアンネゲルトに盟主サヴォナローラの件を説明されたら、いたずらに時間を浪費するだけだろう。

　今は一刻も早く敵戦艦を着陸させ、乗員たちを無力化し、アルバ村の人々を安心させてやらねばならない。盟主の件を仲間たちに明かすのは、その後で充じゆう分ぶんだろう。

「ルクレツィア！　詳くわしい話を聞くのは、後回しにしよう。まずは、この戦艦を着陸させて、武装解除させるのが先決だ！」

「む……了解だ、アッシュ」

　激情に駆かられていたルクレツィアだが、アッシュの一声で冷静さを取り戻した。

「これで一件落着のようだな、アッシュ」

　シルヴィアが安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしつつ、声をかけてきた。

「ああ、これでアルバ村は救われる──」

　アッシュが笑顔で応じた、まさにそのときだった。

『──アンネゲルト様。〝フィル・ボルグ〟の準備、完了いたしました』

　伝声管を通じて、甲かん板ぱん士官らしき人物の声が響いたのである。

「なんだ!?」

　アッシュがハッとしたときにはもう、アンネゲルトは悪魔のごとき笑みを浮かべて、立ち上がっていた。

「アンネゲルトの名において命じる！　執行せよ！」

『アンネゲルト様の指令を確認しました。これより、カウントダウンに移行します──』

「貴様ぁあああっ！」

　ルクレツィアが激怒して、アンネゲルトの胸ぐらをつかむ。

「部下になにを命じた!?　フィル・ボルグとはなんだっ」

「くくっ。帝国軍の研究所が開発を進めていた、例の新型──といえば、貴様も耳にしているのではないか？」

　アンネゲルトは再び、生意気な口調に戻っている。

　その紅あかい唇くちびるには、嗜し虐ぎやく的な笑みが刻きざまれていた。

　その途端、ルクレツィアは顔色を変えた。

「まさか！　まだ試作段階のあれを……こんな場所で落とすというのか！　そうか、貴様……投下準備の時間を稼ぐために、わざわざあんな芝居を……！」

「ふん。盟主サヴォナローラをこの世から抹消するためとあらば、貴様に頭を下げるくらいの屈辱など、どうということはない！」

「アンネゲルト！　貴様、どこまで堕おちれば気が済むのだ!?」

「ふん、少しは落ち着くがよい。そもそも盟主サヴォナローラといえば、貴様らにとっても敵ではないか。労せずして、敵対勢力の首領を暗殺できるのだ。たかが辺境の村がひとつ滅ほろんだところで、小さな犠牲とは思わんのか？」

「ふざけるな！　貴様は、あの村で実際に生活している人々を目の当たりにしていないから、そんな妄言を吐けるのだ！　誇ほこり高きゼファロス皇家の姫でありながら、なんという愚かさ！　なんという傲慢さか！」

「待ってくれ、ルクレツィア！　一体、アンネゲルトはなにをしようとしているんだ!?」

　アッシュは激しい焦燥感に駆かられつつ、ルクレツィアに訊たずねた。

　こうしている間にも、操そう舵だ室しつではカウントダウンが行われているのだ。

　ルクレツィアはアンネゲルトを突きとばすと、アッシュを振り向いた。

「こいつが落とそうとしているのはな、最新式の爆弾……大量破壊兵器だ。魔ま導どう科学ではなく、純然たる科学技術により開発された」

「最新式だって？　まさか……防ぼう空くう壕ごうでは防ぎきれないほどの兵器なのか!?」

　アッシュは眉まゆをひそめる。

「いや。気密性さえ確保されていれば、防げるとは思うが……」

　ルクレツィアがつぶやくと、

「くくくっ、残念だったな！　こんな寒かん村そんに残っている防空壕の耐久性など、たかが知れている。どうせ気密性も大したことはないのだろう？　我がフィル・ボルグなら、防空壕のわずかな隙間も見逃さず、壕内の酸素を徹底的に奪い尽くす！　避難した村人どもの窒息死は免まぬがれまい！」

　アンネゲルトは哄こう笑しようとともに断言した。

「なんだと!?」

　アッシュが愕がく然ぜんとしたとき、ナヴィーが念話をよこした。

『まずいわ、アッシュ！　リンダたち、まだ防空壕にすら逃げこんでいないわよ！』

「どういうことだ、ナヴィー!?」

『逃げこむ予定だった防空壕の奧から、魔獣の群れが涌きだしたの。今も交戦中よ！』

「そんな……！」

　そのとき、操舵室からカウント・ゼロを告げる声が伝わってきた。

　と同時に、艦体からなにかが投下される。

　機銃や誘導弾とは違って、派手な音こそ響かなかった。だが、爆弾投下用のハッチが開く音と、なにかが切り離されるような音だけは、確かに聞こえた。

　その瞬間、それは夜の闇に向けて、確かに投下されたのだ。

　あまりにも、ひっそりと。

　あたかも、背後から無音で振りおろされた死神の大鎌デスサイズのように。

「くはははっ！　これで終わりだ！　加害半径は優に五百を越える！　辺境の寒村を焼き尽くすには、充じゆう分ぶんすぎる範囲だぞ！」

　形勢逆転とばかりに、アンネゲルトは得意満面だ。

『行くわよ、アッシュ！　まだ間に合うわ！』

　と、アッシュを叱しつ咤たするように、エーコの念話が脳のう裏りで響いた。

　アッシュがショックを受けている間にも、エーコはとっくに覚悟を決めていたのだ。

　そうだ、フィル・ボルグがどれほどの爆弾だろうが、アッシュには掛け替えのない相パ棒ルがいる──。

「ああ！　行こう、エーコ！」

　アッシュが力強く応じた瞬間、エーコは聖竜鎧アルマダに蓄たくわえた魔力を駆使し、超高速降下を始めるのだった。




　エーコが艦を離れる寸前、

「待て、お前たち！　それは単なる爆弾とは根本的に違うのだ──」

　ルクレツィアは必死に制止しようと声をあげたのだが、あいにく、アッシュとエーコには届かなかった。





　　　　◇






『──フィル・ボルグとやらの解析が終わったわ』

　エーコが降下している間に、ナヴィーが念話で新たな情報を届けてくれた。

　アッシュの脳裏に、新型爆弾フィル・ボルグの解析情報が瞬時に伝わってくる。

　それは難解な学術的解説ではなく、極限までシンプル化されたイメージにすぎなかったが、一刻の猶予も許されぬ状況では、むしろありがたかった。そもそも、物理や化学の専門知識を並べられたところで、アッシュにもエーコにも理解できないだろう。

「これは……!?」

『なんて兵器なの！』

　ナヴィーの情報を受け取った途端、アッシュもエーコも愕がく然ぜんとした。

　新型爆弾のメカニズムとは──。

　まずは落下しつつ、一次爆薬を加圧沸ふつ騰とう。

　化学燃料エチレンオキシドを大気中に撒さん布ぷ。

　拡散速度は秒速二千メートルという、超高速。

　標的の周囲には、燃料の蒸気雲が形成される。

　そこで着火。空間爆発を誘発。生じる衝撃波。

　凄まじい爆風は、全方位から、長時間にわたり、標的に襲いかかる。

　一般的に知られている爆弾とは、根本的に異なるメカニズムといえる。

　それが、今まさに投下された、新型爆弾の正体だった。先ほどのルクレツィアの言葉にもあった通り、純然たる科学兵器だ。魔ま導どう技術は一切、導入されていない。

　開発者たちの胸には、科学の力だけで魔導を越える──などという、執念でもあったのかもしれない。

　──バシュッ！

　次の瞬間、ただただ自由落下を続けていたフィル・ボルグに、明らかな異変が生じた。

『まずいわよ！　一次爆薬が──！』

　ナヴィーが警告を発した直後、エーコは瞬時に〝聖竜皇家の楯セイクリツド・シールド〟を展開した。

　凄まじい速度で吹きつけてきたガスを、かろうじて防ぐ。

『よくやったわ、エーコ！　化学燃料エチレンオキシドのガスを浴びていたら、アッシュは無事では済まなかったわ。たとえ聖騎甲アークを装備していようともね』

「……！」

　ナヴィーの言葉に、アッシュは戦せん慄りつした。アッシュはエーコの機転によって、文字通り命を救われたのだ。

　だが、安あん堵どしている場合ではない。

「くっ！　このまま蒸気雲が村を覆おおってしまったら……！」

　そう、爆破プロセスは刻々と進行している。

　もはや、人の身で打開できるような状況では──。

『エーコ！　わたしのいう通りにするのよ！』

　その刹那、ナヴィーの声が凜りんとして響いた。

　ナヴィーの情報は怒ど濤とうのごとく、エーコを通じてアッシュにまで伝わってきた。

　いわゆる化学式のような記号が、次々と脳のう裏りに流れこんでは、消えていく。

「ぐおおおおおおおおおっ！」

　直後、エーコが雄叫おたけびをあげた。

　聖竜鎧アルマダが燦然と輝かがやく。

　あたかも、夜空に突如として出現した、太陽のごとく。

「くっ!?　エーコ？　一体、なにを──」

　あまりのまぶしさに、アッシュは思わず、腕で目を覆った。

　やがて、おそるおそる腕をおろしたアッシュは、愕がく然ぜんとした。

　アッシュの視界から、色彩が消えていたのである。

　──完全なモノクローム。

　一体、なにが起こったのか……よくわからない。

　ただ確かなのは、アッシュを取りまく世界から、白と黒以外の色が消えたこと。

　そして、自分とエーコを除く事象がすべて、異様なほどのスローモーションで推移している──という事実だった。

「時間の速度が……遅くなっているのか？　まさか、エーコがこれほどの技を……？」

　アッシュが呆ぼう然ぜんとしてつぶやくと、ナヴィーが念話をよこした。

『その通りよ、アッシュ。聖竜鎧アルマダに蓄たくわえられた莫大な魔力を利用して、時間に干渉したってわけ。この種の魔法は竜族の掟おきてで禁忌タブーとされているから、本当は使いたくはなかったのだけど……仕方ないわ。これから始める化学演算式を完成させるには、あまりにも時間が足りないのだから』

「一体、どうするつもりなんだ？　確かに、これで蒸気雲に着火する時間を遅らせることはできる。だけど、どうしようもないじゃないか……」

　アッシュは既に気づいていた。

　既に、化学燃料エチレンオキシドの蒸気は大森林をすっぽりと覆おおいつくしている。

　大森林の中央付近には、もちろんアルバ村の集落がある。

　時間の進行速度がスローになっているため、アッシュの視覚は化学燃料エチレンオキシドの霧を克明に捉えていた。

　着火したが最後、空間爆発が発生する。

　あの雄大な森林地帯も、村落も、母やリンダ、仲間たちも、そして村人たちも──瞬時にして消滅するだろう。

　まだ消火活動に当たっている、ルッカとガウェイン、ジェシカとリアンノンとて、このままだと被害は免まぬがれない。

『大丈夫よ、アッシュ！』

　そんなアッシュの絶望を吹き飛ばすように、エーコの念話が脳のう裏りで弾はじけた。

『あんたの故郷も！　家族も！　仲間たちも！　村のみんなも！　あたしが絶対に護まもってみせる！　アヴァロン聖竜皇家の名にかけて──』

「エーコ……!?」

　今も時間の流れに干渉しているエーコ。その肉体には、相当な負担がかかっているだろうに、エーコの念話はいつものように痛烈だった。

『……ううん、やっぱり違うわね』

　と、なぜかエーコの口調が、急に柔にゆう和わになった。

『アヴァロンとかは関係ないわ。そう……あんたがあたしに授けてくれた、エーコという名前にかけてよ！　あたしは絶対に、絶対に護ってみせるわ！』

　エーコは照れ臭そうに訂てい正せいすると、眼下の大森林を揺るがすほどの咆ほう哮こうをあげた。

　その直後、白銀の聖竜鎧アルマダに包まれた巨きよ軀くを中心にして、とてつもなく大きな魔法円が構築される。

　一体、これからなにが始まるのか──？

　ただ確かなのは、これまでエーコが見せてきた攻撃手段の数々とは、根本的に違うということだ。

　あたかも、なんらかの宗教的儀式を行っているかのような、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きすら感じられた。

「エーコ？　一体、なにを……？」

　アッシュの問いかけに、エーコもナヴィーも答えなかった。

　いや、そんな余裕はないのだろう。

　先ほどから、周囲に展開された魔法円はより激しく明滅し、ゆっくりと回転しているのだ。

　それどころか、新たな魔法円が次々と構築されていく。

『……化学演算式の〝解〟を確認。準備万端よ、エーコ！』

　ナヴィーの合図とともに、エーコの全身からすさまじい魔力が放出される。

　と同時に、エーコが干渉したことで緩やかになっていた時間が復活し、アッシュの視界に色彩が戻る。

　そして──

　色彩を取り戻した世界に、まるで無数の稲いな妻づまが炸さく裂れつしたかのごとく、すさまじい放電現象が発生したのである。
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　艦上のシルヴィアたちは、ただただ、アッシュとエーコを見守るばかりだった。

　──くっ。本来ならば、この国の姫たる私こそが、真っ先に身体を張らねばならぬ事態だというのに。私もランスロットも、動くことができなかった……。

　シルヴィアは己おのれの不ふ甲が斐いなさに忸じく怩じたる思いを抱いだきつつも、今はアッシュとエーコを信じて祈るしかない……と、気持ちを切り替えた。

　次の瞬間、聖竜皇エーコが巨大な魔法円を次々と構築させたかと思うと、大森林の上空をすさまじい放電現象が襲った。

「ぐっ！　まずい……！」

　シルヴィアはランスロットに命じて、咄とつ嗟さに魔ま導どう障しよう壁へきを展開。甲かん板ぱんで棒立ちになっているルクレツィアとアンネゲルトを守った。

「かたじけない、シルヴィア！」

　闇夜を染める閃せん光こうから目をかばいつつ、ルクレツィアが礼を述のべる。

「礼には及ばぬ！　だが、なにが起こっているというのだ？　エーコは一体、なにをしようとしているのだ……？」

　シルヴィアが呆ぼう然ぜんとしてつぶやくと、

「……ふむ。私も新型爆弾については、基本的なメカニズムしか聞かされてはいないのだがな……爆弾が投下されてから、かれこれ数十秒は経過している。とっくに燃料気化プロセスが発動し、空間爆発が起こっていても不思議ではないはずだが……」

　ルクレツィアも不思議そうだ。

「そんな、まさか……！」

　と、アンネゲルトが甲かん板ぱんの縁に駆かけよって、グッと身を乗りだした。なにかに怯おびえているのか、カチカチと歯を嚙かみ鳴らしながら、茫ぼう漠ばくと広がる闇を見下ろしている。

　エーコが誘発させたと思われる放電現象は、既に収束していた。

　そして、夜天の中央で、何かが燃えたように破裂したが、まるで燃え尽きた蠟ろう燭そくのように、呆あつ気けなく消えた。

「くっ！　そんなバカな！　アヴァロン聖竜皇の奴やつめ、化学燃料エチレンオキシドを水と二酸化炭素に分解したというのか!?　あの短時間で、これほどの化学反応を引き起こすなど……もはや神業としかいいようがない……!!」

　アンネゲルトは眩暈めまいを起こしたようによろめくと、ぺたりと尻しり餅もちをついた。

　まるで魂が抜けてしまったかのように、呆ほうけた顔をしている。

「もはや貴様の負けだ。観念するがいい、アンネゲルト！」

　と、ルクレツィアが朗ろう々ろうと宣言し、魔剣の切っ先を妹の喉のど元もとに突きつけた。

「ランスロット！　我々にも、まだ仕事は残っているぞ！」

　すかさず、シルヴィアはランスロットを浮上させると、艦かん橋きようの窓ガラスに取りつかせた。そして、操そう舵だ室しつの士官たちを威い嚇かくする。

　これには士官たちも恐きよう慌こうを起こし、ついには素直に白旗を掲げ、降伏の意を示したのだった。
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「ふにゅう……」

　森の奥おく、ちょうど魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセを停泊させていた湖こ畔はんに着陸するなり、エーコの巨体は光に包まれた。少女の姿に戻るつもりなのだろう。

　と同時に、アッシュの聖騎甲アークも解除された。

　──今回、俺の出番はほとんどなかったな……エーコとナヴィーの機転がなかったら、村を救うことはできなかったんだ……。

　アッシュが自分の未熟さを痛感していると、エーコの巨体は光の粒子となって霧消し──やがて、小柄な少女の姿が現れた。

　当然ながら、エーコは全裸だった。

「うわわっ！」

　アッシュは慌ててシャツを脱ぐと、エーコの肩に掛けてやった。

「う～ん……」

　と、エーコは苦しげに悶もだえると、ふらりとよろめいた。

「だ、大丈夫か、エーコ？」

　アッシュは慌てて、エーコを背後から抱き留める。

「さすがに、疲れたみたいね……」

　エーコはかなり消耗しているようだ。

　アッシュは心配になった。

「──やっぱり、時間に干渉したのが祟たたったみたいね。竜族があの魔法を禁呪に指定したのは、それが自然法則をねじ曲げるものだから……という理由もあるけど、それ以上に、肉体に絶大な負担がかかるからなのよ」

　と、ナヴィーが実体化して、アッシュの前に顕現した。

「ナヴィー！　エーコは大丈夫なのか？　かなり憔しよう悴すいしているようだけど……」

　アッシュが不安に思って訊たずねると、ナヴィーは深刻そうな表情を浮かべた。

「魔力も星精アストラルも、相当に消耗したのね……。いくらアヴァロン聖竜皇といえども、無理はないわ」

「そんな！　魔力だけじゃなくて、星精アストラルまで!?」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。

　星精アストラルを失えば、竜族がどのような末路をたどるのか──かつて、ルッカとガウェインのエピソードを通じて、アッシュはそのことを学んでいた。

「……まあ、一週間も休めば回復するわ」

　と、ナヴィーが事も無げに告げたので、

「へっ？　一週間？」

　アッシュは目を点にした。

「そう、一週間もすれば快復するわ。といっても、それはエーコが優れたドラゴンだからじゃないわ。エーコのパートナーが、他ならぬあなただからよ──アッシュ」

「どういうことだ？」

「父親から聞かされた通り、あなたは聖女ロサ・マリア直系の子孫よ。それはつまり、生まれながらにして、膨ぼう大だいな星精アストラルを蓄たくわえていることを意味するの。あなたとつながっているだけで、エーコは自然と元気を取り戻すわ」

　アッシュは全身の力が抜ける思いで、安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。

「はは……良かった。ほんとに良かった。正直、自分がロサ・マリアの子孫だといわれたときは動揺したけど……俺、ロサ・マリアの子孫で……本当に良かった」

　アッシュは目頭を熱くしつつ、エーコの華きや奢しやな身体を抱き締めた。

「──アッシュ！」

　と、はるか頭上から、シルヴィアの呼び声が響いた。既にランスロットは着陸体勢に入っている。ランスロットのほうも、アッシュを見つけるなり、嬉うれしそうな雄叫おたけびを聞かせてくれた。

　そして、ランスロットに先導されているのは、なんと、敵戦艦のフルングニルであった。艦かん橋きようには白旗が掲げられている。どうやら、新型爆弾フィル・ボルグを無効化されたことで、戦意を喪失したのだろう。

「アッシュ！　エーコ！　見事であったぞ！」

　ルクレツィアも甲かん板ぱんから身を乗りだして、ねぎらいの言葉をかけてくれた。

「アッシュ様ぁ！　大森林の火災は食い止めましたわ！」

「任務完了。リンダたちを襲ってた魔獣も、ジェシカとわたしで追い払ったから」

　さらには、ジェシカとルッカの声も降り注ぐ。ふたりとも無事だったこと、消火活動を成し遂とげてくれたこと、そして、リンダたちも無事だと聞いて、アッシュは安心した。リアンノンとガウェインも、アッシュとエーコの無事な姿を見て、歓喜の咆ほう哮こうをあげた。

　やがて、旧帝国軍の機械式航空艦フルングニルは、湖こ畔はんに着陸した。

　デュランダル、ロスヴァイセと並んだ光景は、ただただ壮そう観かんだったが、もちろん見とれている場合ではない。

　今まさに──フルングニルの甲板では、ルクレツィアとアンネゲルトの姉妹が対峙していたのである。
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「アンネゲルトよ。貴様の野望は、完全に潰ついえた」

　フルングニルの甲板に上がったアッシュたちが見守る中、ルクレツィアは妹に向けて、冷ややかともいえる口調で切り出した。

「くっ……」

　アンネゲルトは尻しり餅もちをついたまま、返す言葉も持たない様子だった。そもそも、喉のど元もとには魔剣の切っ先が突きつけられた状態なのだ。

　万が一、ルクレツィアの逆げき鱗りんに触ふれようものなら、命の保証はない。

「貴様は偉大なるゼファロス帝国の姫でありながら、国を売り、父を殺し、兄たちを殺し、皇族や有力貴族たちを殺し、国家を支えてきた知識人や文化人たちをも抹殺し……さらには、タンタロス族にまで甚じん大だいな被害を及ぼした」

「…………」

「その上、貴様は今回、盟主サヴォナローラをも裏切った。もはや貴様は、結社における居場所さえ失ったはずだ。違うか？　もっとも、盟主がこの村に潜せん伏ぷくしているとかいう情報については、後ほど改めて詮せん議ぎするがな」

「ぐっ……」

「それはともかく、だ。貴様には、戦場における捕虜としての待遇も適用されることはない。貴様がこの村に持ちこんだのは戦争ではなく、犯罪だからだ」

　冷然と言葉を紡ぐルクレツィア。

「そして、腹立たしいことに……私は貴様の姉だ。せめて姉として、この手で成敗してやろうではないか」

　突如、ルクレツィアは声の温度を下げると、その物騒な魔剣を高々と振りかぶった。

「ひぐっ!?　うっ、うそでしょう……お姉さま？」

「ふっ。またしても〝お姉さま〟ときたか。どこまでも見苦しい奴やつめ！」

「ま、待ってくれ、ルクレツィア！　まさかとは思うけど……本気なのか？」

　さすがに心配になり、アッシュは口を挟はさんでしまった。これが姉妹の問題である以上、黙って見守るつもりだったのだが……。

　ルクレツィアは、そんなアッシュを横目で見やると、

「本気も本気なり！」

　ただただ苛烈な語調で応じた。そして、再び妹をじろりと見下ろす。

「アンネゲルトよ、貴様も誉ほまれ高き皇族に連なる身なれば、せめて散り際くらいは美しくあれ！　さあ、早くうなじをさらすがよい！　髪の毛とは、意外に切れにくい材質でな。たとえ我が愛剣ユングフラウといえども、斬り損ねるかもしれん」

　そういって、ルクレツィアはゾッとするような笑みを浮かべた。

「ひと思いに斬り離せなかった場合、それはそれは、見苦しい絵図になるぞ？」

「お、お姉さま!?　ご冗談……ですよね？」

「ご冗談なものか！　貴様はこの場で斬首する！　決定事項だ！」

　その瞬間、ルクレツィアの全身から、とてつもない殺気が烈風のごとく吹き荒れた。

　ただ事態を見守っているアッシュですら、思わず身み震ぶるいしたほどだ。アッシュに身体を支えられ、かろうじて立っている状態のエーコもまた、ブルルッと身を震わせていた。

「そもそも二ヵ月前！　貴様は実の姉を断頭台にかけようとしたではないか！　忘れたとはいわさんぞ！」

　ルクレツィアは魔剣を振りかぶったまま、大音声を発した。

「で、ですが！　あれは決して、本気ではありませんでしたわ！　事実、わたくしはちゃんと、断頭台の刃を止めさせたではありませんか！」

　再び土下座の姿勢になって、アンネゲルトは懇こん願がんする。

「それがどうした？　お前の罪を軽減する理由にはならん！　そもそも、帝都に戻ったら容よう赦しやなく私を殺すつもりだっただろうが！」

「そ、それは……」

「もはや言葉は要いらぬ！　辞世の句も不要！　ゼファロス皇家の名を汚した罪、冥土で悔いるがよいわ！」

「待つんだ、ルクレツィア……！」

　アッシュが放った制止の声も虚むなしく。

　ルクレツィアの魔剣は流りゆう麗れいな軌き跡せきを描き──。

　──ごっ！

　嫌な音とともに、ルクレツィアは魔剣を完全に振り切っていた。

「えっ……？」

　アンネゲルトは、きょとんとして、自分の身体を見下ろした。

　元第六皇女の首は──果たして、ちゃんとつながっている。

　その直後、漆黒のドレスが縦に切り裂かれ、陶磁のような肌があらわとなった。

「っ！」

　アンネゲルトは声にならない悲鳴を漏もらすと、意外と立派な乳ち房ぶさや、細くくびれた腰周り、そして下腹部までが露出していることを恥じらう間もなく、ぱたりと突っ伏してしまった。












　精神的に、限界が訪れたのだろう。

「良かった……」

　アッシュはホッとして、胸を撫なで下おろした。

　最後の最後で、ルクレツィアはアンネゲルトの命までは奪わなかったのである。

　もっとも、アンネゲルトの自尊心は粉々に打ち砕かれただろう。それに、このままアンネゲルトを放免してしまうほど、ルクレツィアが甘いとは思えない。

　もしかすると、ここで命を落としていたほうが、アンネゲルトにとっては楽だったかもしれないな……と、アッシュは思った。

「な、なにやら嫌な思い出が脳のう裏りをよぎったぞ。ルクレツィアの奴やつ、いくらなんでも悪趣味な……」

　と、シルヴィアが青い顔をして、つぶやいた。

　そんなシルヴィアの様子を見ていたら、アッシュは思わず噴き出してしまいそうになってしまったが、なんとか堪えた。

　そう、シルヴィアも公衆の面前で、ヴェロニカ王女に衣服を斬り裂かれたことがあるのだ。あのときの記憶が、まざまざと甦よみがえったのだろう。
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　なにはともあれ、アルバ村の危機は去った。

　アンネゲルトは拘束し、結社の情報を聞きだす必要がある。戦艦フルングニルと、その乗員たちは、騎士国政府に引き渡すのが筋だ。ヴェロニカ王女に連絡すれば、迅速かつ的確に処理してくれるだろう。

「とりあえず、みんなと合流しようか」

「了解！」

　アッシュが提案すると、シルヴィアたちは元気よく応じた。

「ふにゅう……了解～…………」

　一方、エーコは疲労が頂点に達したようで、かろうじて返事だけはしたものの、すやすやと寝入ってしまった。

「本当にありがとな、エーコ──」

　天使のような寝顔を前に、アッシュは微笑を誘われるのだった。

「むむっ！　アッシュ様とエーコさんの絆きずなが、急速に深まったように見えますわ！」

　と、ジェシカが鋭い指摘を飛ばしてきたので、アッシュはドキッとした。

「……ジェシカに、同意」

　ルッカも無表情にうなずく。

「まあ、今回、一番の功労者は、間違いなくエーコだ。仕方あるまいな」

　と、シルヴィアは意外と冷静に告げた。

「あら、姫様ったら！　珍めずらしく余裕ぶったりして。らしくありませんわよ？」

「な、なんだと!?」

　ジェシカに茶ちや化かされ、眉まゆを吊つり上あげるシルヴィア。

　ようやく、いつものアヴァロン聖竜皇騎士団らしくなってきたと思ったら、

「ところでアッシュ。貴公は大事なことを忘れているぞ」

　ルクレツィアが、警告を発するように告げた。

「アンネゲルトの奴やつめ、盟主サヴォナローラがアルバ村に潜せん伏ぷくしている──などと抜かしおった。まったくもって、わけがわからんというか……アンネゲルトが目を覚ましたら、早速、尋問を始めんとな」

「……いや。その必要はないよ、ルクレツィア」

　アッシュがきっぱりと応じると、

「どういうことだ？」

　ルクレツィアは怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「今夜は、もう遅い。アンサリヴァンに戻ったら、俺の知っていることをすべて、みんなに話すよ」

　アッシュは毅き然ぜんとして、約束するのだった。





"Fir Bholg ～A.S.B.1366.08～" is closed.








エピローグ









　──翌朝。

「ううん……」

　目を覚ましたアッシュは、枕元に置いていた銀時計を手に取った。

　既に十時を過ぎている。

　カーテンの隙間からは、朝日が燦さん々さんと射さしこんでいた。

　昨夜、遅くまで戦っていたのが祟たたったようだ。耳をすましても、階下はしんと静まり返っているので、まだ皆も寝ているのだろう。

　まだ寝ね惚ぼけ眼のまま、アッシュはゆっくりと上体を起こした。

「エーコは大丈夫かな……？」

　ふと、アッシュは別室で寝ているエーコに思いを馳はせた。

　昨夜、敵戦艦が投下した新型爆弾フィル・ボルグを食い止めるべく、エーコは時間に干渉するという禁忌を犯した。

　その結果、星精アストラルと魔力の双方を、大量に消費したのである。

　できることなら、ずっと傍そばについていたかったのだが──やはり母の手前、エーコとふたりきりで一夜を過ごすのは、自重したのである。

　今頃、エーコはリンダたちと一緒に、まだ寝息をたてていることだろう。

「それにしても、散々な夜だったな……」

　アッシュは昨夜のことを思いだしつつ、カーテンを全開にした。

　薄暗かった室内に、朝陽の輝かがやきが充みち満みちる。

　窓を開けると、澄みきった空気が流れこんできた。

　真夏とはいえ、森のほうから流れてくる風は涼しく、肌に心地よい。疲れた心と身体には、染みわたるようだった。

　アンネゲルトとその一味を拘束したあと、アッシュは村長たちに対して、「おそらく帝国軍の一味が国境を侵犯して、騎士国政府を挑ちよう発はつしたんだと思う」と、説明しておいた。

　村長たちは首をかしげていたが、他にアルバ村が狙ねらわれるような理由など思いつくはずもなく──。

　その後、アッシュたちは手分けして、事後処理に当たった。

　まずはシルヴィア自らが使者となって、最寄りの砦とりでに飛んだ。

　突然、自国の第四王女が竜に乗って訪ねて来たので、砦に詰めていた騎士たちは驚いたことだろう。

　それでも、シルヴィアから事情を聞くと、すぐさま出動してくれた。首都フォンティーンへの連絡も請け負ってくれたので、既に今回の一件は、ヴェロニカ王女の耳にも届いているはずだ。

　そして、昨夜のうちに、アンネゲルトと旧帝国軍人たちの身柄は、砦とりでのほうに連行された。

　航空艦フルングニルのほうは、今も村外れに放置されたまま、騎士国軍によって移送される日を待っている。

「まったく、アンネゲルトも悪いけど、元はといえば、親父おやじが撒まいた種なんだよな……どれだけ迷惑をかければ気が済むんだ？　そういえば、親父の奴やつはどこにいるんだろう？」

　アルバーンについて思いだした途端、アッシュの意識は研とぎ澄すまされた。

　そもそも父に対しては、まだ問わねばならないことが山ほどあった。

　どうして、帝国内で革命を勃ぼつ発ぱつさせる必要があったのか？

　賢竜王インボルクが復活したら、この世界はどうなってしまうのか？

　そして、アルバーンが胸に秘めた野望とは、母との生活を犠牲にしてまで、達成する価値があるのだろうか？

　無論、正面から訊たずねたところで、素直に答えてもらえるとは思えない。それこそアルバーンが望むままに、アッシュが〈デミウルゴス〉に加盟しない限りは……。

「バカバカしい。そんなこと、できるはずがないだろう」

　アッシュは学院の制服に着替えると、部屋をあとにした。





　　　　◇






　アッシュがダイニングに足を踏み入れると、母はエプロンを身に着けて、キッチンに立っていた。

　ふんわりと、ポタージュの香りが漂ただよってくる。

　アッシュにとっては、郷愁を誘う光景だった。

「あら。おはよう、アッシュ」

　と、お玉と小皿を手に、味見をしていたアリーシャが、肩ごしに振り返った。

「おはよう、母さん。エーコたちは？」

「みんな、まだ寝てるわ。昨夜は遅くまで大変だったし、起こすのは可哀かわい想そうかと思って」

「エーコの様子に、なにか変わったところはなかった？」

「そうねえ。すやすやと、心地よさそうに眠っていたわよ」

「良かった……。かなり消耗が激しいみたいだったから、心配だったんだ」

　アッシュは安あん堵どした。

「ふふっ。エーコちゃんのこと、とっても大切に想おもっているのねえ」

「そりゃあ、もちろんさ。なんといっても、相パ棒ルだからな」

　アッシュが真顔で宣言すると、なぜだか母はポッと頰ほおを染めた。まるで恥じらう少女のように、そわそわとしている。

「か、母さん？　顔が赤いけど……熱でもあるのか？」

「ご、ごめんなさい。今のアッシュが、出会った頃のあの人に、とてもよく似ていたものだから……お母さん、思いだしちゃったの」

　無論、「あの人」が誰を意味するのかは、いうまでもない。

　アッシュは暗あん澹たんとした気分で、溜ため息いきを漏もらした。

「ところでさ、母さん……親父おやじは今、どこにいるんだ？」

「ああ、あの人なら──」

　恥じらう乙女から一転して、アリーシャは寂しげな顔をした。そして、食卓のほうに視線を向ける。

　卓上には、折りたたんだ便びんせんが置かれていた。風で飛ばないよう、小鳥の形をした文ぶん鎮ちんが載せられている。

「まさか……！」

　アッシュは食卓に駆かけ寄ると、便せんを手に取った。

　予想通り、それは父の置き手紙だった。

　内容は簡素で、便せんもたったの一枚。




　──すまない、アリーシャ。そろそろ、俺は旅に出なくちゃならない。達者でな。それと、アッシュへ。お前は、お前の信じる道を進めばいい。




　父からのメッセージは、それだけだった。淡泊なものだ。

　アッシュは憤いきどおったものの、しかし、後半の文章は気になった。

　結局、アッシュは父親の──いや、盟主サヴォナローラの申し出に対して、まだイエスともノーとも返事をしてはいなかったのだが……どうやらアッシュの回答など、父は最初からお見通しだったようだ。

　文面を文字通りに解釈すれば、さも父親らしい言葉のようにも見える。

　だが、その実、このメッセージはアッシュとアヴァロン聖竜皇騎士団に対する、宣戦布告でもあるのだろう。

　お前の信じる道の終点には、この俺が立ちふさがっているぞ──という父の言葉を、アッシュは確かに読み取っていた。

「あの野郎！」

「駄目よ、アッシュ。お父さんのこと、そんな風にいったりしちゃ」

　と、アリーシャがやんわりと諭さとしてきた。

「本当に、仕方のない人だけど……あの人が、なにかとても大きな使命を抱えているということだけは──お母さんにだって、わかっているのよ」

「母さん……」

　その使命とやらは、もしかしたら、この世界を滅ほろぼすかもしれない。

　その可能性を母に告げるべきか否いなか、アッシュは迷った。

　と、母は気丈にも笑顔を浮かべた。

「お母さんなら大丈夫よ、アッシュ。だって、あの人が帰ってこられる唯一の場所は、このアルバ村しかないのだから」

「だけど！」

「だからね、お母さんは、いつでもあの人を迎えられるように、ただ待ち続けるだけ。それでいいのよ」

　見た目こそほっそりとしているが、今の母からは、芯しんの強さが伝わってきた。

　きっとアッシュが想像している以上に、母は強い人なのだ。

　そんな母の顔を見ていたら、結局、アッシュは父の正体や、父がこれからなにをしようとしているのかを、伝えることはできなかった。





　　　　◇






　それから三日後──早朝のことである。

　朝焼けの空を背景に、魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセが離陸した。

　もちろん、目指すは学院都市アンサリヴァンである。

　母をはじめ、村人たちは総出で、アッシュたちを見送ってくれた。

「なんだか、あっという間の里帰りだったな……」

　アッシュはデュランダルの甲かん板ぱんに出て、母や村人たちに手を振りながら、ぐんぐんと遠ざかるアルバ村を目に焼きつけていた。

　アッシュの右隣にはリンダとモルドレッドが、左隣にはエーコが陣取っている。

　一方、シルヴィア、ルッカ、ジェシカは、各おの々おのの相パ棒ルに騎乗して、村人たちに華麗な飛行を披露しているところだ。せめてもの、お礼の気持ちだった。

　ルクレツィアはロスヴァイセの甲板に出て、やはり村人たちに手を振っていた。

「身体の調子はどうだ、エーコ？」

　アッシュが心配しつつ訊たずねると、エーコは胸を張って応じた。

「う～ん。まだ本調子じゃないけど、普通に生活する分には問題ないわ」

　確かに、無理をしているようには見えない。まん丸な角つのもツヤツヤと輝かがやいている。ちゃんと快方に向かっているようなので、アッシュは安心した。

「それにしても、エーコさんが時間の流れに干渉していたなんて、とても信じられない気分です」

　パーシヴァルをぬいぐるみのように抱きながら、リンダが素直な感想を漏もらす。

「それは、俺も同感だよ」

「ま、あたしだって禁呪のことは知らなかったんだけどね。あのとき、ナヴィーが情報を開示してくれただけだし」

「ナヴィーさんに感謝ですね。ルッカさんとジェシカさんに、リンダたちの危機を伝えてくれたのも、ナヴィーさんでしたし」

　リンダの言葉に、アッシュはうなずいた。

「ああ、そうだな。改めて、あとでお礼をいわないと──」

『あら。お礼なら言葉じゃなくて、態度で示してほしいものだけど？』

　次の瞬間、アッシュの脳のう裏りに念話が響いたかと思うと、ナヴィーが降臨した。

　ボフッと音をたてて、アッシュの腕の中に落下してくる。

　いわゆる「お姫様抱っこ」という形だった。

「うわっ!?　ナヴィー？」

　ナヴィーの身体を両腕で支えつつ、アッシュはドギマギしてしまう。

「こら、ナヴィー！　いくらなんでも、くっつきすぎよ！」

「お姫様抱っこなんて、ズルいです～！　リンダですら、してもらったことはないのですよ！」

　たちまち非難の嵐あらしを巻き起こすエーコとリンダ。

「…………」

　一方、モルドレッドのほうは、ナヴィーの出現そのものにびっくりしたのだろう。リンダの背後に隠かくれてしまった。

「うふふ。アッシュだって、満まん更ざらでもなさそうだけど？」

　ナヴィーは妖艶な笑みをこぼすと、アッシュの首に両腕を回した。

「……！」

　その柔らかな身体の感触、さらさらとした髪の質感、そして薔ば薇らのような香りに、アッシュはクラクラとして、眩暈めまいを起こしそうになった。

　昨夜の出来事は夢だったんじゃないかと思えるほどに、和気あいあいとしたひとときである。

　そうだ、この幸せな時間をこそ、自分たちは全力で守り抜かねばならないのだ……と、アッシュは思う。

　そして、アンサリヴァンに戻り次第──

　盟主サヴォナローラの正体について、皆にちゃんと報告せねばならないな……と、決意を新たにするのだった。





　　　　◇






　一足先にアルバ村を離れたアルバーンは、大森林を抜けると、だだっ広い荒野に出た。

　本来、徒歩だけで大森林を抜けようと思ったら、軽く一週間以上を要するのだが、アルバーンは野生の獣けものに騎乗して速度を大幅に上げたため、たったの三日で済んだのである。

　ちょうどその頃、朝焼けの空の彼方かなたに、魔ま導どう艇ていデュランダルと魔ま導どう艦かんロスヴァイセの姿が見えた。

　アルバーンは小手をかざすと、その二隻せきをまぶしそうに眺ながめやった。

「ふっ。もうアンサリヴァンに戻るのか。もう少しアルバ村を堪能してからでも、遅くはないだろうにな」

　アルバーンは苦笑すると、しばしの間、デュランダルとロスヴァイセを見送った。

　その影が完全に視界から消えた頃、アルバーンの表情は一変していた。

　あの飄ひよう々ひようとした中年男ではなく、ひとつの使命を帯おびた男の顔つきになったのだ。

　アルバーンは懐ふところに手を入れると、鋼こう鉄てつの塊を取りだした。

　それは大型の拳銃であった。

　銃身下部には、グレネード・ランチャーの砲身が搭載されている。

　アルバーンは砲口を空に向けると、引き金を引いた。

　まだ暁ぎよう闇あんの残ざん滓しを感じさせる空に向けて放たれたのは、信号弾であった。

　まるで小さな太陽さながら、アルバーンの頭上で閃せん光こうが炸さく裂れつする。

　それからしばらくして──

　突如、空から光の円筒が降り注いだかと思うと、アルバーンの全身を包みこんだ。

　まるで光のエレベーターさながら、アルバーンの身体をゆっくりと上昇させていく。

　やがてアルバーンの身体は、早暁に溶けこむようにして、フッ……と消失した──。




　偶然、その奇妙な光景を目の当たりにした鳥や獣たちは、奇き蹟せきでも目の当たりにしたかのように、呆ぼう然ぜんとしていた。

　そして、彼らの鋭い感覚器官は、確かに知覚していたのである。魔ま導どう迷めい彩さいを施されているがゆえに、人間の視覚器官ではほとんど捉えることのできない、とてつもなく巨大な質量を。

　それこそは、魔導結社〈デミウルゴス〉が誇ほこる旗き艦かんにして、超ちよう弩ど級きゆうの魔導艦──

　レクス＝ゴライアスであった。





　　　　◇






　魔ま導どうエレベーターに導みちびかれ、アルバーンは艦内に到着した。

　その後、仮面を装着し、盟主の装束に着替え、アルバ村の住民「アルバーン・デ・パルマ」から、魔導結社〈デミウルゴス〉を率いる盟主サヴォナローラに立ち返っていた。

　サヴォナローラが入室するなり、操そう舵だ室しつに詰めていた乗員たちは一斉に起立して、絵に描いたような敬礼をした。

　自分のことは気にするなとばかりに、サヴォナローラは軽く手を振る。ばさりとマントの裾を翻ひるがえし、艦長席にゆったりと腰かけた。

「お疲れさまでした」

　真っ先に話しかけてきたのは、〈七翼将〉の一翼にして、副官でもあるペネロペ・デル・モンテだった。氷の彫ちよう刻こくを思わせる美貌は、枢すう機き卿きようの地位を捨てて以降、ますます磨みがきがかかっているようだ。

「しばらくぶりだな、ペネロペ。私が不在の間、ご苦労だった」

「まさか、アンネゲルトごときが叛はん逆ぎやくを企くわだてようとは……私の監督不行届でした」

「いや。この私ですら、あの展開は予想していなかった。腐っても、ゼファロス皇帝の血を引く姫だったということかな？」

「いっそのこと、このレクス＝ゴライアスの主砲を、フルングニルの横腹に直撃させようかとも思いましたが──」

「ふふっ。アッシュたちに任せて正解だっただろう？」

　サヴォナローラはニヤリとした。

　その直後、電子的な効果音が鳴り、通信が入ったことを示した。

　サヴォナローラもペネロペもハッとして、正面の巨大スクリーンに視線を転じる。

　やがて、そこにはフランチェスカ・マキャベリの姿が映しだされた。

　雌め獅じ子しのごとき美女であり、かつてはラブロック商工都市連合の元首ドージエを務つとめていた大物だ。今では〈七翼将〉の一翼として、結社の活動を全面的に支えている。

　そして、マキャベリの傍かたわらには、メイド姿の少女──ヴィットーリア・クレメンティが控ひかえていた。見た目は大人しそうだが、実は〝屍し山ざん血けつ河かの魔女〟という異名を持つほどの、常人離れした猛も者さである。

『ご機嫌よう、盟主殿』

「絶妙なタイミングだ。まさか、私の一挙一動を覗のぞき見しているわけではあるまいな？」

『ふふ、無論だ。吾わが輩はいが今、どこにいると思っている？　旧帝国の最北端だぞ？』

　マキャベリは笑みを浮かべると、ゆったりとした仕草で、膝を組んだ。

「ああ、そうだったな」

『その様子だと、楽しい夏休みは終わったようだな？』

「そういうお前も、いつになく浮き浮きとしているではないか。さては男でもデキたか？」

　サヴォナローラが悪戯いたずらっぽく訊たずねると、マキャベリは肩をすくめてみせた。

『あいにくだが、こんな辺へん鄙ぴな場所に、吾わが輩はいの眼鏡に適かなう男などおらん』

「ふふっ。そんなことをいっていると、ますます嫁いき遅れるぞ？」

『……貴様が盟主でなければ、ヴィットーリアに暗殺指令を出していたところだ』

「おい、マキャベリ！」

　と、ずっと沈黙していたペネロペが、マキャベリを咎とがめようとした。

「気にするな、ペネロペ。マキャベリ流の諧かい謔ぎやくに決まっているだろう」

　サヴォナローラは苦笑すると、憤いきどおるペネロペを制した。

「で、用件はなんだ？　まさか、そんな世間話をするためだけに、わざわざ連絡をよこしたわけではあるまい？」

　サヴォナローラが訊ねると、マキャベリは自信たっぷりの笑顔を見せた。

『喜べ、盟主殿。賢竜王復活の儀ぎ、いよいよ準備が整ったぞ』

「ふっ。その言葉を、どんなに待ち望んだことか！」

　サヴォナローラは会心の笑みを浮かべた。と同時に、操そう舵だ室しつに詰めていた乗員たちの間からも、次々と歓声があがった。マキャベリの言動に腹を立てていたペネロペでさえ、今では微笑を浮かべているほどだ。

　やがてサヴォナローラは、艦長席から立ち上がると、まさしく「盟主」にふさわしい威い厳げんをもって、朗ろう々ろうと指令を下した。




「これより、当艦は旧ゼファロス帝国最北部──古代遺跡〝ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〟を目指す！」





"The Ancient Bloodline V" is closed.







あとがき







　こんにちは！　『星刻』シリーズの第十七作目をお届けします。

　第五巻のエピソード以来、二度目の夏休み篇となります。

　一度目の夏休みにおいては、アッシュたちがマザー・ドラゴンに謁見し、竜族にまつわる重要な秘密を聞かされたのですが、本巻もまた、〝謎解き篇〟といえる構造となっております。

　アッシュに突きつけられる真実とは、果たして──？

　是ぜ非ひ、本編でお確かめくださいませ。




　ＲＡＮ先生の筆致が冴えるコミック版では、ちょうど一度目の夏休み篇が物語られているところです。ＲＡＮ先生のオリジナル要素が加わることで、より深みを増したコミック版は、第八巻が発売されたばかり。是非、本巻と一緒にお楽しみくださいね。




　ここで近況報告です。

　このたびＷｅｂコミック誌『ジーンピクシブ』（http://genepixiv.pr.pixiv.net/）にて、瑞みず智ちが原作を担当する作品『煉れん獄ごくのトリスアギオン』（漫画：しばの番茶先生）の連載が開始されました。

　ヴィクトリア朝時代末期の倫敦ロンドンを舞台とするダーク・ファンタジーで、歴史に名を残した著名人や、古典文学の登場人物などが、次々と登場する作品となっております。お楽しみ頂けたら幸いです……！




　今回も担当の池いけ本もと様と〆しめさばコハダ先生をはじめ、多くの方々のお世話になりました。

　ここまで応援して下さった読者の皆様にも、心から感謝です。

　お手紙やメールを送って頂いた方々も、ありがとうございます。なかなかお返事が書けなくて恐縮ですが、ちゃんと届いていますので、ご安心を。やはり作家にとって一番の宝物は、読者から頂いたメッセージなのだと、改めて実感しております。




　今年の春に放映されたＴＶアニメ版も、七月からＢＤ／ＤＶＤ（全六巻）が発売開始となりまして、このあとがきを書いている現在、第五巻までが発売されております。

　制作スタッフとキャストの皆様、そして、このアニメ作品のために力を尽くして下さったすべての方々、そして視聴者の皆様に、改めまして、厚くお礼申し上げます。




　さて──本巻をもって、『星刻』シリーズ第三部は完結となります。

　次巻からは、いよいよ物語のフィナーレとなる第四部、最終決戦篇（全三巻の予定）が始まります。

　第一巻を執筆していた当時と比べると、もはやスタート地点がまったく見えないほど、遠いところまで来てしまった感があります。が、初心を忘れることなく、ゴールを目指していく所存です。





西暦二〇一四年十一月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　泣いても笑っても、あと三周。アクセル全開でチェッカーフラッグを目指します。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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